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　菱ひし谷や家の書庫で本を物色しながら、九く条じよう刻こく馬まはあくびを噛かみ殺した。

　あくびのせいで浮かんだ涙を、指で拭ぬぐう。

　上背は同年代の平均値をわずかに上回った程度。特に筋骨隆々というわけではないが、よくよく見ればかなり引き締まっている。少し長い前髪の下の二重まぶたに飾られた目も、通った鼻も、尖とがった顎あごの形も、決して造形は悪くない。しかし、それらを台無しにするほどに、表情にも態度にもやる気とか覇気とか、そういった類たぐいのモノが欠如していた。

　――そういや、美み々み子この家の書庫に入るのって初めてだな。っていうか、この家に来る、ってこと自体少なかったもんな。付き合いも長いってのに。

　ぼんやりとそんなことを思いながら、刻馬は壁一面の書架に向いている幼おさな馴な染じみの背中を見やった。その視線を感じたのか、当の菱谷美々子は刻馬を振り返って、穏やかにくすりと微笑ほほえんだ。

　やや垂れ気味の目が、その微笑みの優しさを二割ほどブーストさせていた。そして、いつだって美々子はこの微笑みを湛たたえている。刻馬は、この微笑みが消えた美々子の顔を見た記憶がない。

　緩やかなパーマがかかった、ふんわりとしたポニーテール。

　背は刻こく馬まよりほんの少し低いくらいだから、女子としては高い部類に入る。凹おう凸とつがはっきりしたスタイルは高校生としては群を抜いており、特に胸の豊かさは制服の下からでも毅き然ぜんとその大きさを主張している。

「何も一緒にいらっしゃらなくても。勉強部屋でお待ち下さればよろしいのに」

　見た目通りの柔らかい口調で、美み々み子こは言った。

「宿題を写させて……もとい、手伝ってもらうのは俺おれなんだから、資料探しや荷物運びくらい手伝うのが道理だろ」

「いいえ、そのようなことを刻馬様にさせるわけには参りません」

　家同士の付き合いがあるので、生まれて間もない頃ころから、刻馬と美々子は幼おさな馴な染じみをやっている。しかし、家同士の付き合いというのが、実のところ決して対等ではなかった。そのせいか物心ついた頃から、美々子は刻馬との間柄にも家同士の関係を持ち込んでいる。様、などという敬称を臆おく面めんもなく使うのがその最たるものだった。

「……ホント、美人で優しくて頼りになる幼馴染みがいると助かるな」

「あら。心にもないお褒ほめの言葉をありがとうございます」

「いやあ、心底そう思ってるけどな。そもそも俺、嘘うそなんか久しくついてないぞ」

　派手さこそないものの、どう控えめに見ても、美々子は美人に分類されると刻馬は思っている。さらに、食事の支度や掃除のため、美々子は刻馬の家に週に七回以上も来てくれているのだから優しいのも事実だ。成績もいいので、実際にこうして頼りにもなる。

　うん、嘘はついていない――と、刻馬は自分の中で言葉に嘘がないことを一人納得してうなずいた。

「では、理り瑠るさんをはじめクラスの女子のみんなに連発している『可愛かわいい』とか『美人だ』という言葉の数々も、全部本心なのですね？」

　にっこりと笑った顔のまま、数冊の本を抱えて、美々子はポニーテールの尻尾しつぽを揺らしながら刻馬に歩み寄った。そして、すぐ側そばのテーブルに本を置く。

　真っ向から見み据すえられて、う、と刻馬は一瞬言葉に詰まった。

「ま、まあな。可愛い女の子に可愛いと言って何が悪い？」

「悪くはありませんが……世間ではそういうのを、節操がないとか女の敵とか最低のクズ野郎とかいうのでは？」

「おいおい、酷ひどい言われようだな。ってか、俺は単に客観的事実を述べているだけだろ。好きとか愛してるを誰だれ彼かれかまわず連発してるなら確かにそうなのかもしれないが」

「それも屁へ理り屈くつという気がしますが……あ、いえ、わたくしは刻馬様のことを全然そんなふうには思っておりませんので」

「……お前こそ心にもないだろ、その言葉」

「ご冗談を。わたくしこそ、刻馬様に嘘をつくことなど万に一つもありえません」

「どうだかな」

　言いながら、刻馬は美々子が持ってきた本を一冊手に取ってパラパラと開いた。

　立派な革装丁の、古びた本。

「あれ……？」

　変色した古い羊皮紙のページに、比較的新しい白い紙のページが交まじっている。いや、より正確には、新しい白いページに変色した古いページが交じっている、と言うべきだろう。比率的に白いページが八割を占めている。

　刻こく馬まは羊皮紙のページを開いて、内容を確認しようと目を落とした。

　そこに書かれていた文字は――

「なあ、美み々み子こ、これ……」

　刻馬が再び書架に向かいかけていた幼おさな馴な染じみの背中に声をかけた瞬間。

　ずぅん。

　地響きにも似た音と振動が書庫全体を激しく揺さぶった。書架が揺れ、ドサドサと何冊もの本が降ってくる。

「危ない！」

　刻馬は咄とつ嗟さに美々子の腕を掴つかみ、ぐいっと自分の方へ引き寄せた。よろめいた美々子は倒れ込むように刻馬の胸の中に飛び込むことになる。

　直後、天井近くまで高さがある重厚な本棚が、美々子がいた場所に倒れ込んだ。

「あ、あの……刻馬様……」

　刻馬の胸の中で美々子は頬ほおを染めていたのだが、刻馬にそれを確認する余裕はない。

　――地震!?　いや、それにしては……衝撃が横から来た……！

　倒れた本棚の後ろの壁には大きな亀き裂れつが走っていた。その壁に、外側から何かが衝突したのだ。

　刻馬がそこまで考えたところで、二度目の衝撃が壁を叩たたいた。

　叩いて、壁を叩き壊して大穴を開けた。

「くっ！」

　飛んでくる壁の破片から守ろうと、刻馬は美々子の頭を抱きしめるようにして身を捻ひねった。砕けた壁に、背を向けようとした格好だ。

　飛んできた破片のいくつかが、刻馬の身体からだを直撃する。そのうちの一つがこめかみを打った。血が頬を伝って、ポタポタと手にしていた本に落ちる。

　脳が揺れたのか、目眩めまいにも似た感覚によろけて意識を持っていかれそうになった。

　が、踏みとどまった。

　皮肉にも破片がぶつかった痛みが目を覚まさせてくれたのと――、

　視界に飛び込んできた人影が、あまりに非友好的に映ったから。

　壁に開いた大穴から飛び込んできたのは、黒いマントに身を包んだ、中学生にさえ見えそうな小柄な影だった。マントのフードを目深に被かぶっているので、顔は窺うかがえない。

　手にはページをめくりやすいように半指にした革手袋、足には底の厚い頑丈そうなブーツ。どれも使い込まれて汚れているが、だからこそただ者には見えない。

　そしてその黒マントの背後、大穴からはやはり破壊された菱ひし谷や家のブロック塀と、その向こう側にある閑静な住宅街や道路が見て取れる。その道路上には、黒マントを追ってきたのであろう何人かの警官の姿もあった。

　黒マントは手にしていた『書物』を腰から吊つった『書物用ホルスター』にねじ込むと、別の『書物』を引き抜いた。炎を思わせる、真っ赤な表紙の文庫本。そして左手で器用にその『書物』を開き、ページに視線を走らせる。

「小説『火か焔えん少女』より抜粋、顕けん現げんせよ、“〝念力放火フアイアスターター”〟」

　黒マントが低く唱えた瞬間、その右腕から炎が噴き出した。逆巻く炎に煽あおられてマントはバタバタとはためくが、マントや賊ぞく自身が燃え出す気配はない。しかしその炎は立ち上って天井を焦がし、飛散する火の粉が散らばった本に次々引火する。

　黒マントは刻こく馬またちに背を向けて、大穴から外に向かって右手の炎を盛大に噴射した。警官たちが炎に怯ひるんで逃げ惑う。

　その背中には、白い十字架が染め抜かれていた。

　炎の中、黒いマントの背中に白い十字架。

　大穴付近の壁が、壁周辺の書架が、勢いよく燃え始めた。警官たちが大穴から入ってくることは、もうできないだろう。

「な……、読書魔法リーデイング・ソーサリー……！」

　刻馬の胸の中で、美み々み子こが呟つぶやいた。

「ああ。ご同業の書物使い、だな。もっとも、野の良らの犯罪者って感じだが」

　黒マントの左手には、『書物』が開かれたまま。

　そして、右腕にまとわせた炎も、依然として消えることなく天井を焼いている。

　黒マントがゆっくりと、刻馬たちの方へ向き直った。

「……見逃してくれそうにない、か。しかも、炎そのものじゃなくて発火能力の顕現とか、相当な手て練だれっぽいな」

　ぎり、と刻馬は唇を噛かんだ。読書魔法は嫌いだ。特に、炎の魔法は。

　美々子は刻馬の腕の中から離れ、一歩前に出た。そして黒マントを見み据すえたまま、言う。

「ここは、わたくしが。刻馬様は安全なところへ」

「おい、ちょ……」

　刻馬が言い終わる前に、黒マントが燃えさかる右手で腰からナイフを抜いた。大振りなサバイバルナイフ。

　握った黒マントの小柄さが、よりそのナイフの凶暴性を際立たせる。腕を包む炎が、ナイフの刃を赤く鈍くきらめかせていた。

　美々子に、黒マントが襲いかかった。牽けん制せいに炎を噴射しつつ間合いを詰め、逆手に持ったナイフを振りかざす。

　刻馬も美々子も、腕には覚えがある。

　着ている制服も防刃仕様なので、無傷とはいかなくともある程度ならサバイバルナイフによる攻撃を防ぐこともできる。

　しかし、炎に対して有効な対策などはない。

　その炎は蛇のように、竜のように、自らの意志を持っているかのようにくねりながら美み々み子こを執しつ拗ように追いかける。

　美々子は炎からは逃げるしかなく、しだいに黒マントに追い詰められていく。

　刻こく馬まは唇を噛かんだ。

　――せめて、何か武器があれば。

　そう思った瞬間、手の中に、どくん、という鼓動を感じた。

「え？」

　刻馬が手にしていた本を見やるのと同時に、その本が強烈な閃せん光こうを放った。

　炎さえも吹き飛ばしそうな、書庫の中を白一色で塗りつぶすような、まばゆい光。

　刻馬はもちろん、黒マントも美々子も、手で目を庇かばっていた。

　目を閉じないわけにはいかない。閉じていてなお、目が眩くらみそうな、それほどの光。

「魔術師の血が鍵かぎとは恐れ入る。なんとも厳重な封印を施してくれたものだ」

　刻馬のすぐ側そばで、そんな声が発せられた。鈴のような、女の子の声。

「な……」

　どうやら発光は収まったらしい。しかし、まだ刻馬の視界は真っ白のままだった。

　目をこすりながら声の主ぬしを捜した刻馬だったが、視力が戻る前に胸ぐらを掴つかまれた。

「なっ!?」

「それにしても、貴様ッ！　よ、よりにもよって九八ページを開いて凝視するなど、は、破は廉れん恥ちにもほどがあるわッ！」

「はあっ!?」

　徐々に戻ってきた刻馬の視界いっぱいに迫ってくるのは、象ぞう牙げのように白い肌と、バラ色に染まった頬ほお、そしてプラチナ色の流れるようなまっすぐな髪。

　睨にらむ瞳ひとみは、頬よりもなお赤く、深紅とさえいってよさそうな深い色だった。

「だから！　私が無抵抗なのをいいことに、あ、あんなページを見るなど、恥を知れと言っているのだッ！」

　女の子が。

　胸ぐらを掴んで。

　頬を真っ赤に染めて。

　まるで下着とか、それ以上に男子禁制な秘密の花園を見られてしまったかのような口調と表情で、刻馬を糾きゆう弾だんしていたのだった。

「九八ページがなんだっていうんだ」

「そっ、それを私に言わせようというのか！　この変質者め！」

「いや、待て。意味がわからん。それに、そう怒っていたら可愛かわいい顔が台無しだぞ」

「な……ッ！」

　プラチナ色の髪の彼女はさらに顔を真っ赤にして、

「かっ、可愛かわいいとか言うな！」

　いやいや、可愛いじゃん、と刻こく馬まは内心で反論する。

　穏やかさの権化のような美み々み子ことは対照的な顔つきだった。猫のような目、怒ってきりりと結ばれた小さな口。胸のサイズも美々子とは対照的な洗濯板だが、しかしすらりとスレンダーなボディは充分に刻馬の目を釘くぎ付づけにするだけの攻撃力を持っている。

　顔の左右には、プラチナ色の前髪を束ねる小さな黒いリボン。

　プラチナ色の髪や真っ白い肌が、部屋の中で燃えさかる炎に照らされて、赤く染まり揺らめいて見える。

　喉のどにはやはり黒いチョーカー、おへそ丸出しの衣装は丈の短いトップスとホットパンツのようなボトムス。それらもやはり色は黒で、あちこちがフリルやレースで飾られていた。膝ひざ丈たけのブーツも黒。

　右の内うち股またに刻まれた、幾何学的な文様の『刻印』が艶なまめかしい。

　顔つきや雰囲気は女王様っぽい。そう、ゴス調の女王様。刻馬にはそう思えた。

「……褒ほめてるんだけどな。ってか、悪い、非礼があったなら後で謝るから、ちょっと待ってくれ。今、取り込んでるんだ」

「何？」

「ってか、この燃えさかる部屋に少しは危機感を覚えような、綺き麗れいなお嬢さん」



    

  
    
      



    

  
    
      「だから、綺き麗れいとか…………なんだと!?　燃え……って、な、な……」

　それで彼女はようやく、室内の状態に気づいたようだった。

　そのとき、黒マントが動いた。右腕からは炎が消えている。

　黒マントは周囲の床を見回し、視線を一点に定めた。その先には、光から目を庇かばった拍子に取り落としたのであろう『書物』。

「ちょっとごめんよ！」

　刻こく馬まは胸ぐらを掴つかまれていた腕を振り払い、彼女を美み々み子この方へと突き飛ばした。

「きゃ……！　き、貴様、何を……」

　抗議には耳を貸さず、刻馬は一跳びで黒マントまで間合いを詰めた。そして『書物』を拾わせまいと蹴けりを放つ。

　コンマ何秒かの差で、黒マントは刻馬の蹴りをかいくぐって『書物』を拾った。そのまま本が散乱した床を転がり、再び『書物』を開こうと身構える。

「ちっ」

　舌打ちをしつつ、刻馬は間髪入れず黒マントを追って殴りかかった。

　――だったら、読ませる暇を……魔法を使う暇を与えないまでだッ！

　大振りを避け、小刻みに、間断なく。

　ダメージを与える必要はない。この事態を、警官が知っているのだ。時間さえ稼げれば、警察が包囲網を敷くなり突入するなりしてくれるだろう。

　黒マントは『書物』を読むことを諦あきらめたのか、刻馬の攻撃をかわしながらサバイバルナイフで突きを繰り出してきた。

　鋭い。殺意とスピードが、充分に乗っている。

　が、その攻撃を、刻馬は黒マントの手首を弾はじくようにして逸そらした。

「なあ、何をやらかしたのか知らないが、大人おとなしく出頭しないか？」

　二撃目をさばきながら刻馬は言ってみたが、返事はない。返事の代わりに、ナイフの刃が鋭く浴びせられる。

「……ま、それはそうか。俺おれが把は握あくしてるだけでも器物損壊と不法侵入と放火と銃刀法違反と読書魔法規制の違反と殺人未遂で、大犯罪だもんな」

　隙すきを与えぬようジャブを繰り返し、ナイフによる反撃をかわしながら、刻馬は呟つぶやいた。

　ナイフの分があっても、体格差でリーチは互角。だとすれば、あとは技術と体力と気迫の真っ向勝負。魔法さえなければ、素手でも負けない自信が刻馬にはあった。

　問題があるとすれば。

　――あとは、焼け死んだり煙に巻かれて窒ちつ息そくしたりしないことを祈るばかりだな……。

　しかし刻馬の祈りとは裏腹に、大穴から供給される酸素を取り込んで、炎はすでに書庫全体を包み込もうとしていた。



　刻馬に突き飛ばされた、何秒か前までは本だった少女を抱きとめて、しかし美々子は刻馬から目を離せずにいた。

　魔法なしの勝負で、刻こく馬まが負けるとは思っていない。

　しかし、そろそろ逃げ出さなければ、全員が焼け死にかねない。

　とはいえ、背を向けてすんなり見逃してくれる相手とも思えない。

　――刻馬様を、お助けしなければ。

　しかし、どうやって？

　床には本が散乱していて足場が悪い上に、屋内というスペースのなさは、二人がかりで戦うには向いていない。

　武器も『書物』も、美み々み子こは帯びていない。

　主あるじを助ける術すべを、美々子は持ち合わせていないのだ。

　――いいえ、違う。

　持っていなかった、が正しい。

　ついさっき、その可能性が、目の前で生まれた。

「……あれは、何者だ」

　心ここにあらずといった様子で、彼女は呟つぶやいた。視線の先には、刻馬と戦う黒マント。

「なぜ、私以外の者が私を持っているのだ……？」

「ねえ、貴女あなた」

　美々子は抱きとめた彼女に声をかけた。

「なんだ？」

「人になったのなら――人化したのなら、貴女は『書物』なはず。それがどうしてわたくしの家にあったのかはわかりませんが……お願いです。力を貸して下さい」

「……？」

　彼女は困惑気味に首を傾かしげる。

「あの賊ぞくが気になるなら、協力して取り押さえましょう。すべてはわたくしが執り行いますので、貴女はただ、首を縦にさえ振って下されば――」

「取り押さえる……？」

「お願いします。わたくしはあの悪人の手から、刻馬様を……主をお助けしたいのです。でも、そのためには貴女の力が不可欠なのです。どうか、お力をお貸し下さい」

「あ、ああ。あの者が悪人であるのなら、確かにそうした方がいい……」

　彼女が首を縦に振った。

　パッと、美々子の顔が綻ほころんだ。

　承諾は得られた。承諾さえ得られれば、あとは美々子の意志で事態を動かせる。

「ありがとうございます！　では、これから、貴女から有用そうな記述を探して、魔法として抜粋します」

「な、何……？」

「大丈夫。痛くも怖くもありません。貴女は落ち着いて、じっとしていて下さい」

　美み々み子こは膝ひざを折って彼女の腰にしがみついた。その手が、内うち股またの刻印に触れる。

「ひゃっ!?　どっ、どこを触っている!?」

　恥ずかしそうに、彼女は美々子の手から逃れようと身をよじらせた。しかし、ガッチリと抱え込んだ美々子の膂りよ力りよくがそれを許さない。

「ごめんなさい。でも、これも必要な手順なんです」

　言いながらも、美々子は刻印に触れた掌てのひらに意識を集中させた。

　――刻印を通じて、精神をリンクさせなければ。彼女を、読まなければ。

　意識の中で、強く『書物』をイメージする。

　彼女を、彼女そのものを。

　イメージした本に、心の中で手を伸ばす。

　――あとは、あの本を読んで内容を把は握あくできれば……。

　しかし。

　一瞬。ほんの一瞬で、そのイメージは崩壊した。

　津波のように、雪崩なだれのように、暴力的な魔力の奔ほん流りゆうがすべてを呑のみ込んだ。それが、美々子の中にまで逆流し、暴れ回る。

「なっ……なんて、膨大な魔力……っ」

　美々子は強制的に彼女とのリンクをカットして、魔法を無理矢理中断させた。

　しかし、制御しきれなかった魔力は部屋中に溢あふれだし、暴風のように荒れ狂い始める。

　漆黒の、魔力の奔流。

　溢れだした魔力が書庫中を駆け巡り、書架も机も壁も天井も、燃えさかる炎さえも、触れた側そばから形を歪ゆがませ、消失させていく。まるで、空間そのものを切り取るように。

「なっ!?」

　刻こく馬まも黒マントも、思わず攻防の手を止めていた。

　もちろん驚きよう愕がくもあるのだろうが、それ以前におちおち戦っている場合ですらなくなっていた。魔力の奔流はなおも部屋中で暴れ回り、無差別に物を、空間を呑み込んでいる。

「……ッ」

　黒マントは魔力の奔流が炎を切り取ったのを見て、刻馬に背を向け床を蹴けった。

「しまっ……」

　部屋の中の現象に目を奪われてしまっていた刻馬の反応は一瞬遅れた。追いすがろうとしたその手は、翻ひるがえるマントにギリギリ届かなかった。

　黒マントは自身が開けた壁の大穴から、魔力の奔流によって塞ふさいでいた炎がなくなった大穴から、飛び出していった。

　ただ、その背中の白い十字架だけが、鮮明に美々子の瞳ひとみに残る。

「くそッ！　おい、美々子！　俺おれたちも逃げるぞッ！」

　駆け寄ってきた刻馬が、プラチナ色の髪の彼女の腰にしがみついたまま呆ぼう然ぜんとしていた美々子の腕を掴つかみ、強引に立たせた。

「あ、はい」

「おい！　こ、これはいったいなんなのだ！」

　刻こく馬まに掴つかみかかりそうな勢いで彼女が訊きいたが、

「話は逃げた後だっ！」

　強引に二人の腰を抱くようにして、刻馬も壁の大穴から外に向かってダイヴする。

　その直後、真っ黒い魔力の奔ほん流りゆうは、美み々み子この家を被おおうように膨張し、数度明滅して――そして、消えた。

　突っ伏すようにして着地した美々子たちが振り返ったとき、美々子の家は魔力の奔流とともに消失してしまっていた。
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　内壁さえも引っぺがされた廃ビルの一室に、少女が一人たたずんでいた。

　傾きかけた陽ひが差し込み、散乱した廃材と一緒くたに長い黒髪を照らしている。纏まとっているのは黒マント。その背中には、黒髪に隠れてしまっているが、白い十字架がある。やはり、腰には書物を吊つるホルスター。そして、短めの日本刀、いわゆる脇わき差ざし。

　そんなマントや武器よりも、艶あでやかな振り袖そででも着ていた方が似合いそうな、日本人形のような整った顔と白い肌。しかし、大きなアーモンド型の目にだけは、野の良ら猫ねこめいたぎらつく光があった。

　その女の子に、窓から入り込んできた小柄な影が、

「キミは誰だれだ」

　と問うた。衣装は黒地に白十字のマント、腰には書物とサバイバルナイフ。消滅した菱ひし谷や邸から逃げ出した黒マントその人だった。

　問われた女性はさらりと髪を揺らして向き直り、可か憐れんな笑みを口元に浮かべた。

「あ、ウィーゼル先輩ですね？　初めまして。なんでもボスたちは手が離せないそうで、代わって連絡役を仰おおせつかりました。新入りの刃は紋もんと申します」

　ウィーゼルと呼ばれた小柄な黒マントは、肩を落として大きく溜ため息をついた。

「名前なんかどうでもいいよ。……まったく、ただでさえ大仕事だっていうのに、顔も知らない新入りって……。次から次へと面倒ばっかりだ」

「面倒……ですか。何かトラブルでも？　まさか、失敗したとか……？」

「ふん、何を馬ば鹿かな。逃げてくる途中で、知り合いに出くわしたり書物の人化に出くわして次元の狭はざ間まに呑のみ込まれそうになったりしただけさ」

「それはそれは、大冒険ですね。お疲れ様でした」

「……なんかむかつくな、キミ。その生意気そうな目なんか、さっき人化した書物にそっくりだ」

「申し訳ありません、何しろ育ちが悪いものですから。うふふ、仲良くやりましょうよ、先輩。それで、肝心のものは？」

「ここにあるよ。でも、キミには預けられない。ボクはキミのことを何も知らないし」

「え、そんな。酷ひどいです、先輩。……まあ、ボスは用心深い先輩ならそう言うだろう、って仰おつしやってましたけど。見事にドンピシャでしたね。なので、『明後日あさつてに例の場所で』って言こと伝づてを預かっております」

「それを最初に言いなよ、まったく。……ま、ちょうどいいか。報告したいこともあるし」

「報告？　それはどのような？」

「キミには関係ないよ」

　ウィーゼルが踵きびすを返した。

「つれないですね、先輩。もうお帰りですか？」

「これ以上キミと話すことなんかないでしょ」

　そのまま、窓からウィーゼルは姿を消した。

「うふふ、どうしてかしら。嫌われちゃったみたい……」

　刃は紋もんは一人、たおやかな笑みを浮かべた。

　――まあ、どうでもいいわ。あたしは、自分の目的を果たすだけ。利害が一致している間だけの仲間なんて、どうでもいい。

「とにかく、先輩たちには早く目的を達してもらわなくっちゃ。そうすれば、あたしもあの人を――命の恩人を、捜しやすくなるもの」

　そちらの一手を進めつつ、もう一つ、刃紋にはやるべきことがある。名前さえ知らないあの人の情報を、それがある場所を、早く突き止めなければならない。

　お目当ての研究機関はすでにない。しかし、その研究成果までが抹まつ消しようされているとは思えなかった。どこかで誰だれかが、データを引き継ぐなり保管するなりしているはず。

　それを奪えば、ようやくあの人の名前を、素性を知ることができる。

　命を救われた恩は、命を以もつて報いる。刃紋は命を救われたその日から、そう決めていた。剣を捧ささげ、身を捧げ、心を捧げよう、と。

　書物使いのあの人。その片腕として仕えるべく、強さを求め、腕を磨いてきた。

　自らが傷つきながらも自分を助けてくれたあの人。彼に気に入られ、伴はん侶りよにしてもらうべく、独学ではあるが女らしさも磨いてきた。

　あとは出会えるその日を待つのみ。――否、ただ待つのみでは飽き足らない。捜し出すのだ。自分自身の手で。

　――ああ……あの人に、我が君に会いたい。きっと、今いま頃ごろは素敵な殿方になっているはず。早く会って、お礼とこの気持ちを伝えなければ。

　そのためなら、なんでも利用する。どんな手段も厭いとわない。

　その顔にあるのは、年相応の、恋する乙女の微笑ほほえみそのものだった。



    

  
    
      


第一章　二人と一冊の新生活





「な、な……なんだそりゃあ―――――っ！」

　思わず、刻こく馬まは叫んでいた。叫ばずにはいられなかった。

　家一軒が、目の前で消滅したのだ。驚かない方がどうかしている。

　二階建ての菱ひし谷や家があった場所には、抉えぐり取られた地面の跡があるのみ。クレーターのようなその跡からは、菱谷家に繋つながっていたであろう水道管から水が噴き出していた。

　切り取られたのだ。空間そのものが。

　幸いだったのは、庭というほどではないにせよ、菱谷家の敷地が家屋に対してやや広めだったことだろう。隣接する家に大きな害はなく、せいぜい塀の一部が削けずれた程度だった。

　が。

「まあ、大変」

　それが、美み々み子この反応だった。

　それも、いつもと変わらない調子で。いつもの微笑ほほえみさえもそのままで。

　そう言いながら、美々子は真っ先に立ち上がり、服に付着した砂や埃ほこりをパンパンとはたき落とした。

「いやいやいや！　反応薄すぎるだろ！　お前の家だぞ!?」

　続いて立ち上がりながら、思わず刻馬は叫んでしまっていた。

「それはそうですが。そんなことより、刻馬様。こめかみから血が。すぐに手当てを……」

「待て。そんなこと!?　自分の家が消滅したことがそんなことか!?」

「はい。わたくしは一人暮らしでしたから、家族が巻き込まれたということもありませんし。ですから、わたくしにとっては、家などより刻馬様の方が大切です」

「俺おれはこの通り目の前でピンピンしてんだから、家の方を問題にすべきだろ!?」

「何を仰おつしやいますか。飛んでくる壁の破片を浴びていらっしゃいました。それも、わたくし如ごときを守るために！」

　美々子は豊かな胸の前で祈るように指を組み、感極まりそうな顔で刻馬を見つめた。

「わたくし、感動で胸が熱くなっております。このご恩をお返しするためにも、今後とも誠心誠意お仕えさせて頂く所存です。ですから、どんな小さなモノであっても、刻馬様のお怪け我がはわたくしの憂いです」

「家より俺のかすり傷か」

「もちろんです」

　美々子はキッパリと言いきった。

「……そうだったな。お前はそういうヤツだった……」

　そしてその脇わきでは、刻馬が菱谷邸から連れ出したもう一人の女の子が、

「ふむ。つまり、家とは普通、消滅したりはしないモノなのだな」

　いつの間に立ち上がったのか、綺き麗れいなプラチナ色の髪の毛を掻かき上げ、赤い瞳ひとみを菱ひし谷や邸があった場所に向けて、勉強になったと言わんばかりの顔でうんうんとうなずいていた。

「……普通に消滅するような家には危なっかしくて住めねえよ！」

「なるほど、道理だ」

「俺おれ、少し自分の常識に自信が持てなくなりつつある……。家が消滅って、すげえ大事件だと思うんだけどなあ……」

　なのに、自分と一緒にいる女の子が二人とも平然としている。集まり始めている野次馬の皆さんは騒然とし、居合わせたお巡りさんたちは今なお呆ぼう然ぜんとしているというのに。

「よくわからないが、細かいことは気にしない方がいい」

「だから、全然細かくねえんだよ！」

「きゃんきゃんとやかましい男だな。というか、これは私のせいか？　いったい何がどうなっているのだ？」

　プラチナ色の髪の彼女は、「家が消し飛んだ」ということよりは「その現象に自分が関与しているらしい」という点の方に興味があるようだった。

「何、と言われましても。少なくとも、貴女あなたのせいということはないと思いますが」

「強しいて言うなら、あの黒マントが悪いんじゃないのか」

　頭を掻かきながら、刻こく馬まは言った。さすがに女性陣がこれだけ動じていないと、一人で騒いでいるのが馬ば鹿か馬ば鹿かしく思えてくる。

「にしても、どうしたものか……」

　家が消滅した場合にどう行動すればいいのかなど、刻馬は知らない。

　刻馬の常識を証明してくれるように、野次馬は時間の経過とともに増えて騒ぎも大きくなっている。

「ま、お巡りさんもいることだし、事情聴取とかもあるのかなあ。むしろあの黒マントが何者なのかとか、こっちが訊ききたいくらいだが」

「そうですね。でも、不可抗力ですし周囲に被害も出ていませんし。さすがに事情の説明は長くなるかもしれませんが、まあ、後ろめたい点もありませんし。困ったことにはならないと思います」

「家がなくなったってのが一番困ることだと思うけどな。主にお前が」

　もちろん、美み々み子こには相変わらず困った様子など欠片かけらもない。

　やれやれ、と呟つぶやいて、刻馬は少し前まで書物だった女の子に向き直った。

「つーか、アンタ何者だ、ゴス調黒服美人。美々子に御しきれない書物なんて聞いたことねえぞ。なんでそんなヤツが美々子の書庫に眠ってたんだ？」

　当人に確認するまでもなく、美々子が読書魔法を失敗したことは刻馬にも一目でわかった。美々子は優秀なのだ。ましてや、自分の家が消し飛んでも動揺しない女なのだ。いくら突然のことだったとはいえ、焦ってしくじったとは思えなかった。

「……さっきから、美人とか何とか、貴様こそなんのつもりなのだ」

　刻こく馬まを睨にらむ赤い瞳ひとみは不機嫌そうだが、その頬ほおは薄く朱に染まっている。

「美人に美人と言って何が悪い。それがいやだってんなら美少女でもいいぞ。とにかく質問に答えてくれよ」

「だから、美人とか言うなと言っている！」

　腕を組み、不機嫌そうに刻馬を睨みつける。クールな雰囲気全開の彼女は、そうしてツンと澄ましているのがこの上なく様になる。

　お世辞抜きで可愛かわいい、と刻馬は思う。そして、同時に格好いい、とも。露出度が高い衣装も、色っぽいというより勇ましく見える。

　――いや、訂正。太ふと股ももはかなり色っぽいな。

「だいたい、まだ私の大事なトコロを見たことに対する謝罪もしてもらっていないぞ！」

「ちょ、待て！　紛まぎらわしいことを往来で口走るなッ！　まるで俺おれが性犯罪者みたいに聞こえるだろうが！」

「どう違うというのだ！　私が抗あらがえないのをいいことに、無理矢理開かせて……を食い入るように見つめたではないか！」

「ますます人聞きが悪い―――――っ!?」

「全部事実だろう！」

「食い入るように見つめた覚えなんてねえよ！　しかも、なんで九八ページって言うのにゴニョゴニョと恥ずかしそうにボリュームを落とすんだッ!?」

「おっ、大声で言うなッッッッ！」

　羞しゆう恥ちと怒りで顔を真っ赤にして、ぷくっと頬を膨らませて、彼女は刻馬を睨んでいる。

　――う。くそ、可愛いじゃないか。

　理不尽な文句をつけられているという気はするものの、なんだか自分が彼女をいじめているような錯覚に陥おちいりそうになって、刻馬は頭を抱えたくなった。

「わかった。悪かった。申し訳ない。悪気はなかったんだ、許してくれ」

「……む」

　急に刻馬が折れたことに戸惑いはしたようだったが、彼女は少し考え込んで、

「うむ、まあ、わかればいい。最初から素直にそう言えばいいのだ。あとは、かっ、可愛いとか、美人とか、そういうことを言うのもやめろ！」

「あー、はいはい。もう言わねえから、まず名前くらい教えてくれ」

「……異空密儀教典だ。大半のページは失われてしまっているが」

「いくうみつぎきょうてん……？　聞いたこともねえな。しかも長いし言いづらい。そうだな、略してイクミちゃんでいいか？」

「……なんだか侮辱されたような気分なのだが」

　ムッとしたのを隠しもせず、彼女は眉まゆ根ねを寄せる。

「えー？　いいだろ、イクミちゃん。可愛くて。名は体を表すって言うからな。だったら、逆説的に美人のアンタも可愛い名前であるべきだと思うんだ」

　む、と唸うなって、異空密儀教典ことイクミはまた顔を赤くした。

「ど、どうして貴様は、舌の根も乾かぬうちに、そういう軟弱なことばかり……！」

「失敬な。思ったことを素直に言うことの何が軟弱なんだ、イクミちゃん」

　イクミは数秒、呆あきれと苛いら立だちと照れを顔に出して絶句し、

「……わかった、もうそれでいいから、せめてちゃんはつけるな」

「ふむ。じゃあ、イクミ。最初の質問に戻るぜ？　アンタは何者だ？　いくら人化したばっかりだっつっても、本としての内容や来歴は知ってるはずだろ」

「……それは」

　イクミは迷うように言い淀よどんで、

「魔導書……だとは思う。が、他ほかはわからない。さっきも言ったが、私は一部分でしかないのだ。封印される前に再装丁されて体裁は整えられたらしいが、ページの大半が失われてしまっている。記憶も内容も、欠損した部分が多すぎてハッキリとは思い出せない」

「ふーん。まさに謎なぞの美少女、というワケか」

「きっ、貴様はいちいちそういう言葉を差し挟まなければ会話ができんのかっ！」

「そんなわけないだろ」

　しかし、ここまでストレートに反応してくれると、それが楽しくなってきたりもするんだよなあ、と真っ赤になったイクミの顔を眺めつつ、思ってしまう刻こく馬まなのだった。

「おのれ……。まあいい、とにかく、私にもいくつか訊ききたいことがある。私をからかった分くらいは、キッチリ話してもらうぞ」

「おう。ま、色々説明が必要なのは確かだしな。事務的なことも含めて」

　と、そこへ美み々み子こがくいくいっと刻馬の袖そでを引っ張って、

「あの、刻馬様。そうした込み入ったお話は、腰を落ち着けてからの方がよろしいかと。刻馬様のお屋敷に戻ってからにしてはいかがでしょう？」

「あー、確かにな」

「それで……その、つきましては、厚かましいとは思うのですが、しばらく刻馬様のお屋敷に置いて頂けないでしょうか」

「ん、まあ、家がこれじゃあなあ。屋敷ってほど広くはないけど」

「申し訳ありません。ご迷惑だとは思うのですが……」

「気にすんなって。可愛かわいい女の子が二人も来るならむしろ大歓迎だし」

「待て。二人とはなんだ。まさか私も含まれているのか」

　不本意そうにイクミが顔をしかめる。

「いや、帰る場所があるなら無理にとは言わないが」

「……」

「ま、どっちにしても、警察に事情を説明した後の話だけどな」

　お巡りさんたちを見やりながら、刻馬は言った。

　ようやく今いま頃ごろになって、呆ぼう然ぜんとしていたお巡りさんは、

「き……君たち、大丈夫かい？」

　と声をかけてきた。



　　　　　　　　＊



　新興の住宅街にあって、刻こく馬まが住む九く条じよう家はやや浮いて見える。

　外観は古びた洋館で、壁にも敷地を囲う塀にも、びっしりと蔦つたが張りついていた。ご近所からはそのまんま「蔦屋敷」などと称されている。

　刻馬自身は「九条邸はお屋敷と呼べるほど広いわけではない」などと言っていたが、日本の住宅事情を鑑かんがみれば相当の豪邸であることは間違いなかった。

「では、着替えて参りますので」

　警察による事情聴取――もっとも、目深なフードで顔は見えなかった、と答えた時点で警察の人たちは刻馬たちから興味を失い犯人の追跡に出払ってしまって、あっという間に終わってしまったのだが――などの後に九条邸の玄関をくぐるなり、美み々み子こが言った。

「は？　いや、でも服もないだろ？　あ、とりあえず当面の着替えくらい買ってこなきゃダメだよな」

　しかし、美々子は首を横に振って、

「いえ、こんなこともあろうかと、少しは九条家に私物を忍ばせておりましたので」

「こんなこともあろうかと!?　いやいや、おかしいだろ！　なんで想定できるんだ、家の消滅とか！」

「いえいえ、備えていたのは九条家で寝泊まりする事態なのですが」

「……それもおかしいと思うんだが。何をどう想定したらそうなる……？」

「それは乙女の秘密でございます」

　にっこりと、美々子は微笑ほほえんで言うのだった。

「ああそうかい。……ま、いいや。好きな部屋を使ってくれ」

　頭に巻かれた包帯を気にしつつ、刻馬は大きな溜ため息をついた。事情聴取の際に警察で簡単な手当てをしてもらったのだ。確かに血は出ていたが、大おお袈げ裟さだな、と刻馬は思う。

「ありがとうございます。さあ、イクミさんも」

　美々子は言うなりイクミの手を取った。

「……私？」

「いつまでもおへそを出しっぱなしの格好では、風邪をひきますよ。わたくしの服をお貸ししますから」

「私は別に……」

　照れや遠慮というより、イクミは困惑に近い躊ちゆう躇ちよを見せた。

「無む理り強じいしなくてもいいだろ。そのおへそや太ふと股ももを隠すなんてもったいな……」

「是非、服を貸してくれ」

「えー」

　二人して、家の奥へと消えていく。美み々み子こがこっそりと、しかしポニーテールを翻ひるがえしつつ振り返って、声を出さずに口を動かした。ナイスアシスト。そう言っているようだったが……刻こく馬まとしては、太ふと股ももを隠してほしくないというのはかなり本心だった。

　それはそれとして、刻馬も手早く制服から部屋着に着替え、リビングのソファに座って待つことしばし。

　着替えを終えて戻ってきたイクミは、濃い灰色のカーディガンにデニムパンツというシンプルないでたちだった。この色の服だと、白い肌とプラチナ色の綺き麗れいな髪がよく映える。しかも、脚もすらりと長いのでパンツスタイルが絵になることこの上ない。

「おお、普通の格好もばっちり似合うな。可愛かわいい可愛い。さすが美人だ」

「だ、黙れッ！　この軽薄男め！」

　イクミは腕組みをして、ふん、とそっぽを向いた。もちろん、頬ほおをうっすらと染めて。

　そして、美々子は――、

　ホワイトプリムにエプロンドレスという、いかにもなメイド服を着用していた。

「……で、美々子はなんでそんな格好を？」

「はい、住まわせて頂く以上はそれらしい格好を、と思いまして」

　そう、満面の笑みで答える。わざわざくるりと回ってみせるほどの悪ノリっぷりだ。

「説明になってねえ。いや、可愛いし似合うとは思うが……っつーか、どうしてそんな服を持ってんだよ」

「はい。先日、刻馬様のお部屋を掃除していたときに、メイド服を着崩した女性がたくさん載っている雑誌が机の裏から……」

「待て―――――っ！」

　刻馬は思わず、腰を浮かせかけた。自然と顔が真っ赤になる。

「それで急いで取り寄せたのですが……お好きなのでは？」

「いやいやいやいや、違うんだ！　あれは誠せい十じゆう郎ろうのヤツから借りたというか押しつけられたというかッ！」

「そんなに必死に否定されなくても」

「そりゃ焦るだろ、普通は！」

「でも、年とし頃ごろの男の子がああいうものに興味を示すのは、ごく自然なことだそうですし」

「そういう上から目線の理解の示され方は余計に傷つくぞッ!?」

「いつも女の子に綺麗だの可愛いだの仰おつしやっているのは知っていますから、わたくしにしてみれば今さらお隠しにならなくても、と」

「それとこれとは話が別だろ!?　女の子も女の子の裸も好きなことは隠す気ねえけど、そこは絶対に触れてほしくない男の子の聖域だってわかってほしかったな、俺おれは！」

「もう、言って下されば、メイド服くらいいつでも着ましたのに。普段からさせて頂いていることも家事炊事ですので、似たようなものですし」

「聞いてねえ――ッ!?」

「それともまさか、一二六ページのような裸エプロンの方が……？　いくら刻こく馬ま様のためとはいえ、さすがにそれは……」

「どうしてそうなるんだッ！　ってか、あの雑誌を隅から隅まで見たのかッ！」

「でも、刻馬様がどうしてもと仰おつしやるなら、わたくしは――」

「言うわけねえだろッ！　顔赤らめて何言ってんだ――っ！」

　端はたで聞いているイクミの目が、どんどん冷たくなっていく。もはやその眼まな差ざしは、ドブネズミかゴキブリを見るそれだ。

「……お前、わざとやってるだろ」

「いやですわ、刻馬様。それは勘ぐりすぎというものです」

「どうだか……」

「それよりも、刻馬様。お怪け我がをお見せ下さい」

　美み々み子こは刻馬の側そばへと歩み寄り、跪ひざまずいた。

「いや、頭なら警察の人に手当てしてもらったし」

「頭ではありません。他ほかにもいくつか壁の破片が当たったのでは？」

「たいしたことないって」

　刻馬は美々子から目を背けて、犬でも追い払うようにシッシッと手を振った。

　美々子の穏やかな雰囲気に、メイド服が似合いすぎている。しかもＲ指定の本に関する会話の後とあっては、いかに幼おさな馴な染じみといえども意識してしまってバツが悪い。



    

  
    
      



    

  
    
      「ダメです。あんまり聞き分けがないと、今晩のご飯は『革靴の煮込み』か何かに変更しますが、よろしいんですか」

　笑顔のままで、美み々み子こは恐ろしいことを言い出した。

「もちろん、残さず食べて頂きます」

　渋々、刻こく馬まは座る位置をずらして、

「……痛むのは背中の二カ所くらいだ」

　と美々子に背を向けた。ライフラインを人質に取られては、刻馬に勝ち目などない。

「では、失礼いたします」

　美々子は迷いもなしにガバッと刻馬の服をまくり上げた。引き締まった刻馬の背中が露あらわになる。

　――ああもう、女の子二人の前で、なんの罰ゲームだよ……。

　照れくさいやら面白くないやらで、刻馬はムスッと不機嫌そうに顔をしかめた。

　その背中に、美々子の指が触れた。

「ここと、ここでしょうか？」

「……ッ！」

　触れられるなり、痛みに思わず身体からだが強こわばってしまう。

「腫はれてはいますが、軽度の打撲ですね。今、薬箱を持って参りますので」

　そう言って立ち上がり、美々子はリビングを出て行った。刻馬はそそくさと服を戻す。

「あの黒マントにやられたのか？」

　イクミがもう服を着た刻馬の背中を凝視しながら、訊きいた。

　刻馬はイクミを振り返って、

「ああ、まあ、間接的にっていうか、でもまあ一応そうなるのかな。っつか、突っ立ってないで座んなよ」

「あ、ああ」

　刻馬の言葉に従って、刻馬の真向かいのソファにイクミは腰を沈めた。

「訊きたいことがある。教えてくれる約束だ。あの黒マントはいったい何だ。あのとき、貴様の連れは私に何をしたのだ。そもそも、あの現象はなんだ！」

「そう一度にいくつも訊かれても困るけどな……」

　何から話したものか、と思案しているうちに、薬箱を持った美々子が戻ってきた。何を言うでもなく、美々子はまた刻馬の服をまくり、手際よく湿布を貼はりつける。

「あの黒マントのことは知らねえけど、あの現象は『読書魔法』だ。正確には、その暴発ってところだな」

「魔法ソーサリー？　魔法だと？　あれが？　嘘うそをつくな！　あんな魔法は知らない！　私も魔導書の端くれだ、魔法がどんなものであるかぐらいは知っている！」

「まあ、そうだな。昔からある、由緒正しい魔法とはちょい違う。……うーん、説明するとなると、一から話さにゃならんか」

　ずきり、と痛みにも似た忌き避ひ感が刻こく馬まの脳を駆け抜けていった。

　読書魔法は嫌いだ。ロクな記憶がない。嫌でも、それを思い出す――。

　無意識のうちに、頭を押さえるように、左手を額ひたいに持っていっていた。

「わたくしからお話ししましょうか？」

　湿布を貼はり終えて刻馬の服を戻しながら、美み々み子こが訊きいた。

「いや、俺おれが話すよ」

　刻馬は座り直しながら、嫌な感じを振り払うように二、三度頭を振って、

「あれはな、新しい魔法なんだ」

「新しい魔法？」

「ああ。魔法ってヤツは、まあ洋の東西で色々あるわけだが、基本的には違う世界にいる神様だの悪魔だのから力を借りてくることで成立するわけだ」

　例えば仏教密教なら神仏に加か持じ祈き祷とうを捧ささげて加護を願う。

　例えば西洋魔術なら、白魔術なら神や天使に祈り、黒魔術なら悪魔に取引を持ちかける。

「うむ、まあ、それはそうだ」

「ただ、力を引っ張り出す先があまりに遠い。何しろ違う世界だからな。こっちの世界に持ってくるまでに膨大なロスが発生するし、働きかけるだけで気が遠くなるほどの手間が必要になる。大がかりな儀式とか、その準備で星の位置を調べたり、道具を揃そろえたり」

「当たり前だ。というか、その手順こそが魔法の神しん髄ずいではないか」

「そうだな。っていうか、そうだった。だから効率の悪さゆえに廃すたれていった。だが、力の供給源が同じ世界に、しかも術者の手元にあったらどうなる？」

「手元に……？」

「それが書物だ。あの黒マントが開いていた本な。あ、俺たちは区別するために、力のある本は『書物』って呼んでる。

　もちろん、書物が持ってる力なんて、神や悪魔の力に比べたら話にならないくらい小さい。でも、結局ロスする分を考えると、充分トントンになるんだ。しかも、手の内にあるから働きかける手間も楽ちん、接続も簡単。読んで内容を脳に通しさえすればいい。まあ、魔法の内容はその書物の記述にあるものに限られるけどな」

　むう、とうなって、イクミは腕を組んで少し考え込み、プラチナ色の綺き麗れいな髪を揺らして首を傾かしげた。

「しかし、そんな本があるワケがない。あるのなら、そうした流れはもっと以前から興おこっていたはずではないか」

「いや、イクミ自身もそういう本なんだけどな」

　刻馬は肩を竦すくめて苦笑しつつ、

「ま、人になったばかりだし、本としての記憶もないらしいから無理もないか。そういう書物が山ほどある場所が口を開けたのさ。俺たちが生まれた頃ころ――今から一六年ほど前に。それが図書館迷宮だ」

「図書館迷宮……？」

「おう。そうだなあ、見てくれは……サグラダ・ファミリアをもっとでっかくして、デタラメに悪趣味にした感じかなあ。ま、中身はもっとデタラメだが」

「さぐらだ……？」

「あ、知らないか。スペインにある、一〇〇年以上もずーっと建設が続いてる教会だ」

「一〇〇年……。そんな教会より大きな図書館が、いきなり現れたというのか」

「ああ。大規模な事故っつーか、災害みたいなものがきっかけだったそうだぜ。直径数キロに及ぶ街が異次元だか異空間だかに呑のみ込まれたんだ。住人は大半が行方不明。その跡地には、今もそのなんちゃってファミリアが鎮座ましましているってわけさ」

　びくり、とイクミの身体からだが震えた。心なしか、顔も不安げに見えた。

「ん？　どうした？」

　何かを思い出したのか、とも刻こく馬まは思ったが、

「あ……いや。なんでもない。話を続けてくれ。なぜそんな事故が起こったのだ？　異次元の顕けん現げんなど、自然に起こる事態でもないだろう」

　そう訊きかれて、刻馬は引っかかるものを感じながらも肩を竦すくめた。

「そんなの、誰だれにもわからねえよ。原因も何もかもが、今なお調査中だ」

「一六年も経たっているのにか」

「そりゃあなあ。異次元なんて前例のない事態だし、調査しようにも図書館迷宮の探索だってあんまり進んでないし」

　そこまで言って、刻馬は少し言いにくそうに、

「まあ、原因じゃないかって言われてることがあるにはあるけどな。証拠も何もない、ただの噂うわさ話ばなしだが」

「ほう。それは？」

「事故の現場付近で、儀式めいた集会を執り行っていた魔術結社があったんだ」

「魔術結社……。では、その儀式が異次元を顕現させる魔法だったと？」

「さてな。ただ、同日同時刻に図書館迷宮は大勢の人間を巻き込んで顕現した。その魔術結社の人間も、何人も巻き込まれたそうだ。俺おれの親父おやじも、な」

「何？　貴様の父親……？」

「刻馬様のお父様は、現代では数少ない魔術師だったんです。当時、その魔術結社のリーダーを務めておいででした。わたくしの両親もその結社の一員だったのですが」

　刻馬の手当てを終えて、薬箱の中身を整理し終えた美み々み子こがそう補足した。

「希代の天才魔術師だったそうですよ、刻馬様のお父様は。独力で異世界に接触したこともあるのだとか」

「まあ、その事故に巻き込まれて、今や親父は生死不明だけどな。もしその儀式が事故の原因だとしたら、大マヌケもいいところだ。で、まあ、一六年も前のことだから、法的にはもう死亡扱いになってる。美み々み子この両親が無事だったのは幸いだったけどな」

「……それでも、世間的には犯人扱いですから。今は刻こく馬ま様のお母様同様に療養中ですし」

　その美々子の両親も、そのときに何があったのかを一いつ切さい語ろうとしない。だから、そのときその場所で何があったのかを刻馬は知らない。

「そのサグラダもどきから、力のある書物がわんさか発見されるのさ。だから、図書館なんて名前がつけられた。あと、現代より遥はるかに進んだ技術について記された本とか、地球上じゃあ発展のしようがない未知の知識とか、そりゃあもう知的財産の宝庫なんだそうだ。あと、イクミみたいに人になったりする書物とかもな」

「……もしかして」

　呟つぶやくように、絞り出すように、とても小さな声で、イクミは言った。

「その魔術師は……貴様の父には、頬ほおに大きな傷跡があるのではないか」

　刻馬も美々子も、驚いてイクミを見やった。

　刻馬には父親の記憶がない。刻馬が生まれたのは事故の直前だったから、覚えているはずがない。しかし当然、写真くらいは残っている。

　そして、刻馬が知る父親の顔には、イクミが言うように大きな傷跡があった。

「何か思い出したのか？」

「いや……よくわからないのだが……」

　頭を押さえるように右手で綺き麗れいな髪に触れながら、イクミは辛つらそうに顔を歪ゆがめた。その顔は健康状態を疑いたくなるくらい青ざめている。

「イクミさん、大丈夫ですか？　もし気分が悪いならお部屋で横になった方が……」

「いや、問題ない。……が、……なぜ、私はそんなことを……？」

「確認するか？　親父おやじの写真なら残ってるぞ」

「あ……ああ」

「では、アルバムを持って参ります」

　美々子が薬箱を持って立ち上がり、リビングを出て行った。

　イクミは、まだ不安そうな、怯おびえたような表情のままうつむいている。

　刻馬はそのイクミの顔から、視線が離せなくなっていた。

　――この顔、どこかで……？

　強烈な既視感。しばし考えた末、刻馬はためらいがちに、

「なあ、イクミ。お前、どこかで俺おれと会ってるとか……ないよな？」

　え、とイクミが顔を上げる。

　が、イクミより先に、アルバムを手に戻ってきた美々子が、

「刻馬様。いくら口説き文句の定番とはいえ、今日人化したばかりのイクミさんにそれはないのでは」

「……だよな」

　一度人に変化した書物が、再び書物に戻ることはない。少なくとも、その報告例がないことは刻こく馬まも知っている。目の前で人化したイクミが、それ以前に刻馬と出会っていることなどあろうはずがない。

「それよりも、イクミさん。これが刻馬様のお父様です」

　そう言って、美み々み子こがイクミのとなりに座ってアルバムを広げた。

「そうだ、この男だ。私は、この男を知っている……！」

　イクミは食い入るようにアルバムを見つめている。

「うーん。まあ、人化した書物の人は、たいてい持ち主やその関係者のことくらいは覚えているっていうしな。美々子の家にあった以上、家族ぐるみで交流があったわけだし、知ってても不思議はないだろうが」

「いえ、刻馬様、それはどうでしょうか。イクミさんは普通の本ではなく書物です。書物は図書館迷宮にあるもの、しかしその図書館迷宮が顕けん現げんしたのは、刻馬様のお父様が事故に巻き込まれて行方不明になられた日のことです」

「あ。……そうか、だとすれば、イクミと親父おやじが会っているとしたら、親父が行方不明になってからってことなのか？」

「はい。でなければ、図書館迷宮が顕現する前から、イクミさんはこの世界にあった、ということになってしまいます」

「普通に考えれば、それはないが……でも、生死不明の親父と会ってた、ってのも考えにくい気がするぜ？」

「はい。しかも、わたくしの家の書庫に眠っていた、というのもわかりません」

「わからんことだらけだな。つくづく謎なぞの美女だなあ」

「だから、また貴様はそういうことを……っ！」

　アルバムから顔を上げて、イクミは刻馬に食ってかかろうとした。

　が、美々子が、まあまあ、となだめに入る。

「可愛かわいいとか美人とか、そういう言葉は刻馬様の口癖のようなものですから、いちいち反応していると疲れるだけですよ？」

「褒ほめてるんだがなあ」

　刻馬は伸びをするように背もたれに体重を預けて、背中の打撲に「いてて」と顔をしかめた。そして、思い出したように、

「あ。あとな、さっきもちょっと言ったけど、その図書館迷宮、探索が遅々として進んでないんだわ。書物が全部イクミみたいな女の子になるならいいんだが、凶暴な怪物に変化しちまうのも多いんだ。そういうのがウヨウヨいるし、そんな感じで治外法権状態だから、あの黒マントみたいな犯罪者とかもわんさか逃げ込んだりしてるそうだ。

　読書魔法は怪物にもならず者にも強力な対抗策になるけど、順応性とかの関係で、書物使いの適性が高いのは子どもが大半なんだ。俺おれらくらいの年代が最年長な感じかな。

　いくらなんでも未成年ってのは、探索には投入しにくいだろ？　だから、今この国は将来探索の主戦力になる若者や書物を集めて育成しようとしてる。イクミも協力を要請されるから、そのつもりでいてくれな」

「協力……か」

「もちろん、断る権利もイクミさんにはありますよ。でも、協力するなら色々便宜も図ってもらえるようになりますから」

　イクミからアルバムを受け取り、閉じながら美み々み子こは言った。

「ま、手続きとかは明日俺おれたちも一緒に行って説明するから、詳しい話はそのときにな」

「わかった、考えておこう」

「では、わたくしは夕ご飯の支度をして参りますので」

　美々子がアルバムを小こ脇わきに挟んで立ち上がる。

「ああ。革靴の煮込みは勘弁してくれよ」

「くすくす、もちろんです。冗談を真に受けないで下さいませ」

　どうだかな、と内心思いつつ、刻こく馬まはポニーテールの後ろ姿をぼんやりと見送った。



　　　　　　　　＊



　夕食のテーブルには、メインのエビフライを筆頭に、付け合わせに自家製ドレッシングのグリーンサラダ、ひじきの煮物、タコとキュウリの酢すの物、お新香各種にご飯とワカメと豆腐のお味み噌そ汁しるがずらりと並んでいた。

　美々子の料理の腕はプロ級だったりこそしないものの、高校生としては群を抜いている。しかも栄養バランスも考慮する上に出来合いのお総菜で手抜きをしたりしない分、その辺のぐうたらな主婦よりは上を行っている。

　決して贅ぜい沢たくすぎることはないが、貧相でもない食卓。

　そのご飯を三人で囲み、刻馬はいつものように美々子に「頂きます」と言って食べ始める。イクミも見よう見まねで「頂きます」を倣ならう。美々子も穏やかな笑顔で「どうぞ召し上がれ」と言って食事を開始した。

　しかし、箸はしの使い方を知らないためにフォークを手渡されたイクミは、それでおっかなびっくりエビフライをつついているのみだった。

「……エビフライ、お嫌いでした？」

　まだ一口も食べていないイクミに、美々子が訊きいた。

「いや、その……食べるということ自体が、よくわからない」

「あー、そりゃそうか、今まで書物だったなら初めてだろうしな。でもまあ、人化したら書物だって食わなきゃ腹が減るぞ」

「わ、わかっている！」

　意を決してエビフライを突き刺し、イクミは大きく一口囓かじった。そしてサクサクと二、三度噛かんで、顔を綻ほころばせた。

「な……なんだ、この感じ……！」

「たぶん、それが『美お味いしい』って感覚だな」

　自然に浮かんだ無邪気な笑みからして、それは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「美味しい……。これが……」

「エビフライ、気に入って頂けたみたいで何よりです」

「そうか、これがエビフライというものか……！」

　しかし、そう言って目をキラキラさせながらイクミがフォークにのせたのは、エビフライではなくタルタルソースだった。ドレッシングは作った美み々み子こだが、さすがにタルタルソースまでは自作していない。

「いや、全然違うし。ってか、それはさすがにメシを作ってくれた美々子に悪いだろ……」

「……いえ、いいんです、刻こく馬ま様。喜んで頂けたみたいですから」

　さすがに鉄壁な美々子の笑顔も、今回ばかりは少しだけ寂しそうだった。

　その後、イクミがなんにでもつけたがるほどタルタルソースを気に入ったり、酢すの物の酸っぱさに顔をしかめたりした食事風景の中、点つけっぱなしになっていたダイニングのテレビではニュースが始まっていた。

『今日の午後、国立読書魔法研究センターが強襲され、保管されていた『断章』が奪い去られた事件の続報です。逃走した犯人と思おぼしき不審者が図書館学区において民家に押し入り、読書魔法で家屋を消し飛ばすという事件が発生しました。幸い怪け我が人にんはありませんでしたが、犯人は現在も逃走中で――』

　全員の食事の手が止まった。

『これが、研究センターの防犯カメラで撮影された犯人たちの映像です』

　見覚えのある黒地に白十字のマント姿。目深にフードを被かぶっている上に、カメラの映像も粗い。しかし、確認できる服装だけでも間違いないと断言できそうだった。

「おいおい。あの野郎、美々子の家に来る前にそんな大それた真ま似ねをやらかしてたのかよ」

　事情聴取を受けた刻馬たちだが、あの黒マントがどういう容疑で追われているのかまでは聞かされていなかった。忙しいから、とさっさと帰されてしまったのだ。

　しかし、あのお巡りさんたちの慌てぶりも、そういう事情なら、と納得がいった。

「……『断章』とは何だ」

　テレビの画面を見つめたまま、イクミが訊きいた。

「一六年前の事故直後に事故の現場――図書館迷宮の入り口近辺で発見された書物の断片です。書名も未いまだに不明のままですが、完かん璧ぺきな形状でなくても強力な魔力を宿しているそうで、例の事故に関係があるのではないかとも言われています」

「事故に……」

　また、イクミがびくりと身体からだを強こわばらせて、不安げに顔を伏せた。

　刻馬が見る限り、イクミがこういう反応を示すのは事故の話が出たときだ。何か、彼女の失われた記憶の中に事故に関係することがあるのだろうか？

「……もしかしたら、私は、その『断章』と元々は一つだったのかもしれない」

　ぽつり、とイクミが言った。

「「え」」

　刻こく馬まと美み々み子この驚いた声が、綺き麗れいに重なった。

「いや、ちょ……」

「そんな、まさか。イクミさん、『断章』というのはものすごいものなんですよ？」

　少なくとも国は、事故や図書館迷宮の成り立ちに関係するものなのではないかと必死で他ほかの断片を捜している。そして、その解析のために一つの機関を設立するくらいの力の入れようなのだ。

「でも。私は、あの黒マントに自分と同じ気配を感じた。あの黒マントは、私の一部を持っていた！」

　必死な様子で、イクミは声を荒らげる。

「まあ落ち着け。イクミの一部をあの黒マントが持っていたとしても、それが『断章』だとは限らないだろ」

「しかし、あのとき黒マントは『断章』とやらを奪った直後だったのだろう」

「だからって『断章』がお前の一部とイコールだって証明にはならねえよ」

「でも、刻馬様。考えてみれば、欠損があるということは、書物が体ていをなしていないということです。本来、魔力はガタ落ちなはず。一ページないだけでも、その魔力は半減ではすまないほど失われます。そんな状態で人化できるほどの力を秘めた本なんて、そうそうはないのでは？」

「それはそうだが……じゃあ、美々子はイクミが『断章』だと？」

「いえ、あくまで可能性の話で……仮に『断章』なら、一部だけでも人化できるのかも、とは思いますが」

　箸はしを置き、腕を組んで刻馬は考え込んだ。

　失われた記憶に事故の何かがありそうなイクミの反応。

　美々子が言うように、欠損した状態で人化したらしいという事実。

　そもそも、『断章』を奪った黒マントは、なぜ美々子の家に壁を壊してまで入ってきたのだろうか？　そんな大それた犯行の後で、わざわざ美々子の家に来る理由は？

　もし、イクミが『断章』の一つであると仮定して、それが美々子の家にあると黒マントが知っていたのなら――

　いや、と刻馬は推論の組み立てを中断した。現実的ではない。前提が仮定だし、美々子さえ知らなかった書物の存在を部外者が知っているというのも無理がありすぎる。

　だいたいにおいて、イクミが『断章』と同一であるということ自体、たまたま拾った一枚の宝くじが一等の当選券だったとか、偶然助けた女の子が某国のお姫様だったとか、そんなことと同等かそれ以上に低確率なことなのだ。

　さすがに、それはないだろう。何度考えても、そう結論してしまう。

「その『断章』とやらを、取り返せないだろうか」

　イクミが呟つぶやいた。

「え？」

「思い出さなければならない気がするのだ。内容も空白だらけで気持ちが悪い。私は、完全な形に戻りたい」

　うつむいていたイクミが、顔を上げる。その赤い瞳ひとみが、交互に刻こく馬まと美み々み子こを見み据すえた。

「それに、取り戻せばはっきりするだろう。私が『断章』かどうかも」

「ふーむ。まあ、それはそうかもしれないが……簡単じゃないと思うぞ？」

「ええ。難しいですね」

「そうなのか」

「そりゃあな。あの黒マント、相当戦闘慣れしてた。単純に強いってのもあるし、何より、図書館迷宮に逃げ込まれたら警察にも手が出せなくなる」

「装備が明らかに図書館迷宮仕様でしたから、逃げ込むのは時間の問題でしょうね」

　刻馬と美々子の見解が一致しているのは、それが読書魔法を使う犯罪者の常だからだ。

　読書魔法は強力だ。モノにもよるが、攻撃向きの書物ならたいていは威力でも射程でも拳けん銃じゆうを上回る。さらには、銃のような弾丸の補充も必要ない。

　とはいえ、無敵というわけでもない。当然、魔法は使えば使うほど体力も精神力も消耗していく。体制側の書物使いに数にモノを言わせた持久戦を仕掛けられたり、組織的に追い回されればいずれジリ貧になる。

　だから、腕に覚えがある書物使いの犯罪者は、図書館迷宮をねぐらにする。怪物が闊かつ歩ぽする秘境では、地上の組織力などまともに機能しないからだ。

　が。

「だったら、図書館迷宮に奪い返しに行けばいい」

　イクミはこともなげに言った。

「……簡単に言ってくれるな。危険な場所なんだぜ？」

「しかし、私はそこの探索の協力を要請されるのだろう？」

「それはそうですけど、ちゃんと訓練や勉強を重ねた上での話ですよ」

「そんな悠長なことを言っている場合か。わざわざ『断章』なんぞを狙ねらって盗むなど、ろくでもない目的があるに決まっている。下へ手たをすれば、事故の再現になるぞ！」

「いやいや、いくらなんでもそれは飛躍しすぎだろ。それに、俺おれたちゃ警察でも正義の味方でもないしなあ。

　ま、急がば回れって言葉もあるだろ？　取り戻すことを目標に、まずはちゃんと基礎を固めた方がいいと思うぜ。すぐさま悪用されるって決まったわけでもないしな」

「……しかし」

「いやに食い下がるな」

「私は、私の一部かもしれないものが悪用されるなど我慢がならない」

「でも、別にそれはお前が悪いワケじゃないだろ？」

「それはそうだが……」

　それでも、イクミの表情には生理的嫌悪にも似た、強烈な拒否感のようなものがありありと表れていた。

「だが！　もう、あんなことは、絶対に――」

　手にしたフォークを握りしめて、イクミはうつむき加減で身を震わせている。美しい髪の毛の上で、光沢が揺れていた。

「あんなこと？　あんなことってなんだ？　何か思い出したのか？」

「え？」

　イクミが首を傾かしげる。

「あんなこと……。それは、私が言ったのか……？」

「おいおい」

　イクミの顔が、不安の色に染まる。

　いや、不安というよりは、恐怖とさえ言えるかもしれない、と刻こく馬まは思った。

　そして。

　――ああ、そうか。

　刻馬は、イクミに感じた既視感の正体に思い至った。

　――似ているんだ。特に、目が。彼女に、あの、女の子に。

　目を伏せて、唇を噛かんだ。それは、刻馬にとって一番思い出したくない記憶だった。

「とにかく！　私は、一刻も早く完全な姿に戻りたいのだ！　戻って、すべてを思い出さなければ……！」

　イクミは、交互に刻馬と美み々み子こを真しん摯しな目で見つめて、

「手伝ってくれ。他ほかに頼める相手もいない。……いざとなったら、私で読書魔法とやらを使えばいい」

「と言われましても、わたくしではイクミさんを扱いきれないことはすでに証明されていますし。あのときは誰だれも怪け我がをしないですみましたが、制御できない魔法なんて危なくて実戦では使えませんよ」

　しかし、イクミは刻馬をまっすぐに見て、

「貴様になら、できるはずだ」

「え？」

　物思いに入り込みつつあった刻馬は、急に話を振られて、驚きつつ目を上げた。

「貴様の血に触れたとき、すさまじい素養を感じた。記憶がない私が言っても説得力はないかもしれないが、過去に私を所有した魔術師たちの中でも屈指だと思う。貴様になら、私を制御することが可能なはずだ」

　刻馬は眉まゆをひそめた。思わず、イクミの顔から目を背けてしまう。

　――その顔で……その目で頼むのは反則だろ。

　そして、その様子を美々子は見逃さない。

「イクミさん。一つ、忠告しておきますが――、貴女あなたの魔法を発動させるということは、刻こく馬ま様に太ふと股ももを触らせるということですよ？　人化した書物を『読む』ためには、刻印を介して精神をリンクさせるしか方法はありませんから」

「……う。それは」

「待てコラ」

　刻馬は無理矢理声を出した。極力、いつも通りの声を。

「そこは即答するところだろ!?　お前の覚悟はその程度かッ！　っつーか、食べることとか美お味いしいとかはわからんクセに、そういう感覚だけはもう備わってるってのが納得いかねえ―――――っ！」

「まあまあ、刻馬様。嫌悪というのは、生理的なモノですし」

「それもフォローになってないよな!?」

「………………………………………………………わかった。やむをえない」

　ようやく言ったイクミは、いかにも苦渋の決断という顔をしていた。

「お前なあ、思いっきり嫌そうじゃねえか。それが人にモノを頼む態度かよ」

「なぜ不機嫌になる。私の太股に公然と触れるのだぞ？」

「圧倒的に上から目線だな、おい！」

　イクミは首を傾かしげて、美み々み子こに「どうして怒っているのだ？」とか訊きいている始末だ。

　まあ、イクミのアレな発言はさておき、と肩を竦すくめつつ、刻馬は考えた。

　もし断ったとしたら、これだけ必死に頼み込むイクミは、別の協力者を探すだろう。となれば、イクミは協力を誰だれかに求めるたびに事情を話さなければならなくなる。

　そうなれば、イクミが『断章』かもしれない、という話は瞬またたく間に広がるだろう。

　強力な書物である、というだけなら問題はない。人化した書物であれば、家を吹き飛ばすくらいのクラスは平均値よりやや上という程度だ。人化という現象そのものが、強大な魔力を有している証あかしでもあるのだ。だからこそ、人化した書物から発動する読書魔法を上位魔法などと称する場合もある。

　また、人化していなくても、そうしたハイスペックな書物はレアではあるが存在する。

　しかし、『断章』はその存在自体に、別の大きな意味と価値がある。

　刻馬は、研究とか解明とか進歩とかいう名目のために、この国がどんなことでもやることを経験上知っている。

　それが当局に知れたら、まず間違いなくイクミは拘こう束そくされるだろう。

　そして……きっと、大義名分の名の下に色々なものが踏みにじられることになる。

　人化した書物にも人権は認められているのが現在の日本だが、そんなモノは当てにはならない。なぜなら、刻馬にだって人権というものは保証されていたはずなのだから。あの女の子にだって、保証されるべきものだったはずだから。

　刻馬は、イクミを……誰をも、酷ひどい目には遭あわせたくなかった。

　――ましてや、それがあの女の子の頼みに思えるのなら。彼女を守ることに繋つながるというのなら。

「……まあ、人化したてでモノの言い方もわからんのだろうし。俺おれたちが嫌だっつっても一人でも行っちまいそうだし。何より、可愛かわいい女の子のお願いは断らない主義だし。だから、一緒に探索に行くくらいはしてやるけどな」

「ま……また可愛いとか言うか！」

「なんだよ、やるって言ってるのに、文句でもあるのか？」

　う、とイクミは言葉に詰まった。

「…………………いや、助かるが」

「刻こく馬ま様、よろしいのですか？」

　そう訊きく美み々み子こは、いつもの微笑ほほえみを崩して心配そうな顔をしていた。

「ああ。ま、可愛い女の子となら、探索もデート気分だからな」

「だから、貴様はまた……！」

「美々子も含めて、両手に花ってのも悪くない。いやあ、探索が楽しみだ！」

「貴様の頭にはそれしかないのか！」

　顔を真っ赤にして怒鳴るイクミに、刻馬は、

「当たり前だ。健全な高校生男子だからな！　っつーか、別にいいだろ、そう思うくらい。代償にえっちな要求とかしてるわけじゃないんだから」

　む、と眉まゆ根ねを寄せて、イクミは美々子に「えっちな要求とはなんだ？」と小声で尋ねた。

　美々子はしばしこめかみに人差し指を当てて考え込み、「例えば……」と何やらイクミに耳打ちをする。途端に、イクミの顔はエビフライの尻尾しつぽよりも真っ赤に染まった。

「き、き、貴様は私の太ふと股ももに触れるのみならず、そんなことまで考えていたのかッ!?」

「いや、知らんし要求してないって言ってるだろ。っつーか、美々子、何を教えたんだ」

「刻馬様、それを言えと仰おつしやるのは、大変なセクハラなのですが」

「お前なあ、そんなことを教えるなよ……」

　刻馬は呆あきれて溜ため息を一つつき、

「っていうか、俺はお前の太股にも触る気はねえよ」

「何？　しかし、そうしなければ読書魔法は行使できないのではないのか？」

　イクミが不思議そうな顔をした。

「だから、使わないんだよ。俺は読書魔法は一いつ切さい使わない。探索のペースも、帰還のタイミングも、その条件で計るぜ」

「な、なぜだ」

「命を張った探索で焦りは禁物なんだよ。特に、一つの戦法に頼りきった進み方は一度崩れると立て直しが利かないしな」

「しかし」

「目的のモノを見つける前に大おお怪け我がしたり死んじまったら元も子もないだろ」

「……むう」

　それでも不満そうに唇を尖とがらせるイクミに、美み々み子こは諭さとすように、

「イクミさん、刻こく馬ま様にもお考えがあるんですよ。手伝うとは言って下さったんですから、まず貴女あなたはお礼を言うべきじゃありませんか？」

「確かに……それはそうだな。軽薄で軟弱で、読書魔法は使わないと駄々をこねる貴様なんぞに礼を言うなど釈しやく然ぜんとしないモノはあるが、背に腹は代えられん。恩に着る。そして、よろしく頼む」

「……お前、わざとだろ？　絶対わかって言ってるんだろ？　くそ、ちょっと可愛かわいいからって調子に乗りやがって」

「なっ……！　だから、か、可愛いとか言うな！　そうやって可愛いとか連呼するのが軽薄だと言っているのだ！」

「おーおー、顔を真っ赤にしてわかりやすいヤツだな。だったらもっと言ってやろう。可愛い可愛い可愛い可愛い可愛い！」

「だっ、黙れ―――――っ！」

　美々子は珍妙な言い合いに苦笑しつつ、話は終わり、とばかりパンと手を一つ叩たたき、

「さあ、では明日から頑張るためにも、しっかり食べて下さい。というか、片付かないのでさっさと食べてしまって下さい」

　にこやかにそう告げたのだった。



    

  
    
      


第二章　図書館迷宮





　この世界と図書館迷宮とは、相互に多大な影響を与え合っているのだという。

　例えば、書物が人や怪物などに変化するのは、この世界が与えた影響だと言われている。

　書物のみが存在する静せい謐ひつな世界。それが、顕けん現げんする前の図書館迷宮の姿だったと考えられているのだ。

　一方、図書館迷宮顕現後、この世界では魔法の素養を持つ子どもが多く生まれるようになっている。それが、この世界が受けた図書館迷宮からの影響である、と。

　あくまで仮説にすぎないが、少なくとも、高い魔法の才能を持った人材が一六歳以下の少年少女に集中しているのはまぎれもない事実だった。

　そうした魔法に高い適性を示した少年少女を全国から集め、さらに図書館迷宮で保護・発見された人化した書物を収容し、育成しているのが国立図書館迷宮探索訓練学校だ。

　初等部、中等部、高等部、そのいずれでも通常のカリキュラムの他ほかに、読書魔法の使い方やサバイバル術、素手及び白兵武器を使用しての戦闘技術なども授業の一環として学ぶことになる。

　刻馬と美々子が通うのは、その高等部である。ちなみに、図書館迷宮顕現以前に生まれた世代は魔法の素養を持つ者の数が極端に減るので、高等部の一年生以上の学年は存在していない。現状では本来なら上の学年に相当する者も、一年生と一緒に学んでいる。

　つまるところ、高等部は開設されて一年目なのだ。

　まだ卒業生さえ出していない高等部だが、その注目度は高い。

　国のみならず、多くの企業が図書館迷宮から持ち出される書物を、そこに記された未知の知識を、技術を欲しているのだ。卒業を待たずして、生徒にはいくつもの企業から声がかかる。国に雇われるという選択肢も含めて、卒業後の進路はよりどりみどりが約束されていた。

　当然、受験する側の関心度も高かった。

　最近では、『永久機関』に関する資料を持ち帰った書物使いがそれを国に売却し、巨万の富を得た。エネルギー問題解決の立役者になるかもしれないとして、名声も得ている。

　図書館迷宮の探索は、考え得る限り、もっとも確実に一いつ攫かく千せん金きんを実現する方法なのだ。

　探索は危険で、実習などで死亡する生徒も少なからずいる。

　しかし、それでも探索の技術を学びたいと入学を希望する者は多く、一学年二〇クラスという超マンモス校であるにもかかわらず、毎年合格倍率は一〇倍を超えていた。

　そういうわけで、図書館迷宮探索訓練学校は体力や学力の他ほかに魔法の素養まで要求される難関校なのだが、一部に例外も存在する。

　その例外の対象が、人化した書物だった。

　読書魔法には、書物の存在が必須なのだ。強力な書物は、常に歓迎される。

　従って、書物である、というだけですべての試験をスルーして入学や編入が許される。それも、この学校の大きな特徴だった。

　戸籍申請書、編入願書、探索協力の同意書……基本的に、そうしたいくつかの書類にサインさえすれば、書物の国民登録及び編入の手続きは終了する。

　校長と教頭に簡単な説明を受け、立ち会った刻こく馬まや美み々み子こに促うながされて、イクミは始業前の二〇分ほどで諸手続きを終えた。

　かくして、ここにまた一人、日本国国民にして図書館迷宮探索訓練学校高等部の学生が誕生したのだった。
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　転校生と紹介された美少女の登場に、クラスは騒然となった。特に男子は大興奮だ。可愛かわいい女の子がクラスに加わるというのだから、嬉うれしくないはずはない。

　そして、定番の自己紹介。

「異空密儀教典だ。名前としては呼びにくいらしいので、イクミと呼んでくれればいい。ところで――」

　イクミは教壇の上から腕を組んでクラス一同を睥へい睨げいし、

「この中で、美々子よりも高い素養を持っている者はいるか？」

　突然の問いにざわめきつつも、名乗り出る者は一人もいなかった。

　教室を見渡していた赤い瞳ひとみに失望の色が浮かぶ。イクミは組んでいた腕を解ほどき、美しいプラチナ色の髪を掻かき上げつつ、

「……いないのか。ちっ、使えない連中だ」

　ざわめいていた教室内が、一瞬にして凍りついた。

　――何様だ、お前。

　刻こく馬まは、その第一印象をぶち壊すあいさつに頭を抱えたくなった。

「あの席に座ればいいのだな？」

　呆あつ気けにとられている担任の確認を取って、イクミは周囲の視線などどこ吹く風で颯さつ爽そうと教室内を歩き、刻馬の隣の席に座った。そして刻馬を横目に見てポツリと、

「結局、貴様を頼るしかないとはな……」

「……いい根性してやがるな」

　呆あきれるを通り越して、感心さえしてしまう刻馬なのだった。



　休み時間、真っ先にイクミに寄っていったのは梶かじ原わら誠せい十じゆう郎ろうという生徒だった。かなり小柄で、クラスの男子では一番背が低い。大きな目がくりくりとよく動く少年だ。リスのような見た目通り、ちょろちょろとしたすばしっこさには定評がある。

「ねーねー、イクミさん、菱ひし谷やさんを知ってるってことは、刻馬とも知り合いなの？」

　やってくるなり、イクミに訊きいていた。

　ただし、その目は椅い子すに横座りして組んだイクミの脚に向けられている。制服に着替えたイクミは現在スカート姿。それで脚を組んだりしているものだから、刻馬の位置からでもかなり危うい感じで白い太ふと股ももが見えている。その刻印までもがチラチラと。

「なんだよー。刻馬も、こんな可愛かわいい子が知り合いなら紹介しろよー」

　そう言って刻馬に顔を向けた誠十郎の後ろでは、イクミが頬ほおを染めつつも、

「こいつもか。まったく、どいつもこいつも可愛い可愛いと……」

　と小さな声で悪態をついていた。

「紹介も何も、そいつは昨日人化したばっかりなんだよ」

「あ、そうなんだ。じゃあさ、イクミさん」

　誠十郎がイクミに――より正確には、イクミの脚に視線を戻した矢先、

「イクミさん、スカートのときはもう少し慎みを持ちませんと」

　と、美み々み子こがやってきた。

「スカート？」

　イクミは言われてようやく自分の脚に目をやり、組んでいた脚を戻して乱れていたスカートを直した。そして誠十郎の視線に気づき、キッと睨にらみつけた。

「貴様、どこを見ている」

「え、あ、いやほら、あはは……」

　しどろもどろの誠せい十じゆう郎ろうは放置して、刻こく馬まは美み々み子このとなりにいる女の子に目を向けた。

「やあ、針はり原はらさん。今日も可愛かわいいね」

　針原理り瑠る。中等部の頃ころに転校してきて以来、美々子とはずいぶん仲が良い。

　ショートボブの髪や八重歯が印象的な女の子だった。決して高くはないが、小さくて可愛らしい鼻の上に、ちょこんと眼鏡めがねが乗っかっている。背は並んだ美々子と比べると結構低いが、女子としては平均的な部類だ。

　理瑠は表情は変えないながらも冷ややかに、

「九く条じよう君。そういう言葉は、美々子ちゃんにだけ言ってあげればいいと思うの」

「なんで」

「なんでって……」

　呆あきれたように、理瑠は溜ため息をついた。

「もちろん、美々子は美人だ。だから美々子にも日ひ頃ごろから言っている。でも、だからといって針原さんが可愛くないというわけじゃないだろ」

「そう、それはその通りだ！」

　イクミに睨にらまれた気まずさから逃げるように、誠十郎が割って入ってきた。

「確かに菱ひし谷やさんの人気には及ばないかもしれないけど、針原さんだって男子の間では評判なんだよ！　無表情気味なところとか、八重歯とか、眼鏡とか、胸がないところとか、一部男子のストライクゾーンど真ん中なんだから！」



    

  
    
      



    

  
    
      　力説する誠せい十じゆう郎ろうの熱意とは対照的に、女性陣の視線はどんどん冷たさを帯びていく。

「……殴りたいの」

「今のは殴っても許されると思いますよ、理り瑠るさん」

　ん、とうなずき、冗談とわかる動作で、理瑠は可愛かわいらしい拳こぶしを振り上げた。

「あ、あれえ？　僕、褒ほめたつもりなのに!?」

「馬ば鹿かだな、そんな失礼な言い方はないだろ。そういうときはな、スレンダーとかすらりとした体型とか、そういう表現をするもんだ」

「あ、なるほど！」

　理瑠はまた深い溜ため息をついた。

「美み々み子こ。もしかして、男というのは総じてこういう生き物なのだろうか」

　げんなりした顔で、イクミが訊きく。それに対して、美々子より先に理瑠が、

「違うの。この凸でこ凹ぼこコンビがちょっとアレなだけなの」

「ふむ、やはりそうなのだな。少し安心した」

　美々子はそのやりとりに苦笑いを浮かべていた。

「いやいや、男の子なら女の子には興味を持つものだろ」

「そうだよ！　むしろムッツリと隠したりしてない分、男らしいと思ってほしいな！」

　理瑠は凸凹コンビの言い訳というか弁明は完全に無視して、イクミに向き直った。

「そんなことより、よろしくなの。異空密儀教典さん」

　そう言って、握手を求める。

「むう。しかし、貴様も美々子に勝る素養は持っていないのだろう。だとすれば、私は貴様には興味が……」

　しかし、イクミが言い終わる前に、美々子が強引にイクミの手を取って理瑠の手を握らせていた。

「ダメですよ、イクミさん。みんなと仲良くしないと。貴女あなたを使いこなせるかどうかはともかく、いずれ一緒に探索に行くかもしれないんですから」

「そうなのか。それはすまなかった」

「ううん、気にしないで。人化したばかりなら、わからないことも多いと思うし……。それより、使いこなせるとか素養とか、どういうことなの？」

　理瑠はイクミの手を放し、美々子に訊いた。

「あ、はい。実は、わたくしではイクミさんを扱いきれなくて、暴発させてしまったんです。それで、家を消失させてしまいまして。ニュース、ご覧になってませんか？」

「えーっ、あの『断章』強奪の民家が云うん々ぬんって、菱ひし谷やさんの家のことだったの!?」

「ええ、まあ」

「でも、美々子ちゃんでダメだったなら、たぶんこのクラスの人では無理なの」

　イクミと美々子はちらりと刻こく馬まを見たが、刻馬は素知らぬ顔で、

「ま、このクラスでは美々子が一番成績がいいからな」

「はいはい！　立候補します！　今は無理でも、いずれは必ずイクミさんを使いこなしてみせますッ！」

　派手に手を挙げて、誠せい十じゆう郎ろうが叫んだ。しかし刻こく馬まは、またその目がイクミの脚に注がれていたことを見逃さない。

「お前、イクミの刻印に触りたくて言ってるだろ」

「なんだよ刻馬。そんなの、当たり前じゃないか！　わからないとは言わせないぞ、この男のロマン！」

「いやまあ、わかるけどな」

「……もうこの人たちは死ねばいいと思うの」

「気が合うな。私も同感だ」

　もう一度、理り瑠るはイクミの手を握った。

「私たち、いい友達になれると思うの。その……胸とかも、仲間だし」

　美み々み子こはその脇わきで所在なさげに苦笑いをしていた。そして、イクミは「胸？」と首を傾かしげていた。

　さて、と刻馬は腕時計を見やり、

「んじゃ、俺おれ、トイレ行ってくるわ」

　と立ち上がって足早にドアへと向かった。

「刻馬様。もう授業が始まりますよ？」

　しかし美々子の声にも、適当に手を振るだけで刻馬は振り返りさえしなかった。

「……どうせ、いつものサボりなの」

「あ、そっか。一時限目、読書魔法概論だもんね」

「なんだ。授業がその内容だと、あの男はいつもサボるのか」

　教室を出る刻馬を目で追いながら、イクミが訊きいた。

「うん。毎回毎回、必ずね」

「軽薄な上に日々の努力も怠おこたるとは、救いがたい軟弱者だな」

　そんなやりとりを聞きながら、美々子は困ったように溜ため息を漏らした。
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　放課後。

　いよいよ図書館迷宮に挑むべく、イクミたちはその更衣室で準備を整えていた。

「盾はそちらの棚にあるはずですから、必要ならどうぞ」

　美々子がイクミに、棚の一画を指さして言った。この部屋は更衣室とは名ばかりで、武器庫とでも言うべき光景だった。鈍く銀色に光る盾の他ほか、剣だの槍やりだのといったファンタジー映画さながらの武器も所狭しと並べられていた。

　もちろん、更衣室という名に恥じず、男女別々になっている。

「美み々み子こは盾は持たないのか」

「ええ。書物使いである以上、書物を持つ片手は空あけておく必要がありますので。魔法の効果を持続させるためには、書物は開いておかなければならないんです。

　あ、もちろん、攻撃は読書魔法に頼って、盾のみを持つ人もわずかにいます。でも、盾は基本的にイクミさんのような書物の人用に備えてあるんです」

　美々子は答えながらも、手慣れた様子で装備を調えていく。靴は無骨なブーツに、手には半指の革手袋、腰の書物用ホルスターには数冊の書物が収まっており、使い込んでいることを誇示するように何枚もの付ふ箋せんが顔を出していた。腰の反対側には、「く」の字型の短剣、いわゆるグルカナイフ。ナイフという名称ではあっても、鉈なたに近い代物だ。

　書物を読むためには明かりも必須なんですよ、と説明しながら、美々子は小型の懐中電灯もポケットに忍ばせた。

「なるほど……。では、あれは？」

　イクミが次に指さしたのは、物々しい甲かつ冑ちゆうだった。全身を覆う金属鎧よろい一ひと揃そろいから、身体からだの各部をピンポイントで防御する部分鎧まで、幅広く取り揃そろえてある。

「愛用する人もいるようですけど……わたくしも刻こく馬ま様も使いません。この制服にもある程度防御力はありますから。

　重装備の鎧で身を固めるのは、戦闘のみを考えるなら有効でしょうけど、重いので体力も使うんです。なので、長時間の探索には不向きだと思います。それに、いざというとき身軽に動けないのも困ります。探索中は、よじ登ったりジャンプしたりする場面も想定されますから。特に、泳ぐような羽目になったら悲惨ですよ？　一人では着脱できない鎧も多いですし」

「……難しいのだな。私は何を着るべきだろうか？」

「くすくす。イクミさんは何にも必要ありません。ブーツもグローブも要りません。武器だけ何か選んで下さい。できれば、予備も含めて」

「……？　なぜだ？」

「図書館迷宮に踏み込めばわかりますよ」

「……？」

　首を傾かしげながらも、イクミは美々子に従って武器を物色し始めた。

「そうだ。あの武器はないのか？　昨日『てれび』で見た、あの武器は」

「昨日……？」

　美々子は昨日、食後にみんなで観みた映画を思い返して、

「ああ、銃――サブマシンガンですね。ありません。読書魔法を使った犯罪に対抗するという名目で若干規制は緩和されましたけど、個人での携帯は今も禁止されたままです。それに、何より図書館迷宮内ではあまり役に立ちませんから」

「役に立たない？　なぜだ？　『てれび』では大勢の敵をなぎ倒していたではないか」

「図書館迷宮の中では、銃器に限らず地上の武器はほとんど役に立たないんです。

　ここにある武器は、図書館迷宮から発見された書物によって得られた知識で精錬された素材で作られています。これらは、直接手に持って使えば、使い手の生命力や魔力を伝導する、という性質を持っているんです。その作用がない攻撃は、どういうわけか図書館迷宮内では有効打になりません。ですから、攻撃時に手から離れてしまう銃や弓は図書館迷宮では役に立たないんです。飛び道具として有効なのは読書魔法だけです」

　それが探索が遅々として進まない最大の理由であり、同時に探索に書物使いが必要とされる所以ゆえんでもあるのだ、と美み々み子こと続けた。

「ふうむ。図書館迷宮というのはワケがわからないのだな」

「ええ。異次元ですからね。デタラメです」

「では、どの武器がいいのだろうか？」

「そうですね……。バランスがいいのは片手剣と盾の組み合わせですけど、戦うのが初めてなら槍やりがいいかもしれません。剣より距離が取れますから恐怖感も少ないですし、使い方が単純なので初心者向きです。まあ、お好きな方をどうぞ」

「槍……あれか」

「スタンダードなものがいいですよ。穂先の形状が複雑なモノは、きちんと訓練を積まないと使いこなせない場合が多いですから」

「なるほど」

　イクミは美々子の言葉に素直に従って、シンプルな槍を手に取った。

　そして二、三度振り回してみて、

「うむ、こちらにしよう。剣と盾を同時に使うのは難しそうだ」

　さらに、予備として一振りの短剣を選んで腰に帯びる。

「では、行きましょうか。きっと、刻こく馬ま様はもうお待ちになっていますよ」

「ああ」

　更衣室を出た廊下で、美々子の言葉通り刻馬が待っていた。美々子同様に制服にブーツ。身長ほどもある大きな剣、いわゆるグレートソードを背負っている。鞘さや自体の長さは刀身の半分ほどしかなく、柄つかの付近を革製のバンドで固定してあった。その長さゆえ、鞘で刀身全体を覆ってしまっては、背負ったままでは抜けなくなってしまうからだ。バンドの留め具は、ワンタッチで外せる仕組みになっている。

　腕にはグローブではなく、制服の袖そでの下に手甲を装着していた。腕を被おおう布に金属片を縫いつけた代物で、手の甲までをカバーしている。特に手の甲部分は中指に輪を通すような形で、掌てのひらは剥むき出しだった。扱う武器が重い分、その取り扱いのために握力の確保を優先した装備である。

　そして、予備の武器は何も帯びていない。

「お待たせいたしました」

「おう。遅かったな」

「……あの背中の馬ば鹿かみたいに大きな剣は、両手で扱うモノなのではないか？」

　イクミが美み々み子こに訊きいた。

「ええ、そうですね」

「書物使いは片手を空あけておくものなのだろう？」

「ええ、そうですね」

「あの男は、そもそも美々子と違って腰に書物も携たずさえていないな？」

「ええ、そうですね」

　イクミは刻こく馬まに向き直り、腰に槍やりを持っていない左手を当てて、

「貴様はやる気がないのか」

「はあ？　事前に言っておいただろ。俺おれは読書魔法を使う気はないって」

「それは私を使わない、という意味だろう」

「誰だれがそんなことを言った？」

「……一番図書館迷宮をなめているのは貴様ではないのか？」

「馬ば鹿かを言うな。自分で言うのもなんだが、俺の剣の腕はかなりのモノだぜ？」

「だからといって、唯一の飛び道具である魔法を放棄していいのか!?」

「斬きった方が早いね」

　イクミは怒りで沸ふつ騰とう寸前という顔で美々子を振り返って、

「……美々子。探索をする者として、あの姿勢はどうなのだ」

「まあまあ、いつものことですから」

　苦笑して、美々子がイクミをなだめに入る。

「それに、刻馬様が仰おつしやっていることは事実ですよ。刻馬様の剣は、適当な魔法よりよほど頼りになります。白兵戦の科目に限っては中等部の頃ころからずっと学年トップですし」

「はっはっは、当然だ。何しろ、強い方がモテるからな！　イクミも俺の剣さばきを見ればメロメロになること間違いなしだぜ？」

　自信満々の刻馬に、イクミはげんなりして、

「……何でこんな奴やつを頼らねばならんのだ…………」

「お前、敬意を払えとまでは言わないから、少しは協力者に感謝くらいしろよ」

「とにかく、そろそろ行きませんか？」

「ああ、そうだな」

　更衣室から続く廊下は『迷宮通路』と呼ばれ、その先には直接学校の敷地外へと続く出口がある。

　そこから出るとまず見えるのが、図書館迷宮をぐるりと取り囲む壁だ。その高さは三メートル、巨大な迷宮を囲んでいるため、左右にどこまでも続いているように見える。

　高圧電流やら監視カメラやら、各種セキュリティを備えたハイテクの壁。図書館迷宮への出入りを管理する他ほか、時折迷い出てくる怪物に対する備えでもある。もっとも、怪物はともかく、これだけの警備を施しても犯罪者の出入りはゼロになっていないのが実情だ。

　その壁には、駅の改札口にも似た図書館迷宮への入り口が設置されている。

　刻こく馬まと美み々み子こは、出入り口に詰めている自衛官に会釈をした。

　イクミは自衛官を見るなり、失礼にも堂々と指さして、

「彼らは銃を持っているのだな」

「そりゃそうだ。そういうお仕事の人たちだ」

「しかし、図書館迷宮では役に立たないのだろう？」

「あの人たちは図書館迷宮には入らないからな。不法に入り込もうとする犯罪者とか迷い出てきた怪物とかを、ここで、つまり図書館迷宮の外でやっつけるのがお仕事なんだ」

「ふうむ、ずるいな。私もアレは使ってみたいのだが」

「物騒なこと言うなっつーの」

　そんなやりとりを刻馬とイクミが交わす脇わきで、美々子は、

「申し訳ありません、彼女、図書館迷宮は初めてなもので」

　と自衛官たちに頭を下げていた。

「いいからさっさと行くぞ！　ほら、学生証を出して機械に通せ」

「うむ。これだな？」

　刻馬と美々子の見よう見まねで、イクミは改札に学生証を通した。

　そうして改札を抜けて壁の内側に入ると、図書館迷宮の威容が目の前にそびえ立つ。

　サグラダ・ファミリアのようだと評される原因となっている尖とがった塔が、本家を嘲あざ笑わらうように何十本と天に切っ先を向けて伸びている。その高さはまちまちだが、一番低いものでも二〇〇メートルを優に超えていた。

　本来キリスト教の逸いつ話わであるはずの壁面を飾る彫刻は、ピカソの抽象画を立体化したような、意味不明なオブジェに取って替わられている。

　一見教会のように見えるものの、そこには建築様式も設計理念も何もない。

　そんな無秩序な建築物が、消滅したという街があった直径数キロに及ぶ土地を埋め尽くしているのだ。

　その大きさと高さに、そして、その狂気じみたランダム性に、圧倒されてイクミは息を呑のんだ。九く条じよう家や学校、その通学路などからも、遠目に図書館迷宮は見ることができる。イクミも通学中などに目にしていたが、間近で見るとその迫力は想像を超えていた。

「まあ、初めて見るヤツはたいていそんな顔をするな」

　刻馬はまっすぐに、その建築物へと歩み寄る。その建築物の、大きな両開きの扉へ。

「じゃ、行くぜ」

　そう言って、刻馬は扉を押す。

　ギギギ、と音を立てて、異形の迷宮はその口を開けた。



　先頭で足を踏み入れた刻馬が振り返ると、美々子が入ってくる姿が見えた。

　その後数秒ほどドアの陰から様子を窺うかがって、ようやくイクミがおっかなびっくり図書館迷宮内部入ってきた。

　直後、またギギギと音を立てて、ひとりでに扉が閉まった。

「ひっ」

　驚いて可愛かわいらしい悲鳴を上げ、イクミが跳び上がって振り返る。

「安心しろ、閉じ込められたりしてないから。引っ張ればちゃんと開く」

「そ、そうか」

　イクミが胸をホッと撫なで下ろす。

　そして次に、イクミは自分の姿を見て、

「む？　な、なんだこれは!?」

　と素すっ頓とん狂きような声を上げた。

　喉のどのチョーカー、へそを隠してさえくれない短いトップスと、ホットパンツさながらのボトムスの黒い三点セットは、要所要所でレースやフリルに彩られている。足元は膝ひざ丈たけのブーツ。イクミが人化したときの格好そのままだった。もちろん、太ふと股ももの刻印もバッチリ丸見えだ。ついさっきまで着ていたはずの制服は、影も形もない。残っているのは、手にした槍やりと腰から提げた短剣のみ。

「ね、言ったでしょう？　人化したときのその姿は、イクミさんの性質そのものなんです。図書館迷宮内では、書物の方は影響を強く受けて、何を着ていても強制的に人化したときの格好に戻ってしまうんです。図書館迷宮から出れば制服に戻りますよ」

「……やはりデタラメだな、図書館迷宮は」

「でも、ほつれたり破れたりしても、一定時間が経たてば元通りに戻りますから、便利と言えば便利ですよ？　もちろん、全部脱ぎ捨てても一緒です」

「お、いいねえ。脱ぎ捨ててみたらどうだ？　ものは試しで」

「……死ね。いや、むしろ殺す」

　冷たい視線と一緒に槍の穂先を向けるイクミに、刻こく馬まは肩を竦すくめた。

「冗談にマジギレすんなよ」

「貴様の場合は冗談に聞こえないのだ。自重しろ。次は本当に刺すぞ」

「……お前の言葉も冗談に聞こえないな」

「当たり前だ。本気だからな」

　穂先を下ろして、イクミは興味津々といった顔で周囲を見回した。

　――まあ、初めての人間にとっては、確かに異様に見えるわな。

　そう思って笑いつつ、刻馬は、

「さて、とにもかくにも、ここがお前が来たがった図書館迷宮だ」

　薄暗い。

　本をギュウギュウに詰め込んだ書架や、無造作に積まれた本が壁の役割を果たして本当に迷宮のような様相を呈している。その書架やうずたかく積まれた本はどこまでも上へと伸びており、天井は肉眼では確認できない。

　足元は、古ぼけた板張りのように見えた。足に少し力を込めると、軋きしむような音がする。そして、埃ほこりの塊があちこちに転がっていた。

　ところどころ、壁のみならず書架からも燭しよく台だいのようなモノが生えており、弱い光を投げかけている。が、灯ともっているのは、炎とも電灯とも違う、何かぼんやりとした正体不明の光の球体だった。この光の正体は、刻こく馬まや美み々み子こも知らない。未いまだに科学では解明されていないのだ。

「外から見た感じ、天井がここまで高いようには見えなかったのだが」

「不思議だよな。ま、中と外とは別の世界だと思って納得しとけ」

「ふうむ。しかし、本当に本だらけなのだな。図書館迷宮とはよく言ったものだ」

「だろ。特に、浅い階層はな」

「浅い階層？」

「ええ。図書館迷宮は、下に向かって伸びているんです。こういうデタラメなところなので、本当に下に向かっているのかどうか、そもそも『下』という概念で正しいのかどうかも微妙なんですけど、いくつものフロアが重なり合うようにして存在していると考えられています」

「まあ、人間の発想だな。外見から考えて、上に向かって積み重なっているようには見えないから『下に向かって続いている』と考えた。探索を進めるには、一定のエリアごとに区分して考えた方が理解しやすいし整理もしやすいから、それぞれのエリアに『地下一階、地下二階……』みたいな名称をつけた。それだけさ」

「よくわからないが……降りていけば、もっと違う光景の場所もあるのか？」

「らしいぜ。俺おれたちもまだ行ったことはないけどな」

「想像できないな」

「かもな。んじゃ、ちょっとうろついてみるか」

「わかりました。では」

　と、美々子は腰のホルスターから文庫より少し大きいサイズの書物を引き抜いた。パッとお目当てのページを開けるのは、付ふ箋せんのおかげもあるが使い込んでいる証拠でもある。クセがついているのだ。

　その書物のページに目を落とし、薄明かりを頼りに美々子は文字を追っていく。

「カタログ『魔導器百選』より抜粋、顕けん現げんせよ、“〝魔力の羅針盤マナ・コンパス”〟」

　美々子の声に呼応して、空中にサッカーボール大の歯車の塊が現れた。それはキリキリと音を立てながら歯車を回して稼働する。美々子はその様を覗のぞき込み、何かを確認すると、満足げにうなずいて書物を閉じた。閉じると同時に、歯車の塊もフッと消失する。

「……今のは読書魔法だな？　何をしたのだ」

「方角の確認ですよ。ここでは地球の磁力が届きませんから、普通の方位磁石は使えないんです。でも、代わりに一定の魔力の流れがあるので、それを利用した装置で方角を確認するんです」

　言いながら、美々子は手にしていた書物をホルスターに戻し、別のものを取り出した。ごくありふれたキャンパスノートだ。

「それも書物か？」

「いえ、地図です。わたくしの手書きですが」

「探索の基本だぜ。少し進んでは地図を書き込む、を繰り返すのが探索だ。まあ、この辺はもう全部書き込んであるから、確認するだけでＯＫだけどな」

「手書きなのか。『てれび』や『けーたい』のような凄すごい機械もあるのに、そういうところは原始的なのだな」

「いいえ、専用の機械を使ってマップを作成している人たちも少なくはありませんよ。でも、そういう電子機器は精密機械ですから。戦闘の際に強い衝撃を受けて壊れたりしないとは限りません。液晶がダメになっただけでアウトですし、電池が切れても使えなくなります。使えなくなれば遭難してしまいますし、結局は手書きが一番堅実なんです」

「そういうものか。今ひとつよくわからないが」

「そういうものです。……いえ、決してわたくしが機械音痴だとか、そういうことではないんですよ？」

「……？　そうか。美み々み子こは機械が苦手ではないのだな」

「え、えーと」

「ははは、この場合、素直に解釈されると逆に困るな」

「……違うのか？」

「どっちでもいいさ。さ、進もうぜ」

　先頭に立って、刻こく馬まが歩き始める。

「あ、それから、新米槍やり使い。長柄の取り扱いには注意しろよ？　下へ手たなところにぶつけたら、本が雪崩なだれを起こしかねないぜ」

「何？　本当か」

「ああ。それに呑のみ込まれて死ぬヤツもいる」

「む……」

　不安げに、イクミは手にしていた槍を身体からだに引き寄せた。

「大丈夫ですよ。何冊かが落ちてくることはあっても、そこまでの規模の倒壊は滅めつ多たに起きませんから」

　イクミはムッと眉まゆ根ねを寄せて、

「だ、騙だましたのか！」

「騙してねえよ。滅多に起きないからって、警戒しなくていいなんてことがあるか」

「……むう」

「さあ、行きましょう」

　と美々子はイクミを促うながして刻馬の後ろを歩かせ、自分は最後尾を歩き始めた。

　どんどん進みながら刻馬がチラリと振り返ると、抱きかかえるように両手で槍を持ったイクミが、好奇心半分、警戒心半分でキョロキョロと視線をさまよわせながらついてきた。

　そんなイクミの様子を、一番後ろから美み々み子こが温かく見守っている。

「……地図を持っている美々子が最後尾で迷わないのか？」

「俺おれも美々子も、この辺なら全部頭に入ってるよ。方位の確認とか地図の確認は、美々子のクセっつーか習慣みたいなもんだ」

「ええ、用心と確認は怠おこたらない、がわたくしのモットーです」

　突き当たりを右へ、次の十字路も右。

　書架の間を縫うように、刻こく馬まはどんどん進んで行く。そして立ち止まったのは、積み上がった書物の山に囲まれた、やや開けた場所だった。中央には、石だか金属だかよくわからない材質でできた、真っ黒い大きな碑ひのようなモノが鎮座している。

「……これは？」

「まあ見てな。……美々子」

「はい」

　美々子は碑の前に進み出て手で触れ、刻まれた文字を目で追っていく。

「石碑『塞さいの黒塔』より抜粋、顕けん現げんせよ、“〝下降階段デイセント・ステアーズ”〟」

　美々子の目の前の床に、ポッカリと大きな穴が出現する。

「これに入れば『下』のフロアに移動できるってワケだ」

「……フロアの移動にまで読書魔法が必要なのか」

「まあな。こいつのおかげで、凶悪な怪物が地上に迷い出たりしないですんでるんだ」

「どういうことだ？」

「図書館迷宮は下に行けば行くほど魔力も濃くなり、怪物も凶悪になる傾向にある。そういう深いところの強力な怪物は、これのおかげで自分の生まれた階層から自力では出られないのさ。お前みたいな人に変化したのも含めて、書物は読書魔法を使えないからな」

「……そうか。怪物も元は書物なのだったな」

「ああ。だから、各階層の生態系とかバランスも保たれてる。まあ、イレギュラーな事態とかもちょいちょいあるから、そのバランスとかも絶対じゃないが」

「ふうむ。しかし、特に何も起こらず先に進めるとは、拍子抜けだ」

「地下一階は狩り尽くされているんです。怪物も、書物も」

「そういうこと。図書館迷宮の生態系を一番壊してるのは俺たちかもな。もうネズミくらいしか出ねえよ。まあ、一階でも日々書物が化け物になったりはしてるわけだけどな」

「ならば、さっさと進もうではないか」

「おー、頼もしいな。じゃ、行くぜ」

　刻馬は“〝階段”〟に飛び込んだ。イクミと美々子もそれに続く。

　軽い浮遊感と、目眩めまいにも似たブラックアウト。

　が、地面を踏みしめる感覚や視界が戻っても、広がる光景は地下一階と大差ない。少しばかり書架の配置が変わっているが、差異はその程度だ。

「変わりばえしないではないか。本当に進んだのか？」

「ああ。言っておくが、ネズミくらいしか出ないのは相変わらずだが、遭遇率は跳ね上がって……ほーら、早速おいでなすった」

　刻こく馬まは書架の陰を睨にらんで、背負った大剣に手をかけた。美み々み子こもすでに身構えている。

「え？」

「ネズミだ。正式にはトショカンオオネズミ」

「た、たかがネズミだろう」

「ああ。好戦的で縄張り意識が強いからな、ヤツらが逃げ出すってことはないぞ」

　きいきい、と鳴いて、それは書架の陰から走り出してきた。まっすぐに三人に向かってくる。それも、一匹ではない。全部で四匹。

　埃ほこりまみれの薄汚い毛並みや、丸い耳、尖とがった鼻、長い尻尾しつぽ、齧げっ歯し類るい特有の長い門歯などは見るからにネズミそのものだ。しかし。

「あ、アレがネズミだと!?」

「ネズミさ。ただ、大きさがドーベルマンほどあって、足が八本あって、目が四つあるけどなッ！」

　言うなり、刻馬は大剣を抜いた。そして、踏み出している。

　牙きばを剥むいて飛びかかってくるネズミの口内を、大剣の一撃が貫いた。

　突きだ。

　悲鳴とも鳴き声ともつかない音を発して、ネズミは大剣に串くし刺ざしにされた。

　その直後に刻馬は大剣の軌道を膂りよ力りよくでねじ曲げた。薙なぐように振って、もう一匹の頭を刃で叩たたきつぶす。

　大剣に遠心力が加わったことで、串刺しになっていたネズミの屍し体たいが吹っ飛ばされ、書架にぶつかった。その衝撃で、遥はるか上の方から数冊の本がドサドサと落ちてくる。

　しかし刻馬は屍体などには目もくれず、下がった剣先を跳ね上げて、さらに一匹を両断にした。そして、最後の一匹の脇わき腹ばらを蹴けり飛ばす。

「ボサッとするな！　最後の一匹はお前の分だからな！」

　呆ぼう然ぜんと立ち竦すくんでいたイクミに、刻馬は怒鳴りつけた。

「……な」

「その槍やりは飾りか！　さっさと構えろ！」

「い……言われるまでもない！」

　イクミは最後のネズミに向かって槍を構えた。刻馬はそれを見て、数歩後ろに下がる。

　ネズミは体勢を立て直し、身を低くして身構えて、ヨダレとも泡ともつかぬ液体を口からダラダラ流しながら、前に出たイクミの様子を四つの目で窺うかがっている。

　イクミは自らを鼓舞するようにネズミを睨み返した。

　真剣な顔に、やる気は見て取れる。しかし、脚が震え、腰が引けてしまっていた。

　――まあ、無理もないか。

　むしろ、虚勢でも何でも、立ち向かおうとしているだけでも立派なものだ、と刻馬は思っていた。イクミが初めて聞いたであろう断末魔や初めて見たであろう飛び散った血は、大きな恐怖を喚起するものだ。刻こく馬まも、おそらくは美み々み子こも、最初はそうだった。

　イクミにはそれを思い知ってもらう必要がある。

　もちろん、探索をするからには避けて通れない道であり、殺し合う技術の習得はそこから始まるというのも大きな理由だ。

　だが、刻馬には別の思惑もあった。いかに刻馬が注意を払ったところで、怖いもの知らずに突き進んでいく対象を守りきるのは難しい。だから、危険の意味を身をもって知ってもらい、いざというときに自分の指示を厳守する下地をつくらなければならないのだ。

「負けるものか」

　小さく、しかし力強く、イクミは呟つぶやいた。

　その目は、ネズミの鋭い門歯に注がれている。

「このおおおおおお―――――っ！」

　イクミは雄お叫たけびを上げてネズミに突きかかった。

　本人は必死なのだろうが、その一撃は決して鋭いとはいえなかった。プラチナ色の髪が舞い上がる様だけは絵になりそうだったが、へっぴり腰で、槍やりを突く上半身と踏み込む下半身の動きが噛かみ合っていなかった。

　イクミの突きを、ネズミはひらりと後ろに跳んでかわした。そして、全身の毛を逆立てて甲高く鳴き、威い嚇かくした。

「ひっ」

　攻撃が当たらなかった焦りもあってか、イクミはビクッと身を震わせた。怯おびえて下がろうとした足がもつれ、尻しり餅もちをついてしまう。

　その隙すきを見逃すほど、ネズミの野生は甘くはなかった。イクミに向かって猛然と走り出し、喉のど笛ぶえに食いつこうと跳んでいた。

　悲鳴さえ上げることができずに、イクミは槍さえも放ほうりだして両手で顔を庇かばっていた。その目はぎゅっと瞑つむられている。

　刻馬は無言で床を蹴けり、イクミに迫るネズミを上段から斬きり捨てた。

　ネズミは大剣の勢いでイクミへと向かうベクトルを失い、床に叩たたきつけられた。その首が、胴から離れて床に転がる。

「はい、お疲れー」

　刻馬がそう言ってやると、イクミは恐る恐る目を開いた。そして自分の股またの間に転がったネズミの首に気づくなり、

「きゃあッ！」

　と悲鳴を上げて、尻餅をついたまま逃げるように後退あとじさった。

　その顔は青ざめ、歯がガチガチと音を鳴らして震えている。

「ほら、立てるか？」

　刻馬が手を差し伸べると、イクミは数秒刻馬を見つめ、それでようやく助けられたという事態を理解したようだった。

「……あっ、当たり前だっ！　だ、誰だれも助けてくれなんて……っ」

「へー。でもな、ネズミは病気を持ってたりするからなあ。あんまり噛かまれたりはしない方がいいぜ」

「その通りです。一応言っておきますと、怪け我がを治したりする書物はわたくしの手持ちにはありません。治癒系魔法は欲しがる書物使いも多いので、ものすごく高価なんです。学生のわたくしには、とても手が出ません」

「わかったか？　だから、怪我をしたら、即、探索は終了にして地上に帰るぜ。ちなみに、死者蘇生に関する書物は一冊たりとも発見されていない。死んでも寺院に行けば生き返らせてもらえる、なんて救済措置も、もちろんない。魔法は便利だが万能じゃないから、甘い期待はするなよ」

「……」

　悔しそうに、イクミが唇を噛む。

「じゃ、とりあえず立てよ」

　しかし、イクミが立ち上がる気配はない。腰が抜けてしまってるんだろうな、と察するのは難しくなかった。そして、イクミの方でも刻こく馬まがそれを察したと気づいたのだろう。顔を真っ赤にして、今にも泣き出しそうな顔でまくし立てた。

「わっ、笑えばいいだろう！　口ほどにもないと！　無様だと！　情けないと、はっきり言えばいいではないか！」

「はあ？　んなことしねえし、思ってもいねえよ。ほら、強がらないで手を出せって」

　しかし、イクミは涙目でその手を払いのけた。

「嘘うそをつくな！」

「アホか。んなことで嘘なんかつくかよ。最初の殺し合いなんて、だいたいそんなモンだ。ってか、よく頑張った方だと思うぜ」

　刻馬はイクミの手を掴つかむと、「ほら」と無理矢理立ち上がらせた。まだ膝ひざが笑っているイクミは、抱きつくように刻馬にすがりついた。立っているのもやっと、という感じだった。

「まあ、笑われたくないなら、次で頑張るんだな。地下二階にはネズミがわんさかいるんだ。訓練には事欠かない」

「わ、わかっている！」

「それと、槍やりを捨てたのは悪くなかった。あの間合いまで近づかれたら、そっちの短剣で応戦した方がやりやすいからな。今回は間に合わなかったが」

　フォローするつもりで刻馬はそう声をかけたが、イクミからの返事はなかった。逆に、さらに悔しそうに刻馬を上目遣いに睨にらんでいる。

　――お。これは、ちょっと役得かも。

　睨むイクミの顔が、肩のあたりにある。刻馬自身の顔にかなり近い位置だ。

　悔しさに赤くなった顔は、拗すねているようにも見える。すがりつくようにしているということは、身体からだを密着させているということで、そんな状態の上目遣いに胸が高鳴らないはずはない。

　――可愛かわいいんだよな、こいつ。肌は白いし、目は大きいし。うわ、睫まつ毛げ長ッ！

　そして。

　――こういう顔のときは、似てるって感じでもないんだけどなあ。

　そんなことを考えているところへ、

「はい、イクミさん」

　と、美み々み子こが槍やりを拾ってイクミに差し出した。

　イクミは受け取った槍を杖つえのように頼って、刻こく馬まから離れる。

　――残念。

　そんな刻馬の心を見透かしたように、しかしすっとぼけたふうで美々子は、

「どうかなさいましたか、刻馬様」

「……いや。あー、じゃあ、今日の目標は、ネズミを一匹、一人で倒すことな」

　イクミは、刻馬の言葉に神妙にうなずいた。



　　　　　　　　＊



    

  
    
      



    

  
    
      　二度三度と助けられるうちに、イクミにも少しずつ余裕が生まれ始めた。

　その余裕の元は、安心感だった。

　危なくなると、必ず刻こく馬まが助けに入ってきてくれる。

　その太た刀ち筋すじはワイルドにして豪快、しかしその立ち回りはクレバーにして繊細。

　大きな武器を、力任せに振り回しているわけではない。それが、素人しろうとのイクミの目にもはっきりと見て取れた。

　イクミの槍やりがなかなか当たらないのに対して、刻馬の豪快な一撃は決して空振りをしない。的確に、一撃でネズミを仕留めてしまう。

　華麗さも派手さもないその戦いぶりに、イクミは何度も目を奪われてしまっていた。

　無骨な、飾り気のない、どこまでも合理的な強さ。そこにイクミは、余計なモノを極限まで削けずり落としたような、機能美にも似た魅力を感じていた。

　その剣技に見とれて、溜ため息が漏れる。

　――こうなりたい。こんなふうに、強くなりたい。

　そう思った。そして、気づく。

　いつもの軽薄さが、剣を振るう刻馬の横顔から消えていることに。

　――こんな顔もするのか。……どうしてこの男は、いつもアホ丸出しでヘラヘラしているのだ。この半分でも真剣な顔をしていれば、もっと見栄えもするだろうに。

　いや、とイクミは雑念を追い払うように頭を振った。

　次こそは、と、槍を握る手に力を込める。

　イクミが目標を達成したのは、それから二時間後――七度目の遭遇のことだった。



　まだやれる、と言うイクミの主張を、

「余力があるうちに撤退、これは鉄則だ。っつーか、もうお前ヘロヘロだろ」

　と刻馬は足下に却下した。

「これ以上続けると、夕ご飯が遅くなってしまいますし」

　美み々み子こにまでそう言われて、イクミは渋々従った。

　図書館迷宮では刻馬や美々子に従うべきだ、と身に染みたのだろう。まずは刻馬の思惑通りだった。

　と、地下一階へ戻るための碑ひに戻る途中で、また刻馬は足を止めた。イクミも敵か、と身を強こわばらせて刻馬の視線の方向へと注意を向ける。

　床が軋きしむ音。足音が近づいてくる。

「あれ、刻馬じゃん。なに、イクミさんと菱ひし谷やさんもいるの？」

　薄暗い通路の先から姿を現したのは、誠せい十じゆう郎ろうだった。美々子と同様に腰に書物を吊つっていて、背中には大きなカバンを背負っている。

　誠十郎は手にしていた大振りなサバイバルナイフを鞘さやに収めながら歩み寄ってきた。

　イクミは緊張を解ほどいて、ホッと安あん堵どする。

「貴様は一人なのか？」

「うん。ほら、僕もイクミさんに見合う書物使いになるべくパワーアップしなきゃなんないしさ。そのためには、まず強力な書物を大量にゲットして戦力の充実を図るべきだと思うんだよね。レアな書物はみんな欲しがるしさー、人数が増えると分け前が減っちゃうからね。どっかなかった？　穴場でよさそうな書物がありそうな書架とか」

「地下二階くらいじゃもう穴場もないだろ」

「やっぱそう思うかー。だよねー。でも、これ以上深くなると一人じゃキツイしなー」

　誠せい十じゆう郎ろうは大おお仰ぎように溜ため息をついた。そして刻こく馬まを見上げて、

「っつーか、女の子二人と探索ってずるくね？　声かけてよ」

「こっちは書物捜しじゃなくて、イクミの実地訓練だからな。目的が違うだろ」

「はあ？　馬ば鹿かだな、イクミさんが一緒ならそんなの気にしないさ！　なんなら専属のボディーガードだって引き受けますよー？」

「だそうだ。よかったな、イクミ。これで地下六階以降も安心だ。こいつが身を挺ていして守ってくれるそうだから」

「……は？　六階以降？　何言ってんの、刻馬。冗談きついって。それに、六階より下は申請出さないで入ったら校則違反でしょ？」

「申請は今日出してきましたよ。明日には受理されると思います」

「え、本気なの!?」

　刻馬だけではなく美み々み子こまでが言い出したことで、誠十郎も冗談ではないと感じ取ったようだった。言葉から茶ちや化かしたようなニュアンスが消える。

「……ってか、それはどうなのよ？　お前と菱ひし谷やさんなら行けるかもしれないけど、イクミさんはまだ無理なんじゃないかな」

「本人が希望してんだよ。美々子の家が例の事件で消し飛んじまったからな。その件にはイクミも少し関かかわってて、責任を感じてるんだ。だから、早く建て直すためにも、多少の無む茶ちやは覚悟の上なんだってさ。さすがに家が建つほどの稼ぎを求めたら、浅い階層じゃ何年かかるかわかったモンじゃないし」

「な、なるほど……。なんて健けな気げなんだ！　さすがイクミさん！」

「それに、心強いボディーガードも確保できたしな。お前が守ってやるんだろ？」

「……いや、無理。ゴメン、六階より下とかマジ死ぬから」

「そりゃ残念だな」

　全然残念じゃなさそうな顔で、刻馬は言った。

「俺おれたちはもう戻るんだが、お前はどうするんだ？」

「んー、どうすっかなー。いや、もうちょっと捜してくよ。レアものじゃなくても、売ればそこそこの金になるし、見つけられないなら買うしかないしね」

「そうか。じゃあな」

「はいよ。イクミさんも、また明日学校で！」

「うむ。気をつけてな」

　そして誠せい十じゆう郎ろうと別れ、地下一階へ戻るなり、

「……今、断るように仕向けたな？」

　イクミは刻こく馬まに訊きいた。

「まあな」

「なぜ嘘うそまでついて？　危険な探索なら、仲間は多い方がいいのではないか？」

「一概にそうとは言えないな」

「……？」

「いくつか理由はあるが……一番大きいのは指揮系統の問題だな。軍隊や企業の調査団なら、階級や役職で序列がしっかり決まっている。誰だれの命令に従うべきか、それがルールとして浸透しているんだ。でも、俺おれたちは学生だ。しかも同級生となれば、基本的に上下関係は存在しない。必然的に、リーダーは話し合って決めることになるが、全員が納得する人選なんてそうそうできるもんじゃない」

「それは困るのか？」

「余裕のあるうちはいいけどな。追い詰められてくると、色々面倒になってくる」

「そういうものか」

「まあ、程度の問題ではあるけどな。軍隊や企業だって、必ずしも鋼はがねの忠誠心を持ってる連中ばっかりじゃないし」

「わたくしは、刻馬様に鋼以上の忠誠を捧ささげておりますが」

「……はいはい、そりゃどーも」

　刻馬は苦笑しつつ、

「確かに、たくさんの美み々み子こで構成されたパーティなら頼もしいけどな。

　まあ、それはさておき、今回誠十郎と俺たちとで目的が違ったように、人数が増えれば目的にもモチベーションにも差が出てくる。要するに烏う合ごうの衆になりやすいのさ。変に揉もめて、後ろから斬きりつけられても困るだろ。あ、いや、誠十郎がそんなヤツだとは思ってないけどな」

「なるほど」

「それに、『断章』のこともある」

「むむ？」

「お前が『断章』だとは思ってないけど、仮にそうだった場合、面倒な事態になりかねないと思ってな」

「どういうことだ？」

「仲間には『断章』のことを伏せてもおけないだろ。多人数が知っていれば、それだけ隠しておくのも難しい。すぐに知れ渡ることになる。そうなったら、首尾よく取り返しても返却しないわけにはいかないぜ」

「返却？」

「ああ。図書館迷宮から持ち帰ったものは、持ち帰った人間が所有権を主張できる。でもな、明らかな盗品や持ち主が明確なものは、拾得物と同じ扱いになるんだ。謝礼を要求する権利はあるが、所有権は本来の持ち主が優先される。『断章』の場合は盗まれたことは誰だれでも知ってるニュースだし、国が相手じゃ交渉の余地もない」

「……つまり、苦労して我々が取り返しても、取り上げられてしまうのか？」

「ああ。人数が増えれば必ず国に返却すべきだ、という声は上がるだろう」

　それどころか、もしイクミが『断章』ならば、イクミ自身をも国が接収するだろう。

　そして『断章』でないにせよ、その疑いがあるというだけでも接収の危険性はある、と刻こく馬まは考えている。

　それは、刻馬にとって無視できない事態だった。

「仮に『断章』がイクミの一部だったとして、完全な形に戻るために『断章』をどうするつもりなのかは知らんけどな。でも、読むだけでＯＫとかってことでもないんだろ？」

「うむ。おそらく、それ自体を取り込む必要がある」

「じゃあ、やっぱ返却はできないな」

「……確かに」

「だから、お前も『断章』のことは誰にも言うなよ。お前自身が『断章』かもしれないってのも、絶対に秘密だ」

「……『断章』捜しが秘密なのはともかく、私のことも秘密というのはなぜだ？」

「それは……」

　刻馬が言い淀よどんだ直後、美み々み子こが間髪入れずに、

「国にとって『断章』は重要なモノなんです。もしイクミさんが『断章』かもしれないなんて知られたら、色々理由をつけてイクミさんを拘こう束そくしようとするかもしれません。そうなったら、探索には出られなくなってしまいます」

「む。なるほど、それは困るな」

「でしょう。だから、秘密なんです」

　そして美々子は、刻馬だけに聞こえる小さな声で、

「こんな説明でよろしかったでしょうか？」

　と囁ささやいた。

　――ストレートすぎるだろ。

　あまりそうした事情についてイクミには教えたくなかった刻馬だが、上う手まい方便も思いつかなかったのだから、ここはうなずくしかなった。

「……どうした？」

　刻馬と美々子の空気に違和感を感じたのか、イクミが首を傾かしげた。

「いや……なんでもない。えーと、それにな、誠せい十じゆう郎ろうの反応、見ただろ？　実際にどこまで降りることになるかはわからないが、いずれ六階より下に行かなきゃならない可能性も高いと思ってる。中途半端な気持ちで同行されても迷惑だし、そもそもよほどの理由がなきゃ来たがらねえよ。誰だれだって、怪け我がなんかしたくないし死にたくもないしな」

「……」



　――なんという、無む茶ちやなお願いだったのだろうか。

　イクミは痛感していた。

　この図書館迷宮では、常に死が息を潜ひそめ、探索者を狙ねらっている。

　しかし、刻こく馬まと美み々み子こはそんな場所でこうして力を貸してくれているのだ。そのために色々考え、イクミを鍛きたえようとしてくれている。

　――それなのに、私は……。

　息巻いていただけで、いざとなったらこのザマだ。

　やはり、きちんと礼くらい言うべきだろうか。特に、刻馬は何度も自分を助けてくれたのだから。

　そう思ってイクミが顔を上げた瞬間、刻馬は大きく伸びをして、

「ようやく出口だ。さ、早いとこ帰ろうぜ。あー腹減った」

　最後尾で、美々子が刻馬の言葉にくすりと笑う。

　そのお気楽な口調は、イクミが毛嫌いする軽薄で軟弱な、いつもの調子そのものだった。



    

  
    
      


第三章　探索者たちの日常





　九く条じよう家の一いつ切さいを取り仕切っている美々子は、主あるじである刻馬以外の人間が一いち番ばん風ぶ呂ろに入ることを許さない。

　探索を終えて帰宅すると、美々子は風ふ呂ろが沸くなり刻馬を風呂場へと追い立てた。

「図書館迷宮でネズミを狩った後、そのままお風呂にも入らないでお食事なんて、衛生上考えられません！」

　そして、刻馬が風呂から上がるなり、美々子がイクミに詰め寄った。

「では、イクミさん。お風呂に入りましょうか」

　手に二人分の着替えを抱えているあたり、一緒に入る気満々という感じだ。

「い、いや、私は……」

「昨日一緒に入って使い方は教えたんだろ？　一人でも大丈夫なんじゃないのか？」

　洗い髪をタオルで拭ふきながら、刻馬は美々子に不思議そうに言った。

「いえ、どうもイクミさんは入浴があまりお好きではないようですので。昨日も、ちょっと目を離すと身体からだも洗わないで逃げ出そうとしましたから」

「なんでまた。風呂って気持ちいいだろ？」

「あっ、あのな！　私は書物なのだぞ!?　少し前まで紙だったのだ！　身体が濡ぬれることに抵抗を感じるのは当たり前だろう！」

「……ああ、なるほどなあ。でも、今は別に紙じゃないし、今日は特に汗だってかいてるだろ。尻しり餅もちついたりもしたんだから、結構汚れてるはずだぜ？」

「そ、それはわかっているが……」

　イクミはもにょもにょと言い淀よどんだ。

　無様な戦いを繰り広げた自覚があるのだから、埃ほこりまみれになったことは、自分が一番よくわかっている。

「まあ、アレだ。慣れろ」

「そういうことです。さあ、来て下さい」

　イクミは美み々み子こに襟首を掴つかまれ、お風ふ呂ろ場ばへと引きずられていった。



　九く条じよう家は浴室も広い。さすがに大浴場とまではいかないものの、二人で入ったとしても窮きゆう屈くつさは感じない。

「ダメですよ、お風呂が嫌だなんて。お肌も髪の毛もこんなに綺き麗れいなんですから」

　イクミの背中を洗いながら、美々子が言う。

「美々子までアイツみたいなことを言うのか」

「可愛かわいいとか綺麗とか言われれば、普通女の子は喜ぶものですよ」

「でも！　そんなもの、探索の役には立たないではないか！」

　言葉と同じくらいの勢いで、イクミは身体からだごと振り向いていた。たぶん、泣きそうな顔になっている。イクミ自身にもその自覚はあった。

　その勢いに驚いた美々子だったが、いつものように優しく微笑ほほえんで、

「悔しかったんですね」

「……当たり前だ」

「最初から上う手まくできる人なんていませんよ。刻こく馬ま様だって、初めてなのによく頑張ったって仰おつしやっていたでしょう？」

「あんな気休め……！」

「気休めではありません。ちゃんと目標はクリアしたじゃないですか。いきなり強くなる方法なんてないんです。毎日少しずつ、目標をこなしていくしかないんですよ」

　――それだって、アイツや美々子に守ってもらってのことではないか。

　うなだれる。美々子にまで気を遣わせていると思うと、それがまた情けなく思える。

　――強くなりたい。アイツのように。アイツが振るう、あの剣のように。

　あの強さが欲しい。しかし、その目標地点は遥はるかに遠い。

　では、どうする？　『断章』の探索を諦あきらめるのか？

　ダメだ。そんなことはできない。あれは、自分自身なのだから。

　では？

「……決めた」

「え？」

「今は弱くとも、私はいずれ強くなる！　美み々み子こよりも、あの軟弱者よりもだ！　ピンチのときには、私が美々子たちを守ってやれるほどにな！」

　凹へこんでいても仕方がない。

　弱いのならば強くなる。足りなければ、もっと強くなる。その努力をすればいい。嫌いだからと授業をサボる軟弱者になど、必死で努力すればすぐに追いつけるだろう。

「そうですよ。明日からも、その意気で頑張りましょう！」

　美々子も、うなずいてガッツポーズをして見せた。

　その拍子に。豊かな胸がイクミの目の前でぶるんと揺れる。

「…………」

　イクミは目の前のモノの揺れが収まるまで見つめて、自分の胸に視線を落とした。

　なだらかだ。ふくらみがないことはないが、美々子に比べてあまりに寂しい。もう一度、イクミは美々子の胸元をマジマジと見つめた。

「な……なんです？」

　露骨な視線に、美々子は少し赤面して胸を隠した。

「なぜ隠す」

「いえ、別に……。どうしてそんなに見るんですか」

「美々子と私は、同じ女だな？」

「え、ええ」

「では、なぜこんなに違うのだろう。やはり私が書物だからか……？」

「いえ、そこは個人差としか……」

「個人差……。あ、そういえば、理り瑠るは私の胸を見て何か言っていたぞ！」

「……」

「そうか、あれはこのことだったのか……！」

　さも大発見！　と、イクミは手を打った。

「美々子。触ってもいいか？」

「ええッ!?　だっ、ダメですっ！」

「なぜだ。というか、美々子、顔が赤い」

「イクミさんが変なことを言うからですっ！」

　美々子は両手で胸を隠したまま、身をよじってイクミの視線から逃れようとした。

「あっ、逃げるな美々子！」

　追いかけるように、イクミは美々子に飛びかかった。背中から覆い被かぶさるような格好になる。その勢いに押されて、美々子は思わず床に両手をついた。

　つまり――胸を隠していた腕のガードが、解ほどけた。

「隙すきありッ！」

　背後から、イクミの手は無防備な美々子の胸を鷲わし掴づかみにした。

「きゃっ!?　ちょ、あんっ、イクミさん、やめ……」

　しかし、イクミの耳に美み々み子この抗議は届いていなかった。

　――なんという、感触……！

　ふわりと柔らかいが、弾力もしっかりとある。そして、なめらかな肌の触り心地。

　何より、刻こく馬まの剣に守られている感覚に匹敵するほどの、安心感。

　微み塵じんも誇張なしに、人化できてよかった、とイクミは思った。

　この感触を味わえただけで、生きている意味があった、と。

「もうっ、イクミさんっ！」

　美々子が胸からイクミの手を引きはがし、声を荒らげる。

　イクミはぺたん、と座り込んで、自分の両手を呆ぼう然ぜんと見つめた。そこには、極上の感触の残ざん滓し――。

「り……理り瑠るが言っていたのは、このことだったのだな」

　放心気味に、イクミはぽつりと呟つぶやいた。

「え？　……あの、イクミさん……？」

　そして、イクミはのろのろと両手を自分の胸に当て、がっくりと肩を落とす。

　この極上の感触を楽しめる素晴らしいモノが、自分にはない……。

　イクミは天を仰ぎ、

「個人差と言うには、あまりに残酷ではないか――」

「そんな大おお袈げ裟さな」

「何が大袈裟なものか！　あんなに……あんなに柔らかいのだぞ……！」

　美々子は超ちよう弩ど級きゆうの溜ため息をつき、困ったように、

「……大きかったら大きかったで、色々悩みもあるんですよ？」

「馬ば鹿かな。この幸福な感触を覆くつがえすほどの悩みなど、あるはずがない」

「肩だって凝るんですから」

「その程度、比較に値しない」

「男性の好奇の視線を集めるのも、かなり嫌ですよ？」

「男性にはおっぱいはないのだから、うらやましがられるのは当然だろう。むしろ誇るべきではないか」

「……それは、何かがちょっと違うような。でも、好きでもない男性に注目されたって、嬉うれしくなんかありませんよ」

「では、好きな男ならいいのか」

「え。……………………それは、まあ、まったく興味を持ってもらえないよりは……」

「では、誰だれならよいのだ？　あの軟弱者か？」

「ふふ。ええ、もちろん」

　即答で、しかも断言だった。

「……美々子はどこまで本気で言っているのかわからないな」

「本気も本気ですよ？　今のわたくしは九く条じよう家のメイドですから。わたくしにとって、刻こく馬ま様は敬愛すべきご主人様なのです」

「なぜそれが『好き』に結びつくのかがわからないが」

「メイドはご主人様に恋をするもの、と相場が決まっているのですよ」

「相場……？」

「ふふふ、まあいいじゃありませんか。それより、早く湯船に入って温まりましょう。ああ、刻馬様がお入りになったお湯だと思うと何だかドキドキします」

　いつもとまったく変わらない調子でそんなことを言う美み々み子こを、イクミはかなり白い目で見やった。

「…………美々子。私は色々知らないことが多いから、それが何を意味するのか正確なところはわかっていないのかもしれないが、さすがに今のはどうかと思う」

「あら。やっぱり、ちょっとマニアックすぎたでしょうか」

「ふむ、誰だれかが入ったお湯に特殊な興味を示すのは『まにあっく』と表現するのだな」

「…………イクミさん、その話は聞かなかったことにして頂けませんか？」

「なぜだ？　せっかく一つ学習したというのに」

「胸を触ったことは、それでチャラにして差し上げます」

「意味がわからない。減るモノでもなし、触るくらいいいではないか」

　ふう、と美々子はまた深い溜ため息をついた。

「では、毎食タルタルソースをご用意させて頂きますが、いかがでしょう？」

　イクミは美々子の手をしっかりと握って、

「信用してくれ。美々子には世話になっているからな。このことは墓に入った後も誰にも言わないと約束しよう。そう、タルタルソースに誓って！」

　初日にイクミがタルタルソースを気に入ってくれてよかった、と美々子はその豊かな胸を撫なで下ろしたのだった。
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　幼い頃ころの刻馬は、諦あきらめの境地にあった。

　言うことを聞き入れて、我慢さえしていれば、いずれ嫌な時間は終わる。明日になってまたその時間が訪れたとしても、また我慢さえしていれば……。

　その日も、刻馬は無機質な白い部屋で椅い子すに座らされていた。手足はベルトで椅子に固定され、座らされているというよりは拘こう束そくされているといった方が正しい状態だった。

　身体からだの各所には電極が取りつけられて、指示に反抗すればきついお仕置きが待っている。

　傍かたわらには、開いた状態で固定された複数の書物。

　刻馬の真っ正面、一〇メートルも離れていない位置にはコンベヤが敷かれ、そこに載ってターゲットが運ばれてくる。

『三番を読んで、撃ちなさい』

　どこか別の部屋から下されるその指示に従って、ターゲットに読書魔法を放つ。それが、その日刻こく馬まに課せられた役割だった。

　言われるままに、刻馬は木材だったりコンクリートの塊だったり、鉄板だったりするターゲットに魔法をぶつけていく。機械的に、粛々と。

　――今日は、マシだ。

　ただ、魔法を撃てばいい。注射されることも、薬の作用で気分が悪くなることもない。

　しかし。

　次にコンベヤに乗って運ばれてきたのは、一〇歳にも満たないであろう、幼い刻馬と同じくらいの歳の女の子だった。

　両手に手錠をかけられ、片足を鎖で繋つながれた状態で座っていた。やや吊つり気味の大きな目で、怯おびえたような顔で刻馬を見つめている。質素で薄汚れた服を着ていたからだろうか。長い黒髪がとても綺き麗れいに際立って見えた。

『五番で撃ちなさい』

　指令が、真っ白い室内に響く。

「え、でも、人が……」

　人に向けて読書魔法を撃ってはならない。

　人に怪け我がをさせてはならない。

　そのくらいの分別を、刻馬も知らない歳としではなかった。

『彼女は図書館迷宮で生まれたライブラリ・チルドレンだ。しかも、死刑間違いなしの凶悪犯の子どもだよ。戸籍もないから、存在していないのと一緒だ。だから』

　その声はまるで諭さとすようで、優しくさえ感じられた。

『人じゃない』

　その優しい口調が、刻馬をさらに混乱させる。

　自分に対する指示を理解するまで、刻馬は数秒を要した。

　――撃てというのか。

　五の数字を振られた書物を見やる。

　そこに記載されていたのは、触れるものをすべて燃やしてしまう炎が主人公の童話だった。ページをめくることができないので、結末を刻馬は知らない。

　ただ、とても物悲しい雰囲気で、そして。

　今日用意された中では、一番強力な書物だった。

　それで撃てという。あの女の子を。ということは、つまり……。

「い……いやだ――――――――――ッ！」

　声の限り叫んで、刻馬はこの場から逃れようと手足を暴れさせた。しかし、手足を拘こう束そくするベルトは皮膚に食い込むだけでビクともしない。ガタガタと椅い子すは鳴るが、それだけだった。

『聞き分けのないことを』

「あああああああああああああああああああああ―――――っ！」

　電流が、激痛が身体からだを走り抜ける。内側から身体を壊されるような、耐え難い痛み。

『撃ちなさい』

　べそをかきながらも、刻こく馬まは嫌だと言い続けた。

　そのたびに、激痛が身体を走り抜けていく。何度も何度も何度も何度も何度も――。

　――痛い。いたいいたいいたいいたいいたい。でも、絶対に、いやだ……！

　野の良ら猫ねこのような目は怯おびえたように――しかし、抵抗を続ける刻馬を、不思議そうに見つめていた。

　その黒髪が一瞬、涙に霞かすんでプラチナ色に見えた気がした。
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　最悪の目覚めだった。

　差し込んできた光の眩まぶしさから、刻馬は腕で目を庇かばう。

「お早うございます、刻馬様」

　声の方を見ると、美み々み子こがカーテンを開けていた。

　そう、ここは自分の家の、二階の寝室。ここには自分に苦痛を強しいる者も、理不尽な命令を下す者もいない。

「ああ、お早う」

「悪い夢でもご覧になりました？　うなされておいででしたが」

「……しばらく見なかったんだけどな」

　あの日、あの後、刻馬は意識を失って、気がついたら病院のベッドの上だった。あの女の子がどうなったのかを、刻馬は知らない。

　公表こそされなかったものの、その人道を無視した研究は問題視されることとなり、研究所は解体されたのだという。より正確には、なかったことにされた。そのおかげで刻馬はモルモットの立場から解放されたのだが、その研究に関かかわることは何を訊きいても教えてもらえなかった。あの女の子の安否も、名前さえも。どんな質問にも、病院のスタッフは必要以上に優しく、ただ「もう大丈夫だから」と繰り返すのみだった。

　その不必要なまでの形式的な優しさが、刻馬を不安にさせた。疑心を抱かせた。

　――覚えてはいないけれど……きっと俺おれは、あの女の子を殺してしまったのだ。

　だから、何も教えてもらえないのではないか、と。

　だから、誰だれもがあんなにも優しく接するのではないか、と。

　人は、自己を守るために、自分自身の記憶さえも改かい竄ざんしてしまうことがあるという。

　テレビか何かでそんな精神のメカニズムを知り、刻馬の不安はなおも膨れあがった。

　読書魔法とは、怪物などの危険から自分や仲間を守るためのものではないのか。なのに、なぜ誰だれかを傷つけなければならないのだろう。殺さなければならないのだろう。

　次に殺してしまうのは、美み々み子こかもしれない。イクミかもしれない。

　理屈ではない部分が激しく魔法を拒絶する。もう、嫌だ。誰も殺したくない――。

「学校、お休みになりますか？」

　心配そうに、じっと刻こく馬まを見つめて、美々子が言った。

　ハッとして、刻馬は無理矢理に笑顔をつくる。

「おいおい、そこまで深刻じゃないって。っつーか過保護すぎだろ」

　ベッドの上で上体を起こし、刻馬は両腕を伸ばして大きくあくびをして見せた。

　そして、まだ残る眠気と嫌な夢の後味を、彼女のあの目を振り払うように、頭を振る。

　美々子が開け放った窓から、風が流れ込んできた。一緒に、「やあっ！　やあっ！」という、鈴の音のような声が奏かなでる気合いの声。

　窓際に歩み寄って庭を見下ろすと、プラチナ色の髪の少女がスウェット姿で槍やりの素振りを繰り返していた。いや、槍なので素突き、と言うべきか。

　――あの目。

　瓜うり二ふたつだ、とまでは思わない。しかし、一度似ていると思ってしまえば記憶にまで補正がかかってしまう。

　彼女に頼まれたのでは、嫌とは言えない。

　それが、せめてもの罪滅ぼしになるならば――。



    

  
    
      



    

  
    
      　と、まだ心配そうな顔のまま見つめている美み々み子この視線に、刻こく馬まは気がついた。

「いやあ、昨日の今日にしては、結構サマになってるじゃないか」

　不自然なまでに明るい声で、刻馬は言った。

「あ、はい。差し出がましいとは思いましたが、基本の型だけは教えておきました」

「ＯＫＯＫ。怖さを知ってやる気を失わないなら、そりゃ満点だろ」

　臆おく病びようすぎる者は、探索には向かない。恐怖で足が竦すくめば、実力など発揮できないからだ。

　だが、恐怖を知らない者は、もっと探索に向かない。無謀と勇気をはき違え、判断を間違えるからだ。そうした手合いは、往々にして仲間にまで迷惑をかける。そして、図書館迷宮での迷惑は、死に直結する。

「案外、すぐ戦力になりそうだな」

「はい。直接、乱取りでご指導なさっては？」

「アイツが俺おれに教わろうなんて思うかね？」

「今のイクミさんは、強くなるためなら手段は選ばないかと」

「手段を選ばない、ねえ……」

　一緒に探索をし、同じ家に住み、同じクラスで勉強をしている相手に教わるのが『手段を選ばない』ってのもどうなのだろうか、と刻馬は苦笑してしまった。

「……にしても」

　刻馬は横目で美々子を一いち瞥べつし、

「またそのメイド服か。いや、似合ってるけどさ。っていうか、可愛かわいいメイドさんに起こしてもらうとか、嬉うれしいことではあるんだが……、どうせすぐ制服に着替えるんだから、朝からそんなもん着なくてもいいのに」

「いえ、身の回りのお世話をさせて頂く以上はそれなりの格好をいたしませんと」

「美人の幼おさな馴な染じみに起こしてもらうってだけで充分夢のような環境なんだがな」

「ふふ、こちらの方が性に合っておりますので。思わぬ事態で住まわせて頂くことになりましたが、こうしてお目覚めからお世話ができて大変充実しております。ああ、もっと早く住まわせて頂けばよかった」

「事情もなく住まわせたら、それはただの同どう棲せいだろ」

「あら、わたくしはそれでも一向に構いませんが」

「俺が構うわ！」

「いつあの雑誌の女の子のようにメイド服を脱がされるのかと、ドキドキしながらお待ちしておりますのに」

「……悪かった。悪かったよ！　あれは誠せい十じゆう郎ろうに突っ返すか捨てるかするから！」

「そんな、何もお捨てにならなくても」

「どうしろってんだ」

「むしろ堂々と本棚に」

　絶対に捨てよう、と刻馬は固く心に誓った。
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　その日の放課後。

　図書館迷宮に行きたがるイクミを説き伏せて、刻こく馬またちは衣類などの買い出しのため、最寄り駅に併設されたショッピングモールへと繰り出した。

　さすがに、いつまでも美み々み子この服を着せておくわけにもいかない。美々子が九く条じよう邸に忍ばせておいた服もそう多くはないのだ。

「ごめんなさい、理り瑠るさん。無理に付き合わせてしまいまして」

　拝むように手を合わせて、美々子が同行している理瑠に謝っていた。

「構わないの。美々子ちゃんにはずっとお世話になっているし……。でも、私も美々子ちゃんが言うほどファッションに詳しいわけじゃないの」

「いえ、そんなことはありません。わたくしよりはずっと詳しいはずです。何しろ、ここのところメイド服ばかりチェックしていましたから」

「……それは、さすがにどうかと思うの」

「メイド服!?　まさか菱ひし谷やさんはお前のためにメイド服を!?　こ、この幸せ者め！」

　誠せい十じゆう郎ろうが言いながら脇わき腹ばらにパンチを繰り返す。それをカバンでめんどくさそうにガードしながら、刻馬は、

「んー、まあ、恵まれてるのは事実だと思うから反論はしないけどな。それより、お前は何でついてきてるんだ、誠十郎」

「酷ひどいなあ、親友。そりゃ、荷物持ちくらいは買って出ますよ？　ってか、僕を差し置いて女の子三人とよろしくやろうなんて甘い甘い」

「そうかい。じゃ、頑張って荷物を持ってくれ」

「なんだよー、刻馬だって荷物持ちで来たんでしょ？」

「一緒にすんな。俺おれはスポンサーだよ」

「うわ……お財布係って、もっと悲惨なんじゃない？」

「あのな。イクミの生活費が支給されるまで立て替えるだけだっつーの」

「さあ、刻馬様がたくさん買って下さるそうですから、目いっぱい可愛かわいい服を選びましょうね、イクミさん」

　美々子はそう言って、不機嫌そうなイクミの肩をポンポンと叩たたいた。

「私は、服など要らないと言っているのに。こんなことをしている暇があるなら、一分一秒でも探索や鍛たん錬れんに充あてたい」

「まあまあ、息抜きだって必要ですから」

「っていうか、なんで俺がたくさん買ってあげることになってるんだ……？」

　刻馬の呟つぶやきは完全に無視して、女の子たちはどんどんショッピングモールの奥へと足を進めていく。

　誠せい十じゆう郎ろうは刻こく馬まの腕をポンポンと叩たたいた。同情に満ちた目で。

「イクミちゃんの場合、フリフリの可愛かわいい服よりは、ピシッとしたカッコいい服の方が似合うと思うの」

「お人形さんみたいな綺き麗れいな顔ですから、可愛い服も似合うと思いますけど」

　理り瑠ると美み々み子こはモール内のお店に入るなり、そんなことを言いながらどんどん服を手にしてはイクミに当ててみることを繰り返し始めた。

「イクミさん、とりあえずこれとこれとこれを試着してみましょう」

「違う、こっちの方がいいと思うの」

「……なぜ私の服を買うのに、美々子と理瑠が活いき活いきしているのだ」

「諦あきらめろ。女の子ってのはそういう生き物らしいからな」

　刻馬に何かを反論しようとした瞬間、イクミは美々子と理瑠によって、がっちりと左右から腕を掴つかまれていた。そして、試着室へと引きずられていく。

「なっ、ちょ、私はそんな服は着たくな――」

「まあまあ、そう言わずに。ね？」

「で、では、着たらまたおっぱいを触らせてくれるか？」

「「「「え？」」」」

　美々子のみならず、理瑠も、刻馬も、誠十郎も、イクミの言葉に意表を突かれて固まってしまっていた。関係ないお客さんや店員さんまでもが振り返って、まじまじとイクミたちを見つめている。

「ちょ、イクミさん、こんなところで何を……」

「どうなのだ。イエスかノーか」

「………………もう。わかりました。その代わり」

「うむ。では、着る」

　イクミはあんぐりと口を開けて呆ぼう然ぜんとしていた理瑠から服を奪い取ると、そそくさと試着室に入っていった。

「み、美々子ちゃん……。おっぱいって……」

　美々子は理瑠から顔を背けて、

「理瑠さん、訊きかないで下さい」

「……ねえ、刻馬」

　イクミが入っていった試着室のカーテンを見つめながら、誠十郎は言った。

「イクミさんと菱ひし谷やさんって、そういう関係なの……？」

「知るか。ってか、なんだよ、そういう関係って」

「そりゃあ、アレだよ」

　言いながら、にへら、と誠十郎の頬ほおがだらしなく緩んだ。

「女の子同士ってのも、それはそれで」

　ほぼ無意識のうちに、刻馬は誠十郎の頭を小突いていた。

「いてっ！　な、なんだよ！」

「……なんかむかついた。おかしな想像してるんじゃねえ」

　試着室のカーテンが、中から開かれた。

「き、着たぞ」

　イクミはワンピース姿だった。ピンクに近い赤を基調にした黒のチェック柄だ。

　着ているワンピースより顔を赤くして、イクミは居心地悪そうにモジモジしている。

「素敵じゃないですか。さすが理り瑠るさんの見立てです」

「イクミちゃんは足が長いから、パンツもいいと思ったんだけど……やっぱり、女の子はスカートだと思うの」

「似合う！　超似合う！　肌の色とか髪の毛の色が際立って最高に可愛かわいい！」

　誠せい十じゆう郎ろうが手を叩たたいて喝かつ采さいを浴びせる。

「そうだな。ま、イクミくらい可愛いなら何を着たって似合う気もするが」

「うっ、うるさい黙れっ！」

　さらに顔を赤くして、イクミは叫んだ。そのイクミに、美み々み子こは別の服を押しつけた。

「ふふふ、このワンピースはお買い上げですね。では、次はこれを着てみましょう！」

「まだ着るのか」

「当たり前です。交換条件なんですから、しっかり元は取りますよ」

「むう。まあ、これもおっぱいのためだ。やむをえないな」



    

  
    
      



    

  
    
      　そんなこんなで、イクミのファッションショーはその後十着以上も繰り広げられた。



　散々着せ替え人形扱いされて、疲れたと言うイクミを労ねぎらおうと、一行はショッピングモール内にある喫茶店に入った。ケーキが美お味いしいと評判のお店だ。

「タルタルソース以上に美味しいものなどあるものか」

　とか言っていたイクミだったが、

「じゃあ食べないんですか？　美味しいですよ、はい、あーん」

　と美み々み子こが口元に近づけた一切れを食べて以降、フォークを美々子から引ったくり、満面の笑みで二個目に着手している。

「あっさり持論がひっくり返ったな、おい」

　刻こく馬まのツッコミに、イクミはケーキを頬ほおばりつつ、

「これは、やむをえないのだ。『美味しい』は正義だからな」

「……正義？」

「うむ。最強とか無敵と言い換えてもいい」

「ああそうかい。正義で最強で無敵じゃあ太た刀ち打うちできねえな」

　ずいぶん頭の悪い言葉の選び方をするものだ、と刻馬は思ったものの、美味しそうにケーキを食べるイクミの嬉うれしそうな顔が可愛かわいいので言わないことにする。

「ね？　息抜きやお買い物だって楽しいでしょう？」

「うむ。だが試着はもうしない。もともとおっぱいのためだ。それに、明日は探索に行きたい」

「……どうして、イクミちゃんはそんなに探索にこだわるの？」

　ミルフィーユをちくちくと崩して食べつつ、理り瑠るが訊きいた。

「それはもちろん、完全な形に戻りたいからだ」

「完全な形？」

　理瑠と誠せい十じゆう郎ろうが首を傾かしげる。

「あー、ごほん！　ほら、アレだ。美々子の家の話だ！」

　慌てて、刻馬が口を挟んだ。この調子では、『断章』云うん々ぬんまで言ってしまいかねない。刻馬の咳せき払ばらいで秘密だったことを思い出したのか、イクミがしまった、という顔をした。

　と、誠十郎が、

「あ、確かに昨日言ってたよね。吹っ飛んだ菱ひし谷やさんの家の再建のために稼ぐんだって。それで、早く深いところに行きたいとか」

「そ、そうなんだ。元々イクミは美々子の家にあった本だから、余計にそう思うんだろ」

「そう、だったの。頑張って。でも、無理はダメ。……美々子ちゃん、イクミちゃんも、もし私で手伝えることがあるなら言ってね。美々子ちゃんや九く条じよう君ほど強くはないから、あんまり深くまでは一緒に行けないけど……」

「ふむ……」

　イクミは指示を仰ぐかのように刻こく馬まと美み々み子こを交互に見やった。さすがに口を滑らせた手前、慎重になったのだろう。

「ありがとうございます、理り瑠るさん。何かあったらお願いしますね」

　代表して、美々子が当たり障りのない返事をする。

　なんとか誤ご魔ま化かせたっぽいことに安あん堵どしながら、刻馬はジト目をイクミに向けた。

　バツ悪そうにイクミは視線を泳がせて、残っていたケーキをぱくりと口に放ほうり込んだ。
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　血の色のように染まった空は、朝焼けとも夕焼けとも違っていた。ベタ塗りのような、濃淡も何もない、一色の赤。

　図書館迷宮地下一二階。

　このエリアの空はいつの時間でも赤く、ずっと黄昏たそがれのような薄暗さによって満たされている。ごつごつとした奇岩が立ち並ぶ一方で、やはりあちこちに書架が乱立し、積み上げられた書物が溢あふれかえっていた。

　そして奇岩と書架の間、少し開けたその場所には、木製の簡素な十字架が立ち並んでいた。その数は三〇ほど。

　その十字架の群れの前で、ウィーゼルがたたずんでいた。腰には何冊かの書物と、予備も含めた二振りのサバイバルナイフ。背中には染め抜いた白い十字架。

「待たせてしまったか」

　背後からの声に、ウィーゼルが振り返った。

　歩み寄る影は、同様の黒地に白十字のマント姿だった。ウィーゼルと比べるまでもなく長身だが、年齢はウィーゼルとそう変わらない。武器は帯びておらず、代わりに腰の左右にウィーゼルの倍以上の書物を吊つっていた。中にはかなり大判なものもあった。

　彼は、仲間内ではキングと呼ばれていた。何やら「王様」とか、それに類する名前だからそう呼ばれるようになった、とウィーゼルは聞き及んでいた。本当の名前は、ウィーゼルも知らなかった。

「ねえ、キング。なんなの、あの刃は紋もんって新入り！」

「ん？　なかなか可愛かわいい子だろう？　ああ見えて、腕もかなりのものだ」

「そういう問題じゃなくてさ！」

「ふーむ。ウィーゼルとは相性があんまりよくなかったか。女の子の仲間ができれば嬉うれしいだろうと思ったのだが」

「それ以前だよ！　背中の十字が髪で隠れても気にも留めないでさ！　『みんなの墓標』に対して敬意も何もないなんて！」

「ああ、許してやってくれ。バタバタしててその辺の事情も詳しくは話してないんだ」

「だからって……！」

「ウィーゼル。我々の目的のためには、戦力の増強も必須なんだ。金目当てだろうと、目的が違おうと、私は腕が立つなら仲間に迎えるべきだと思っている」

「う……」

「利害が一致しているうちは、利用すればいい。わかってくれ」

「ん……それは、そうだけど……。と、ところで、他ほかのみんなは？」

　ウィーゼルは気まずそうに目を伏せ、話題を変えて訊きいた。

「もっと下を探索中だ。ちょっと手こずっていてね」

「……そうなんだ。ボクも早く加わりたいな」

「仲間はずれのようなことになってしまって、すまないと思っている。しかし、ウィーゼル。君にだけ一人、別の役目を負ってもらっているのは、それが君でなければ任せられないと思っているからだ」

　その言葉の真意を測りかねて、ウィーゼルはキングを見上げた。

「かつて、我々は地上を目指していた。その地上に身を置くのだから、誘惑も多いだろう。そんな立場で信念を失わないでいられるのは、あのときに一番悔しい思いをしたであろう君以外ではありえないと思っている」

　そう言うキングの視線は、並んだ十字架に、墓標に向けられていた。

　あのとき。

　ウィーゼルは唇を噛かんだ。

　かつて、キングもウィーゼルも、目的は地上に出ることだった。図書館迷宮で生まれた子どもたちが生き抜くために徒党を組み、やがてキングを中心に何人かの腕利きが地上を目指した。それが始まりだった。

　その過程で連れて行ってほしいと願う子どもたちがどんどん加わっていった。ウィーゼル自身、そうして加わった一人だった。大所帯になった一行は、比較的安全な場所に拠点となるベースキャンプを構え、腕の立つ者たちが探索に出て地上への道を探る、というやり方を取るようになった。

　ベースキャンプでは子どもたちが訓練や勉強をして、探索部隊に加われるよう励んでいた。当時、ウィーゼルはベースキャンプで頭角を現しはじめ、もうすぐ探索部隊に加われるかもしれない、という立場だった。

　そんな折に、ベースキャンプと遭遇した一団があった。

　地上からやってきた、企業の調査団だった。

　その巡り会いに、ベースキャンプの子どもたちは狂喜乱舞した。手探りで目指していた地上への糸口が、見つかったのだから。

　地上への情報が得られる！

　地上へ連れて行ってもらえる！

　子どもたちは調査団を歓迎し、自分たちがたどってきた道のりの詳しい情報や、自分たちが培つちかってきた読書魔法の使い方などを惜しげもなく提供した。

　そして、ウィーゼルは一人、探索部隊へとこの吉報を伝える伝令に走った。

　しかし。

　キングたちを連れて戻ったとき、ベースキャンプがあった場所に残っていたのは仲間たちの変わり果てた姿だった。一人残らず殺され、文字どおり血の海だった。

　調査団を追いかけ、怒りにまかせて襲い、捕らえた調査団員から聞き出したところによれば――ベースキャンプで保管されていた希少な書物を譲れ、と調査団が言い出したのをきっかけに揉もめ始めたのだという。

　図書館迷宮の奥深くで起こったことなど、すべては闇やみに葬ほうむり去れる。

　彼らは子どもたちの保護よりも、希少な書物を持ち帰るという利益を選んだのだ。

　悔やみきれなかった。

　当時の未熟な自分で、一人で調査団相手に勝てたとは思えない。しかし、その場にいれば、せめて何人かは守れたのではないか。逃がせたのではないか。

　その事件後しばらくは、ウィーゼルはそう考えて自分を責め続けた。

　その日を境に、地上の企業はすべてウィーゼルたちの敵になった。企業の一団と見れば率先して襲い、必要ならば図書館迷宮内の集落を利用することも辞さなかった。協力に応じなかった集落も敵と見なして、処断した。

　やがて地上にたどり着いても、感慨など皆無だった。

　初めて見た地上は、綺き麗れいで、華やかで、きらびやかだった。土でも石でもない道も、天にそびえる四角い建物も、色鮮やかな人々の服も、殺し合いのない生活も、ずっと求めてきた夢の世界だったはずなのに。

　それらがすべて、偽にせ物もののように思えた。

『……ここに住む連中が、仲間たちを踏みにじったのか』

　そう呟つぶやいたキングの言葉が、そのときのウィーゼルの――いや、その場にいた全員の気持ちを代弁していた。

　一行は墓標になぞらえて背に十字を背負うことを決めて、再び図書館迷宮へと潜る。

　力を得るために。

　復ふく讐しゆうのために。

　情報収集のために潜伏する役目を負ったウィーゼルを残して。

　図書館迷宮を囲む壁ができた後は、出入りの手引きや強奪品を換金するために地上に持ち出す仲介をしたりもしたが、すべては復讐計画の資金集めのためだった。

　図書館迷宮が活動の中心だったとしても、何かとお金は必要になる。武器や防具は地上製の方が質がいい。地上の店で出物の書物を発見することもあるし、情報を集めるためのコネを繋つないでおくだけでも物入りなのだ。

　仲間たちを失った場所。

　仲間たちが殺された場所。

　復讐の原点。それが、この場所だった。

「それで、どうだい？　地上は」

「読書魔法を使った犯罪に対する対抗策とかで、条件付きでの銃の保有が合法化された。調査団を出すような企業は、まず間違いなく警備に導入すると思う」

「やはり……。やっかいだな。地上では、強力な飛び道具の数が即、戦力差になる。ただでさえ企業の警備は固いのに」

「それを見越しての『断章』収拾でしょ」

「ん？　……ああ、地上ではそう呼んでいるんだったね。この図書館迷宮を顕けん現げんさせた『異空密儀教典』の欠片かけらを」

　地上で企業の本拠地を襲うのならば、ネックになるのは銃器の存在だった。拳けん銃じゆう程度でも数を揃そろえられ囲まれたらチェックメイト。長距離からの狙そ撃げきまで考えれば、その脅威度は計り知れない。

　それを無力化するためにキングが提案したのが、「図書館迷宮を広げて敵の本拠地を呑のみ込んでしまえ」というものだった。

　そうすれば、攻撃が手から離れる銃器は一いつ切さい無効化できる。あまつさえ、ウィーゼルたちが慣れ親しんだホームグラウンド、この図書館迷宮と同様に活動できるのだ。

　図書館迷宮を顕現させた『異空密儀教典』があれば可能だ、とキングは言った。

　なぜ、キングがそんなことを知っているのか、ウィーゼルは知らない。しかし、訊きく必要などないと思っていた。

　キングが自分以上に自責の念に苛さいなまれてきたことは知っている。同じものを目指していることは明白なのだ。しかも、地上を目指してきた過程で、リーダーであるキングの言葉には従うべき、という信頼の下地ができあがっている。

「もちろん、こっちでも回収は進めている。今では三部ほど手に入れてるのかな。全部揃うまでにはまだまだかかりそうだが。そっちの首尾は？」

「もちろん、上う手まくやった。……でも、この『断章』、少し預けておいてくれないかな」

「……？」

　キングが首を傾かしげる。

「例の学校に、『異空密儀教典』を名乗る女の子が現れたんだ」

「何!?」

「詠唱にも至らない暴発だったけど、空間を切り取るような効果を確認した。そんな書物、そうそうないでしょ？　それに、あの九く条じようの息子と菱ひし谷やの娘とが一緒にいるし、かなり高い確率で本物だと思う。もしやり合うとなると、こっちも強力な魔法が欲しい」

「九条の……へえ」

　面白そうに、キングは笑った。

「それは僥ぎよう倖こうだ。もし本物なら、また一つ欠片が見つかったことになる」

「接触はしてるけど……たぶん、懐かい柔じゆうは難しいよ」

　本人はともかく、その周囲にいる二人とは一度敵対してしまっている。

　交渉を持ちかけたところで、あの二人の印象はよくないだろう。しかし、だからといってあの二人を排除してから、となっては彼女自身の態度が硬化する可能性が高い。

　人化した書物から読書魔法を発動しようとした場合、精神をリンクさせなければならない都合上、信頼関係の構築は必須となる。つまりは、本人の同意が不可欠なのだ。無理矢理拐かどわかすのは決して上策とは言えない。

「ふむ。では、今やっている探索が一段落したら、その『断章のお姫様』を迎えに行くとしよう。それまで、もう少し様子を探っておいてくれないか」

「うん、了解。でも、この『断章』の強奪で手配されてるから、身元が割れるまでしか地上にはいられないけど」

「大丈夫、間に合わせよう。すぐに全員で合流するよ。それまで君が奪った欠片かけらは預けておくけど、無む茶ちやは禁物だ。いいね？」

　うなずきながらも、ウィーゼルは大人おとなしく監視のみをしているつもりはなかった。

　探索から外されていることで、ウィーゼルは出遅れてしまっている。しかも、現在残っている古い仲間の中では、ウィーゼルは唯一、ベースキャンプでの留守番組だったのだ。

　自分の実力を示す、絶好のチャンスだった。特に、あの生意気な新入りには、力の差を見せつけておかなければ。

　――殺すのは下策でも、逆に二人を捕らえて言うことを聞かせる手だってある。

　次に会うときには、どういう形であれ彼女を手元に置いておく。そう、心に決めていた。



    

  
    
      


第四章　未知の階層へ





　週末までの何日かで、イクミは遭遇ごとに一匹以上のネズミを仕留められるくらいには槍やりの腕を上げていた。もちろん、刻こく馬まや美み々み子こにフォローされながらのことではあるが、イクミのやる気と努力は着実に成果を見せている。

　練習の期間がたったの数日であることを考えれば、文句のつけようがない上達ぶりだと刻馬は考えていた。

　少なくとも、自分の身くらいは守れるだろう。戦力としてプラスになるかどうかはさておき、そう大きなマイナスにはならない。

　そう判断して、刻馬は決断を下した。

　いよいよ、土日を使って地下六階以降の探索を開始しようと決めたのだ。

　腰を据えて探索するため、泊まりも覚悟で食料なども持ち込む。必然的に、荷物も多くなる。刻馬はもちろん、美々子もイクミもリュックサックを背負っての探索行だ。

「さて、ここから先は俺おれたちも初めてだ。イクミ、覚悟はいいか？」

　地下六階の、七階へ下る碑ひの前で、刻馬は訊きいた。ここまでは、一、二階と同様の板張りの床に書庫と本の山が織りなす古びた図書館のような迷宮だ。

「も、もちろんだとも」

　緊張気味に、イクミはゴス調女王様スタイルの胸を張った。震えているように見えるのは、武者震いということにしておいてやろう、と刻こく馬まは苦笑する。

「ふふ、大丈夫ですよ。わたくしたちは初めてですが、何も人跡未踏というわけではありませんから。学生でも行き来している人たちはいますし、商売目的の人たちや企業の調査団なんかも時折立ち入っているそうです」

「そうなのか」

「ええ。地下一〇階くらいまでなら、地図も出回っています。どこまで正確かはわかりませんが。一応、手に入るものは買ってきましたけど」

「ま、参考程度にはなるか」

「はい。最終的にはやっぱり、自分たちの目で確認するべきだとは思いますが」

「だな。じゃあ、行くか」

　これまでのように、美み々み子こが先へ進む“〝階段”〟を顕けん現げんさせる。

　それに飛び込んだ先には――森が広がっていた。目の前にそびえる見事な大樹の群れ。木々の根元には無数の本が溢あふれており、蔦つたに覆われ苔こけ生むした書架が木々とともに不規則に並んでいた。言うまでもなく、地面は土だ。

　見上げれば、枝の隙すき間まから青い空が覗のぞいている。

　森とはいえ暗い印象はなく、むしろそこここを照らす木漏れ日が爽さわやかでさえあった。これまでの古い建物めいた薄暗い迷宮に比べれば、比較にならないほど明るい。

「話には聞いてたが……本当に森だな。見ろよ、あの木。幹に刻印がある」

「ふむ、よく見ればどの木にも刻印があるな。では、この辺の木は全部、元は書物だったのか。木からも読書魔法が発動できるのか？」

「理論上はな。木が同意してくれれば、だが」

「ふうむ、さすがに木が相手では難しいか。……それにしても、森でも書架や本は山ほどあるのだな」

「そうですね。さすが図書館迷宮といったところでしょうか」

　言いつつ、美々子は“〝羅針盤コンパス”〟を顕現させて方位を確認した。そして、ノートを開いて六階への碑ひの向きと方位を書き込んでいく。

　そして購入してきたという地図を開いて、

「こちらの方向へ進むと川があるそうです」

「川？　図書館なのに、川が？」

　不思議そうに、イクミが聞き返す。

「ええ。地図にはそう書いてあります」

「まあ、木や土があるんだから、水があっても驚くほどじゃないだろ。図書館ってのも人間がつけた名前だし、何より異次元だからな」

「さらに、その川の近くに集落があるそうです」

「集落!?」

　イクミが驚いて大きな声を上げた。

「いや、そりゃ村の一個や二個はあるって。ここで人化する書物だってたくさんいるんだから。ってか、地上で人化したお前は少数派なんだぜ」

「むう。いや、確かに言われてみればその通りだが……どうにも、迷宮に人が住んでいるというのが想像しづらくてな」

　無理もない、と刻こく馬まは思う。イクミにとって、図書館迷宮は死の恐怖を感じた場所であり、血ち腥なまぐさい戦いの場であり、自らを高める訓練の場だったのだ。生活という言葉とは縁遠い。

「とにかく、その集落を目指そう。俺おれたちの目的は黒マントの追跡だからな。闇やみ雲くもに捜し回るよりは情報を集めたい」

「はい」

　さも従うのが当然という顔で、美み々み子こはうなずいた。

「うむ、私も異論はない。泊まり覚悟とはいえ、どうせなら野宿よりは人のいるところの方が安心できる」

「では、こちらの方向ですね」

　三人は森のような迷宮を歩き始めたが、これまでの階層のようにスムーズにはいかない。購入した地図を頼りに歩きつつも、少し進んでは立ち止まり、進んできた行程を美々子がノートに書き込む。その繰り返しだ。

　そして、狼おおかみのような獣を追い払ったり、リスのような小動物に目を奪われたりしながら地図を作りつつ進むこと二時間。

「本当に川なのだな」

　イクミが言うように、たどり着いた川は、幅が三メートルほどの清流だった。深さは二〇センチほどで、太い丸木が一本渡してある。哀れというか、残念というか、水没してしまっている本も多数あった。

「見ろ！　魚がいる！　あの魚も変化した書物なのだろうか？」

　川を覗のぞき込むイクミに、

「いや、違うな。刻印がない。ほら、あれを見ろ」

　刻馬は上流の方を指さした。

　木々の間、その指が指し示す先には、木の根元に開かれた状態で放置された書物があった。その書物から、この清流は滔とう々とうと流れ出していたのだった。

「……どういうことだ？　まさか、読書魔法……？」

「一説には、迷宮自体が書物使いの役割を担っているのではないかと言われています。ときどきあるんだそうですよ、こういうスポットが」

「では、この魚も読書魔法の効果なのか」

「かもしれない。でなければ、第二世代以降か」

「第二世代？」

　イクミが首を傾かしげる。

「あ、イクミさんはまだ知らなかったんですね。書物同士が恋をして子どもが生まれたら、その子どもは書物じゃないんですよ。刻印はどこにもないんです。書物と人間でも同じです。書物としての性質を持つのは、書物から人化した一代限りなんです」

　イクミがそうであったように、大半の書物は成長した姿で人化する。中には人化して一週間で恋に落ちる者もいる。図書館迷宮が顕けん現げんして一六年。それだけの時間があれば、データとして信用できるくらいの数の子どもは生まれてくる。

「そうなのか。……よくわからないが」

「まあ、あんまり深く考えるな。細かく突っ込まれるとやりにくい話になるから」

「さあ、村まであと少しですよ」

　丸木の橋を渡って少し奥へ歩み入ったところで、

「止まりな」

　という、女性の声が飛んできた。ややハスキーなその声は、語気も強い。

　言葉に従って歩みを止めた刻こく馬またちの前に、木の陰から声の主ぬしが姿を現した。

　緩やかに波打つ金色の髪。胴体は胸と腰を申し訳程度に覆っているだけながら、腕は二の腕まで、脚は膝ひざ上までをガッチリ固めている銀色の鎧よろい。大きく開いた胸元の谷間こそ女性らしい柔らかそうな質感だが、剥むき出しの腹部は対照的にガチガチの筋肉質で引き締まりまくっている。おへその右側、脇わき腹ばらに書物である証あかしの刻印。

　手にしているのは長い柄に三日月型の刃を取りつけた斧おの――バルディッシュ。その武器自体がかなり好戦的な印象だが、鋭い眼差しを放つ目と不敵に笑う口元がそれを一段と強調していた。年齢は、刻馬たちとそう変わらないように見える。

「見ない顔だが……書物使いだね？　その服は学生かい」

「ああ。地上から来た」

　刻馬は素直に答えた。村が近いのだから、その関係者だろうと踏んでの対応だった。

「むう。これは……」

　イクミが、遠慮も何もなしに斧の女の子の胸元をマジマジと見て、次に美み々み子この胸へと目を向けた。

「どっちが大きいだろうか」

「お前なあ……」

　刻馬は困ったように頭を掻かいて、斧の女の子から視線を逸そらした。こうもはっきり話題に上ってしまっては、いかに刻馬でも直視はしづらい。

　美々子は大きく溜ため息をついて、

「……イクミさん。そういうことを思うなとは言いませんが、あまり口には出さないで下さいね？　この間から、ちょっとそういう発言が多すぎますよ」

「ん？　なぜだ？」

「なぜって……人によっては、そういう話題は嫌がりますから」

「ふむ、そういうものか」

　イクミは斧おのの女の子に、

「貴様は嫌か？」

　と真顔で訊きいた。

　途端に、斧の女の子は大声で笑い出した。

「あはははは、アンタ、面白いね」

「面白いかどうかは知らないが、貴様も立派なモノをお持ちだ。触ってもいいか？」

「いや、それはちょっと」

「……申し訳ありません。この子、まだ人化して日が浅いので」

「美み々み子こ、なぜ謝る。私は質問しただけではないか。まだ触ったわけではないぞ」

「それはまあ、その通りだね。気にしなくてもいいよ、見られるだけなら困るモンじゃないしね。そこの男も、胸元くらい見たければいくらでも見なよ」

　と、斧の女の子はことさらに誇示するように胸を張る。

「え？　あ、じゃあ遠慮なく」

「刻こく馬ま様！　もう、普段ならともかく、今はイクミさんの教育上のこともあるんですから、少しは自重して下さいませ」

「えー」

「あっはっは。まあ、確かに女の子を二人も連れて、他ほかの女の胸元に目を奪われるってのも感心はしないけどね」

「……そう思うなら、期待感を煽あおるようなことを言わないでくれよ」

　拗すねたように頭を掻かく刻馬にニヤニヤしつつ、斧の女の子は、

「で？　アタシたちの村に用があって来たんだろ？　何の用だい？　商売か、休みたいだけなのか、それとも別の用事があるのか」

「ああ、実は……」

　刻馬が答えようとしたそのとき、

「おーい。交代の時間よ」

　と、斧の女の子の後ろから、同じような格好の赤毛の女の子がやってきた。

「ああ、そうかい。ちょうどよかった、じゃあ、アタシが案内してあげるよ」

「何？　地上の学生？」

「そう。アタシの客人さ」

　交代要員にそう言って、斧の女の子は、刻馬たちに「来な」と手で合図して踵きびすを返した。

　歩きながら、斧の女の子は刻馬たちを振り返って、

「アタシはベルテだ。これでも、村一番の斧の使い手だよ」

　と名乗った。

　刻馬たちもそれぞれ名を告げる。

「イクミっていうのかい。へえ、それにしても細いね。持ってる槍やりみたいにヒョロヒョロじゃないか。そんなんで戦えるのかい？」

「ふん、馬ば鹿かにしてもらっては困る。さっき角の生えた狼おおかみの群れに出くわしたときは、一匹倒して、三匹も追い払ったぞ」

　えっへん、と胸を張るが、

「そんなの、できて当たり前だよ。そっちの……ええと、コクマだっけ？　たいそうな剣を背負ってるけど、アンタはどうだったんだい？」

「俺おれ？　さてな。いちいち数えてねえよ」

「刻こく馬ま様がお斬きりになったのは七匹でした」

「……なんで美み々み子こが数えてるんだよ」

「ふうん。それはなかなか」

「ちなみに、刻馬様の七匹と、わたくしの四匹、イクミさんの一匹と、追い返した三匹で全部でした」

「あはは、守ってもらってるうちは半人前だ。イクミはまだまだ修行が足りないね」

「むう……」

「一応言っとくが、そいつ、初うい陣じんから数日だぜ」

「へえ」

　一転、小馬鹿にしたようなベルテの表情が感心に変わった。

「そりゃすまなかったね。だったらたいしたモンだ」

「だろ？　俺もそう思ってる」

　しかしイクミは少し赤くなった頬ほおを膨らませて、刻馬を睨にらむ。

「……な、なぜ貴様が私の肩を持つのだ」

「は？　なんで肩を持って食ってかかられるんだよ。っつーか、俺はホントのことを言っただけだ」

「大きなお世話だ」

　イクミはぷいっとそっぽを向いてしまった。

「で、その仕留めた狼はどうしたんだい？　ツノオオカミなら毛皮も角も肉も使い道があるから、持ってくれば村で色々交換できるのに」

「……え、そうなのか」

「……え、そうなんですか」

　刻馬と美々子が異口同音に言った。

「そりゃあね。アタシたちの取引は基本的に物々交換だから。まあ、ここは地上に近いから、アンタたちみたいな学生さんの他ほかに商人なんかもちょくちょく来るし、『円』でも交換に応じるヤツは結構いるけどね。アンタらが地上で使うのと少しばかり価値は違うかもしれないけど」

「こんなところでも円が流通してるんですね」

「しかし、ここに商売に来る連中は何を売って何を買うんだ？」

「アタシらが譲ってもらうのは、主に地上の道具だよ。アタシもいくつか持ってる。今も一個……ほら」

　と、ベルテが取り出したのは安っぽいライターだった。

「こいつは簡単に火を点つけられて凄すごく便利だ」

「あー、なるほど」

「あとは医療品だね。地上の薬はとにかくよく効くから。他ほかには砂糖とか塩とか香辛料とか。金属の道具も、地上のはやっぱり質がいいね。この村でも鍛か冶じ屋やをやってるのはいるけど、地上製の武器や鍋なべを欲しがる村人は多いよ」

「なるほどなあ」

「商人がここから持ってくモノは、やっぱ書物が多いねえ。約束があればこっちで喜びそうなモノを見み繕つくろっておいたりもするし、あとさっき話に出たツノオオカミの角とかね。あれは暗がりで発光する性質を持ってるから、上う手まく磨いたりすると綺き麗れいな装飾品になるんだよ。毛皮も綺麗な銀色だからって喜ばれるみたいだし」

「ふうむ、確かに図書館迷宮でしか手に入らないなら地上に持ち帰れば金にはなるか。人間、どこでも商売の種を見つけるモンだな」

「まあ、おかげでアタシらも地上のモノが手に入るからね」

　やがて、丸太を組み合わせただけの簡素な門が見えてきた。その根元にも本が積み上がったりしているのが図書館迷宮ならではだ。

「さあ、ようこそ、アタシの村へ。狭い村だけどね。ええと、そういや何しにきたとか、まだ訊きいてなかったね」

「うむ、私たちは黒マントを捜しているのだ」

「黒マント？」

「あー、まあ、なんていうか……情報収集をしにきたというか」

「ふうん。じゃあ、腰を落ち着けて話を聞くとしようか。アタシが知ってることなら教えてあげるし、そうじゃなくても知ってそうなヤツのところに連れてってあげるよ」

「ありがとうございます」

　ベルテと一緒に門をくぐると、かなり開けた広場があった。その広場を囲むように、書架や木々の間に簡素な丸木小屋が不規則に並んでいる。一見、村と言われてもピンとこない。そのくらい、家々は森の光景に溶け込んで見えた。

　ただ、何人かの男女がその辺に転がっている本を積み上げて椅い子すの代わりに腰をかけてお喋しやべりに花を咲かせていたり、薪まきを戦せん斧ぷで割っていたり、人々の姿が見えるところがこれまでの道々と違っていた。

　ベルテは広場をまっすぐに横切り、一軒のログハウスの入り口に垂らしてあった毛皮をめくった。

「アタシの家だ。入りなよ」

「お邪魔します」

　ベルテの後に続いて入ると、そこは丸木で囲っただけの空間だった。床は地面そのままで、中央に囲い炉ろ裏り……というにはあまりに素っ気ない焚たき火の跡。その真上には梁はりから吊つるされた鉄てつ鍋なべ。梁の脇わきにポッカリ穴が開いているのは排煙用の通気口か。

　囲炉裏というか焚き火跡の周囲には毛皮が敷いてあり、薪まきも積んである。予備なのか収集しているのか、壁にはたくさんのバルディッシュが立てかけてあった。その脇には木製の食器が置かれていたり、何本ものペットボトルが並んでいた。

「……ペットボトルが妙に浮いて見えますね」

「あれは、地上の人たちが使い終わったのをもらうんだよ。アンタたちも持ってきてるだろう？」

　刻こく馬まはうなずいた。探索時、飲料水を持ち歩かないわけにはいかない。頑丈な水筒はもちろん携帯するが、飲み水のすべてを水筒で運ぶわけにはいかない。長丁場を覚悟すれば、ペットボトルの飲料水は何かと重宝するのだ。

「アレは軽いし丈夫だしフタもできるし、川で汲くんだ水を保存するのに便利なんだ」

「なんだかちょくちょく地上のモノが交まじってて、変な感じだな」

「地上から来た人たちはだいたいそう言うね。でも、便利なモノが手に入ったら使うのが道理じゃないか」

「ごもっとも」

「まあ、座りなよ。ご飯くらいご馳ち走そうするから」

　勧められるままに囲炉裏の周りに全員が座ると、ベルテは枯れ枝にライターで火を点つけた。ちょいちょいと薪を動かし、器用に火を熾おこしていく。

「で、捜してる黒マントっていうのは？」

　火の加減を見ながら、ベルテが訊きいた。天井に換気口があるとはいえ、煙が部屋の中に充満し始めている。

「ああ、黒いフード付きのマントを着た、小柄なヤツだ。そのマントの背中には、白い十字があった」

「黒地に白十字のマント……？」

　刻馬の言葉に、ベルテが金色の髪を揺らして顔を上げる。

「知ってるのか？」

「まあ、聞いたことはあるよ。それはきっと、王国同盟だね」

「王国同盟……？」

「そんな名前を名乗って気取っちゃいるが、要するに盗とう賊ぞく団まがいのゴロツキどもさ。何人かの書物使いたちを中心にした、ね」

「そいつらについて、詳しく教えてくれないか」

「そりゃいいけど、詳しくったって、アタシもそんなに細かいことまでは知らないよ」

「それでも、俺おれたちよりは詳しいだろ。俺たちは名前さえ知らなかったんだから」

　ベルテは囲炉裏にかかった鍋のフタを開けて、中身を掻かき回した。獣肉独特の香りが立ち上る。

「ええとね、要するにさ、図書館迷宮で生まれた人間ってのも、結構いるんだよ。知ってるかい？　もっと下層に行けば、地上から逃げてきて図書館迷宮に住み着いた人間たちの集落もあるって話だ」

「図書館迷宮に逃げ込んだ指名手配犯も多い、とは聞いていますけど……」

「あとは第二世代とかね」

「あ。知っているぞ！　書物の子どものことだな」

　イクミは自分が知っている話が出たのが嬉うれしいのか、得意満面で言った。

　刻こく馬まはイクミにうなずいて見せつつ、ベルテに「それで？」と続きを促うながした。

「ああ。……つまり、図書館迷宮のかなり深いところで生まれた子どもたちが、過酷な環境で生き残るために身を寄せ合ったのが最初らしいんだ。そういうところで生き抜いてきた連中だから、一人一人が滅めつ法ぽう強くてね」

「ふうむ。つまり、最強のゴロツキ集団、くらいの認識でＯＫだな？」

「大おお雑ざつ把ぱには、間違ってないだろうね。天災みたいなもんさ」

「天災って……そんなに強いんですか？」

「そりゃあね。腕っ節だけならいざしらず、アタシら書物には読書魔法は使えないからね。その一点だけでも大きすぎるハンディだよ。この村にも将来書物使いになれそうな子どもが何人かいるけど、まだみんな幼いからね」

「……どこも似たような事情なのな。地上でもそんな理由で、公的機関は調査に乗り出せないでいるし」

「まあ、王国同盟は強さを求める傾向が強いみたいだから、こんな浅い階層で暴れ回ったりなんてことはないけどね。地上と取引をしたりはしてるって話だけど……ま、噂うわさではね。アタシも、実際に見たことはないよ」

「でも、わたくしたちが聞いたことさえなかったのはなぜでしょうか？　名の通った一団なら、地上にも噂くらい届きそうなものですが……」

「連中は企業しか狙ねらわないって話だから、学生さんたちにはあんまり縁がないんじゃないのかい？　そうでなくても、活動の範囲はもっともっと深いところだし」

「……つまり、この近辺にはいない、ということなのだな？」

　イクミがつまらなそうに言う。

「そういうことになるだろうね」

「ふむ。やはりもっと先に進む必要がある、か」

　腕を組んで、刻馬は思案した。

　だとしたら先を急ぐべきかもしれないが、ここは六階までのように探索し慣れたエリアではないのだ。刻馬自身、ペースを掴つかみあぐねている。

「私なら大丈夫だぞ！　ツノオオカミにも後れは取らなかったではないか！」

「バカタレ。その慢心が一番危ねえんだよ」

　そんなやりとりに微笑ほほえみながら、ベルテは温まった鍋なべの中身を木製の器によそって、

「まあ、先を急ぐにしても、ここで一度しっかりと休んでいった方がいいんじゃないのかい？　慌てて出て行って野宿することもないだろうさ。ほら、食べなよ。ツノオオカミを煮込んだんだ。肉は硬いけど、いい味が出る」

「何から何まで申し訳ない」

　刻こく馬またちは順に器を受け取った。

「いいっていいって。地上の人間に恩を売っておくと、案外いいことがあるからね。次に来たときにお土産みやげを持ってきてくれたりとか」

　ニッと、ベルテがイタズラっぽく笑う。

「……なるほど。思ったよりしっかりしてやがる」

　苦笑して、刻馬は振る舞われた料理に口をつけた。シンプルな塩味。確かに肉の硬さには辟へき易えきしたが、スープには恐ろしくコクがあった。



　怪け我がはなかったとしても、常に警戒しながらの探索は精神的にも疲労が溜たまる。泊まるというほど大げさではないにしても、安心して仮眠が取れるというだけで刻馬たちにはとてもありがたかった。

　そもそも、この七階では一日通して同じ明るさなので、昼夜という概念が希薄なのだという。村の住人たちも、てんで好き勝手な生活サイクルで日々を過ごしているのだそうだ。だから、泊めてもらうにしても夜を待つ必要はない。

　とはいえ、女性の部屋で眠るのはさすがに気が引ける。

　刻馬は美み々み子ことベルテが料理談義に花を咲かせているのを尻しり目めに家を出た。そして、村の隅の方で枝を広げるひときわ大きな木にもたれて座り込んだ。

　寒いわけでもない。雨が降らないのなら、どこでだって寝られる。まさか村の中にツノオオカミや怪物が入り込んでくることも、そうそうないだろう。

　ふと、手近なところに積んであった書物を一冊、手に取った。広こう辞じ苑えん以上に厚みがあって、枕まくらにするにはちょうどよさそうだった。

「私のことは頑かたくなに読まないと言い張っているのに、その書物は読むのか」

　突然声をかけられて刻馬が顔を上げると、イクミがムスッとした顔で槍やりを手に仁王立ちしていた。

「……いや、枕にちょうどいいかなと思っただけだが。っていうか、何？　お前、読んでほしいのか？」

「べっ、別にそういうわけではない！」

　顔を赤くして、イクミはぷいっと横を向いた。そして、消え入るような声で、

「……そういうわけではないが、本は読まれるためのものだ。読んでもらえないのでは、存在する価値などないではないか……」

　と呟つぶやきながら、不機嫌そうに顔を背けたまま、刻馬の側そばに腰を下ろした。

「でも、九八ページを見られたとかって怒ってたじゃないか」

「あ、当たり前だ！　九八ページは特にそうだが、本の内容というのは、言わば私の内面そのものだ！　誰だれ彼かれ構わず見られていいというものではない！」

「だったら、やっぱり俺おれは読まない方がいいんじゃないのか？」

「え？」

「だってお前、俺のこと嫌いだろ？　軟弱だ軽薄だって散々言われてるし」

「あ、いや……」

　困ったように、イクミはパクパクと口を動かした。何かを言いたいが、言うべき言葉が見つからない。そんなふうに見えた。

　そしてやがて、そっぽを向いて、

「……………………………………別に、嫌いではない」

「へ？」

「す、少なくとも、剣の腕は認めている！　強さに関しては、尊敬もしている！」

「おー、見事に人格とは無関係な部分だな」

　思わず、自じ虐ぎやくめいた苦笑が出てしまっていた。

「そ、それに、何回も守ってくれたことも、こうして探索に付き合ってもらっていることも、感謝している。ほ、本当だぞ。だから……貴様になら、読まれても――」

「そうか。そりゃすまなかった。読まないって決めたのは、全部俺の都合だからなあ」

「何？」

「いや、なんでもない。それより、イクミもちゃんと睡眠は取っておけよ。まだまだ探索は続くんだからな」

「わ、わかっている」

「じゃ、ベルテの小屋に戻れ。俺も、もう寝るから」

「ここで寝るのか？」

「おう。イクミを筆頭に、可愛かわいい女の子が三人もいる部屋じゃドキドキしっぱなしで眠れないしなー」

　言いながら、刻こく馬まは手にしていた書物を枕まくらに、ごろんと横になった。

「まったく、貴様は口を開けばそんなことばかりだ」

　赤い顔で拗すねたように言い、イクミは立ち上がった。そのまま、木の側そばからベルテの小屋に向かって歩いていく。

　――あれ。可愛いって言ったのに怒らなかったな。

　なんとも、妙な違和感だけが残った。
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　ベルテと別れ、村を辞してから二時間弱。

　六階までと違い、地下七階では美み々み子こが地図を片手に先頭に立っている。

「あと三〇分ほどで地下八階への碑ひが見えるはずです」

　何度も自分のノートと買ったという地図を見比べながら、美々子は分かれ道のたびに慎重に進むべき道を選別している。

「八階からは買った地図の信しん憑ぴよう性せいも怪しくなってくるからな。敵も強くなるって話だし、もうちょっとしんどくなるぞ」

　地図係の美々子に代わってしんがりを務める刻こく馬まが、イクミの後ろから言った。

「問題ないな。むしろ腕が鳴る」

　ふふん、とやる気満々に、イクミは胸を張った。

「……だから慢心すんなっつーの」

　そんな会話に重なるように、ミシミシと低木をなぎ倒すような音が聞こえてきた。

「な、……なんだ？」

「前からですね」

　美々子がささっと地図を仕舞い、書物に手をかけて警戒感をあらわにする。

「ふん。七階に来て戦ったのが狼おおかみだけでは物足りないと思っていたのだ」

「自信を持つのはいいが、縁起でもないこと言うんじゃねえ。大物になんか、出くわさない方がいいに決まってるんだぞ」

　刻馬が前に出て大剣を構えた。イクミも槍やりを構え直す。

　そして。

　前方の茂みからのっしのっしと姿を現したのは、四メートルはあろうかという異形の怪物だった。

　山や羊ぎのような頭。吐き出される荒い息は炎を帯びていて、血走った目は狂気に満ちている。そんな顔でありながら、猫背気味に二本の足で闊かつ歩ぽしてくる。全身を覆う毛は黒く、四本ある腕は丸太より太い。殴られただけで頭くらい簡単に叩たたきつぶされそうだ。

　三人とも、言葉を失っていた。ツノオオカミなどとは格が違うことは、一目見ただけでも明らかだった。

「……こんなサイズの怪物が出るなんて、ベルテさんにも聞いていません」

「当たり前だ。出会ってたらあの姉ちゃんだって無事じゃすまないだろうよ！　どう考えてもレベルが違いすぎる！」

　美々子の言葉が終わるのも待たず、刻馬も叫んでいた。

　巨大な山羊頭の怪物は大きな雄お叫たけびを上げると、三人に向かって猛然とダッシュを開始した。その迫力に、さっきまで自信満々だったはずのイクミの口から「ひい」という声が漏れてしまっていた。

　――怖い。

　その大きさが、口から漏れる炎が、ギラギラ光る目の狂気が、イクミの心を恐怖で満たそうとする。

「……カタログ『魔導器百選』より抜粋。顕けん現げんせよ、“〝携帯用城壁パーソナル・ランバート”〟！」

　美み々み子こが読書魔法を行使しつつ、イクミを庇かばうように前に出た。殴りかかる山や羊ぎ頭の拳こぶしが美々子に迫る。

　が、美々子の少し手前で、拳が止まった。

　空気が震えるように、美々子の目の前で目に見えない何かが拳を叩たたきつけられた衝撃にギィン！　と音を立てる。

　しかし、山羊頭は攻撃の手を休めない。目の前の見えざる壁に、四本の腕を駆使してタコ殴り的ラッシュを狂ったように続けている。炎の荒い息を撒まき散らしながら。

　一撃ごとに美々子の前の障壁が、周囲の空気が、大きく震えるような打撃音が響き渡る。踏ん張る美々子のブーツが、一撃ごとに押されて少しずつ地面を削けずりながら後退している。

　やがて美々子の顔が苦しそうに歪ゆがみ、目の前の空間にピシリとヒビが入った。

「おいおい、マジかよ。なんて馬ば鹿か力だ……」

「か……感心している場合か！　読書魔法を使え！　私を、読むのだ！」

　イクミが刻こく馬まを見つめて叫んだ。あの太い腕は、明らかにイクミの槍やりより広い攻撃範囲を持っている。武器で攻撃を仕掛けるなど、イクミには自殺行為としか思えなかった。

　しかし、

「嫌だね」

　刻馬は山羊頭に向かって大剣を構える。

「馬鹿か！　あれが剣一本で勝てる相手か!?」

「やってみなくちゃわからないだろ」

　一瞬にして、イクミの頭に血が上った。

　刻馬の腕をイクミは信頼している。だからこそ、本気で言っているとは思えなかった。

　つまり、駄々だ。意地なのかプライドなのか、なぜそんなことにこだわるのかはわからないが――刻馬は、読書魔法を使いたくない、という一心でワガママを言っているのだ。

　そう感じたからこそ、イクミは腹が立った。

　読書魔法を使いたがらない、刻馬の都合。それがなんなのか、イクミは知らない。

　しかし、危険だ危険だと、散々偉そうに自分に言っていたのはなんだったのだ。危険を回避するために、慎重に立ち回ってきたのはなんのためだったのだ。

　思わず、イクミは刻馬の胸ぐらを掴つかんでいた。

「この、分からず屋の意地っ張りめッ！　私が言い出した探索だ、私が死ぬのは仕方ないかもしれない。でも、そのつまらない意地で、美々子まで死ぬかもしれないのだぞッ！」

「……」

「わかっているのだろう。この状況を打開できる手など、他ほかにあるものかッ！　使わせてやると言っているのだ、美々子を守りたければさっさとやれッ！」

　刻馬がイクミから目を逸そらす。

　美々子の障壁のヒビは、ますます大きく広がっていた。あと何秒保もつだろうか。

　それを一いち瞥べつして、面白くなさそうに唇を噛かんで、そして。

「……わかった。殺すためじゃなく、守るためだというのなら…………………もう誰だれも、死なせるもんか。美み々み子こも、イクミも、あの女の子も」

　と、刻こく馬まは小さく、しかしはっきりと呟つぶやいた。

　――あの女の子？

　イクミは首を傾かしげたものの、そんな場合ではないことをすぐに思い出した。

　よし、とイクミは胸ぐらから手を放し、山や羊ぎ頭に向き直る。刻馬には背を向ける形だった。触れられる、ということには、イクミも抵抗がある。

　――魔法の手順なのだから、仕方がない。

　しかも、自分から使えと言った手前もある。

　理由などない。ただ、触られるときの顔を見せたくなかった。見られたくなかった。

　背後で、剣が鞘さやに収まる音がした。留め具を嵌はめる際の、パチンという音が続いて聞こえてくる。

「すまない」

　背後から、囁ささやくような声で、刻馬は言った。その謝罪は、ごねたことに対するものだろうか、それともこれから太ふと股ももに触れることに対するものだろうか。

　伸びてきた手が、遠慮がちに、太股に――刻印に、触れた。

　平静を装ったつもりのイクミだったが、その瞬間に身体からだがビクッと震えてしまうのを抑えることはできなかった。

　――熱い。

　しかし、熱いのが刻馬の手なのか、自分自身なのか判断がつかなかった。

　美々子に触れられたときとは比較にならないほど、自分の中で魔力が活発化しているのが感じられる。それは高揚感にも似ていて、吐息が漏れそうになった。

　と、それも束の間、こみ上げてきていた魔力が急速に吸い出され始めた。

　どこまでも、どこまでも、際限なく。

　刻馬の右手は、刻印から魔力を奪っていく。

　そして、イクミの身体から噴出した魔力は、二人の周囲に渦巻くようにして光の文字を形づくる。その文字列は、空中を規則正しく駆けながら、何重にも刻馬とイクミを取り巻いていった。

　心の中に、一冊の書物が浮かび上がる。それに刻馬の心が触れたのが、感覚的に理解できた。

　――いよいよ、読まれてしまうのか。私自身が。私そのものが。

　緊張感と、羞しゆう恥ち心しんとが駆け巡る。しかし、それよりも遥はるかに強い期待があった。

　刻馬になら、読まれてもいい。

　それは、本心だった。

　――美々子では、この段階まで到達できなかった。やはり、この男の素養は桁けたが違っている。私の勘は正しかったのだ……！

　それはつまり、刻こく馬まになら自分を使いこなせるということ。

　むしろ、刻馬にこそ読んでほしい。自分を使いこなしてほしい。刻馬が背負った、あの大きな剣のように。自分の性能を、目いっぱい引き出してほしい。

　それは、書物として生まれたイクミの本能のようなものだったのかもしれない。銘めい品ひんだからこそ、自らを使いこなせる名手を求める――そんな感覚。

　と、触れられた手から、何かが伝わってきたような気がした。

　――え？

　おぼろげで、漠然とした、磨すりガラス越しのようなヴィジョン。

　――これは……子ども？　泣いている……？

　その瞬間。

　急速に魔力を吸い上げる勢いが弱まり、空中で渦巻いていた文字群も拡散して消えてしまった。

「な……!?　ど、どうしたのだ。まだ、魔法は……」

　イクミの太ふと股ももから手が離れた。

「……すまん。あんな難解な文章、サッパリ理解できん」

「はあ―――――っ!?」

　魔力そのものは完全に制御されていたので、暴発は起こらない。しかし、言うまでもなく失敗は失敗だった。



    

  
    
      



    

  
    
      「美み々み子こ、逃げるぞ！　上の階まで逃げれば助かる！　ほら、イクミも！　ダッシュで上への碑ひを目指すんだ！」

「わ……わかりました」

　ヒビだらけになった障壁を叩たたき割ろうと、山や羊ぎ頭が大きく腕を振りかぶった。

　その瞬間を見計らって、美々子は身を翻ひるがえす。書物が閉じられた。

　書物が閉じれば、読書魔法の効果は消える。もちろん、目に見えない障壁も。

　山羊頭の豪腕が空を切る。その拍子に、山羊頭はバランスを崩してたたらを踏んだ。

「よし、走れッ！」

　美々子と刻こく馬まが走り出す。

　イクミは号令に従って走り始めつつも、納得がいかない気持ちを爆発させていた。

　覚悟を決めたというのに！

　信頼したというのに！

「きっ、貴様というヤツは――っ！」

「わかってる。文句は後で聞くから、今は逃げることに専念しろッ！」

　背後からは、体勢を立て直したのであろう山羊頭のドスンドスンという足音が追いかけてくる。身体からだが大きい分、一歩の歩幅も大きいのだろう。どんどん近づいてきている気配があった。

　このままでは追いつかれてしまう。

　ふと、少し先、道のすぐ脇わきにうずたかく積まれている本の山が目に入った。

　――本が崩れれば、雪崩なだれを起こすこともある。

　このままでは、いずれ追いつかれるだろう。だが、雪崩を引き起こせれば、山羊頭を呑のみ込んでくれるかもしれない。そうならなくても、大量の本が道を塞ふさいでくれれば、時間を稼げるかもしれない。

「一か八か……！」

　イクミは走りながら槍やりを構え、駆け抜けざまに積まれた本の山を石突きでひっぱたいた。本の山が、揺れる。

　しかし、同時にイクミ自身もバランスを崩していた。このままでは、転んでしまう。転倒してしまえば、雪崩に呑み込まれるだろう。仮にそうならなくても、山羊頭には追いつかれてしまう。いずれにしろ、助からない。

　一瞬でそう判断して、血の気が引いた。

　が。

　転びそうになったイクミの身体が、ひょいと抱きかかえられた。

「え？」

　見上げれば、刻馬に抱きかかえられていた。いわゆる、お姫様抱っこだった。

　そして後ろでは、どどど、と音を立てて本の山が倒壊を始めている。

「グッジョブです、イクミさん！」

　走りながら肩越しに背後を見やって、美み々み子こが叫んだ。

　しかし、イクミにしてみればそれどころではない。

　普段は制服に隠れて見えない胸板の厚さや、大剣を使いこなすべく鍛きたえられた腕の力がイクミを包み込んでいる。

　読書魔法を使おうと体内を魔力が駆け巡っていたときよりも、顔が熱くなっていた。

「はっ、放せっ！　下ろせっ！　自分で走れる！」

「馬ば鹿か、暴れんな！　立ち止まるわけにはいかないことくらい、わかってるだろ！」

「黙れ！　あ、貴様！　変なところを触るな！」

「無む茶ちや言うな！　不可抗力だ――ッ！」

　ぎゃあぎゃあと喚わめき散らしながら、三人は書架と木々の間を走り抜けていく。

　いつしか、背後から迫る足音は聞こえなくなっていた。
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　本の雪崩なだれの後、積もった本の中から姿を現した山や羊ぎ頭を、ウィーゼルは冷めた目で睥へい睨げいしていた。

「……デーモン種といっても、この程度か」

　その言葉を理解したかどうかはさておき、山羊頭はらんらんと光る目でウィーゼルを捉とらえる。そして、刻こく馬またちにそうしたように、雄お叫たけびを上げ四本の豪腕を振り上げてウィーゼルに襲いかかった。

「ボクに逆らおうっていうの？　わざわざ住みやすい浅い階層まで誘導してきてやったのに……この恩知らず！」

　黒地に白十字のマントを翻ひるがえして、ウィーゼルは山羊頭の拳こぶしをひらりとかわした。

　――まあ、いいか。充分すぎる収穫はあったし。

　事前の情報収集は、ウィーゼルにとって習慣のようなものだった。体たい躯くの小さいウィーゼルは、必然的に戦いでは不利になる。身体からだは大きい方がいい。力も体力も、大きい者には敵かなわないのが自然の摂理というモノだ。

　だから、ウィーゼルが生き残るためには、頭を上う手まく使う必要があった。

　真っ正面から戦うのは、絶対に負けない戦力差を確信したときのみ。

　それができなければ、徹底的に相手を研究し、策をめぐらせ、弱点を探す。罠わなを張り、不意を打ち、弱みを握る。

　勝つこととは、負ける戦いをしないこと。それが、図書館迷宮で生き抜くためにウィーゼルが身につけた戦いの鉄則だった。

　――彼らは、異空密儀教典を使えない。

　それは、ウィーゼルに勝利を確信させる情報だった。

　絶対的優位。仮に戦うことになっても、負けはない。

　その事実に、笑みを隠すことができない。

　――彼女を捕らえることができれば、計画はまた一歩前進する。キングも喜ぶだろう。

　親の顔も知らないウィーゼルにとって、キングは敬愛する首領であり、ともに戦ってきた仲間であると同時に、兄のような存在でもあった。勉強や戦い方を教わったこともある。「小さいクセに凶暴だから」と『イタチウイーゼル』という名を与えてくれたのも彼だった。

　もちろん、復ふく讐しゆうの達成はウィーゼルにとっても悲願だ。

　しかし、同時に、兄のような存在であるキングに認められたい、褒ほめられたいという強い衝動があった。

　刃は紋もんはもとより、仲間たちの誰だれよりも、気に入られたい。

　そのために、この絶対的優位は大きな意味を持つ。

「まあ、それがわかっただけで、充分役目は果たしてくれたしね」

　そして、腰のホルスターから、古びた羊皮紙の束、『断章』を抜く。

「さよなら。魔導書『異空密儀教典・断章』より抜粋、顕けん現げんせよ――」

　数秒後には、地下七階の森に静寂が戻っていた。



　　　　　　　　＊



　図書館迷宮、地下六階。

　七階との間を行き来する碑ひの前で、刻こく馬またちは極限まで荒くなった呼吸を整えていた。

　まず、立ち上がったのはイクミだった。結局最後まで刻馬に抱えられていたので、一人だけ呼吸は乱れていない。

　そして、刻馬の前で仁王立ちする。

　口元には引きつっているとはいえ笑みがあったものの、赤い瞳ひとみはまったく笑っていなかった。その細くて白い肩が、怒りに震えている。

「いやその……すまん」

　気まずさに顔を背けながら、刻馬は言った。

　イクミは手にしていた槍やりの石突きを、ガン！　と床に叩たたきつける。

「すまんですむと思っているのか」

　抑え気味の言い方は、逆に底冷えするような恐ろしさを孕はらんでいた。

「いや、待て。もともと、俺おれは読書魔法は使わないって……」

「では、私は触られ損か」

「……そういう言い方はないだろ」

「美み々み子こは読書魔法で強大な敵の攻撃を防ぎ続けた。私は読書魔法を使わせる判断を下したし、逃げる際に本を崩して敵の足止めもした。では、貴様は？」

「一応、転びそうになったお前を助けたけどな」

「そもそも、きちんと読書魔法を使えていれば、逃げる必要などなかったワケだが？」

「だから、悪かったって」

「貴様のヘラヘラした謝罪には、誠意が感じられんのだ！」

「まあまあ」

　美み々み子こが声を荒らげるイクミと刻こく馬まの間に割って入る。

「とにかく、全員無事だったんですから、よかったじゃないですか」

「そういう問題ではないだろう！　美々子はこの男に甘すぎる！」

「すみません。でも、まず図書館迷宮を出ましょう。今日はもう探索の継続も無理でしょうし、ここだって一つ間違えば危険なんですから」

「……それもそうか。では、さっさと出ようではないか。早く帰って、吊つるし上げての糾きゆう弾だんを続けるとしよう」

「おいおい、まだ続けんのかよ」

　刻馬が呟つぶやいた瞬間にイクミはキッと振り返り、

「何か言ったか」

　射い貫ぬくような視線とともに冷たく言った。

「いや、何も」

　しばらくは黙っておこう、と刻馬は心に決めた。



    

  
    
      


第五章　女の子を読む方法





　図書館迷宮から出て九く条じよう邸に戻っても、まだ日曜のお昼過ぎくらいだった。

　帰り着くなり糾弾がまた始まるのかと覚悟を決めていた刻馬だったが、イクミは無言のまま自室に籠こもってしまった。

　刻馬としては拍子抜けしつつもホッと安あん堵どをしたわけだが、その理由は夕食の少し前に明らかになった。イクミは姿を現すなり、刻馬の前のテーブルにバン！　と分厚い紙の束を叩たたきつけたのだ。

「貴様には勉強をしてもらうぞ」

「……はい？」

　戸惑う刻馬に、

「書物としての私の文面を、とりあえず必要な部分だけ書き出したのだ。次こそは不発などということがないようにな」

「いや、ちょっと待て。悪かったとは思ってる。でもな、俺おれは読書魔法は使わないと最初に言っただろう」

「ほう。私の太ふと股ももに触っておいて、まだそんな言い逃れをするのか」

「だから、それは……すまないと思うが」

「それに、使わないというのは別に構わないが、今後も今日のようなことがないとは言いきれまい？　あの化け物が、明日も明後日あさつても地下七階に居座っているかもしれないではないか」

「それは」

「そのたびに逃げるのか？　次も全員が無事に逃げきれるという保証はないぞ。それとも、先に進むのは諦あきらめろというのか？」

「……」

「使わないのと使えないのとでは天と地の差があると思うが、どうだ？」

「…………ああ、そうだな」

「それに頼りきりになるつもりは、私もない。一つの戦法に頼りきるのが危うい、という貴様の言葉の意味も、今は私とて理解しているつもりだ。だが、切り札を持つことはそれ以上に意味があると思う。今日のような危機を打開するためにもな」

「……」

「私は間違っているか？」

「…………いや」

「ならば、私の太ふと股ももを触った分くらいは勉強してもらおう。触り得を許す気はないぞ」

　刻こく馬まは天を仰いで、

「……高くついたモンだなあ」

「いいではないか。貴様はこんな美少女の太股を触れたのだぞ？　男というモノは、女の子の太股には触りたいモノなのだろう？」

「……」

　色々突っ込みたいところではあるが、今の刻馬にはその勇気がない。

「わかったらさっさと始めろ」

　プラチナ色の長い髪を掻かき上げて、イクミは言った。というか、命じた。

「貴様がサボったりせずに普段からきちんと勉強をしていれば、こんなことにはならなかったのだからな」

　幾分か言葉は穏やかになっている。しかし、睨にらみつける赤い瞳ひとみは、逆らうことを許さない、と雄弁に語っていた。

「やれやれ。わかったから、学校とか外で太股に触ったとか言い触らさんでくれよ」

「ん？　なぜだ？」

「決まってるだろ。俺おれが変態扱いされる。特に誠せい十じゆう郎ろうには刺されかねんな」

「……なるほど、それが強制力になるわけか。では、言い触らされたくなかったら、死ぬ気で勉強しろ」

「……」

　しまった、と刻馬が思ったときはもう後の祭りだった。



　図書館語、という言語がある。

　文字どおり、図書館迷宮から発見される本はこの言葉で綴つづられている。

　一方、イクミがそうであったように、人化した書物は日本語を話し、日本語で思考する。

　これもやはり、顕けん現げんした異次元もこちら側の世界の影響を強く受けているからだ、という仮説が有力視されている。

　図書館迷宮が顕現して一六年。たったそれだけの期間で未知の言語が解明されたのは、ひとえに人化した書物たちの協力によるところが大きかった。

　言うまでもなく、この図書館語は書物使いを志す者にとっては必修科目だ。読めなくては、読書魔法は行使できない。刻こく馬またちが通う国立図書館迷宮探索訓練学校でも重要な科目として初等部からカリキュラムに組み込まれている。

　刻馬がイクミとの魔法に失敗した理由に、精神的な拒否反応があったことは間違いない。しかし、最大の要因は、文章そのものの内容が高度だったことと、単純に図書館語の理解が不足していたことだった。

　要するに、イクミが言うように勉強不足だったのである。

　かくして、刻馬の解読作業が始まった。いや、対訳の作成、と言った方が正確かもしれない。一文一文を、いくつもの辞書とにらめっこしながら、日本語に変換していく作業だ。

　気が遠くなりそうだ、とは思うものの、背後ではイクミが槍やりの訓練に使っていた棒を片手に見張っている。それも、夕食の後はずっと。ちょっとトイレに行くにも許可が必要という状態だ。

　地獄だ、と刻馬は思う。

　大嫌いな読書魔法の勉強を、よりにもよって彼女の監視付きでやらされるなんて。

　ずっと、吐き気のようなむかつきがある。

　我慢できないほどではない。今は、まだ。

「なあ、もう遅いぜ？」

　辞書に目を落としたまま、刻馬は背後にそう言ってみた。

　しかし、返事はない。

「……明日は学校もあるんだし、そろそろ寝た方がいいんじゃないのか？　もう日付も変わろうとしてるぞ？」

　やはり、返事はない。

　不審に思って振り返ると、いつの間に座り込んだのか、イクミは壁にもたれて小さな寝息を立てていた。ベルテの家で寝ていたのとまったく同じ格好だ。

「寝るか、男の部屋で。無防備すぎだろ……」

　呆あきれてぼやく刻馬だが、無む垢くな寝顔にはつい視線が引き寄せられてしまう。

　――寝てるときと食べてるときは、あんまりダブらないんだけどなあ。

　と、ドアがコンコン、とノックされた。

「あいよ」

　返事と同時にドアが開く。

「刻こく馬ま様、お飲み物をお持ちしました。お茶やコーヒーだと眠れなくなってしまいそうですし、頭脳労働中は甘いものがいいかと思いましてオレンジジュースにしてみました。イクミさんも、もう遅いですからそろそろお休みに……あら」

　トレイを手に入ってきた美み々み子こが、寝入っているイクミに気づいて苦笑する。

　美々子はまず持ってきたジュースを刻馬が向かっている机にそっと置いた。

「サンキュ。あと、悪いんだがイクミを部屋まで連れて行ってやってくれないか。女の子に力仕事を頼んで申し訳ないが、俺おれがやるとまたぎゃあぎゃあうるさそうだから」

「はい。お任せを」

　美々子はイクミに歩み寄り、……そして刻馬を振り返った。

「お飲み物、要らなかったでしょうか？」

　イクミが寝入った以上、もう勉強も終わりにできる、という意味で言ったのだろう。確かに鬼軍曹が寝てしまった今、刻馬を束縛するものはない。

　――が。

　刻馬はイクミが書き出してきた紙の束をチラリと見やって、

「いや、もうちょっとやるつもりだ。切りのいいところまでな」

　正直、刻馬としてもさっさと切り上げてしまいたい。

　しかし、今度こそは彼女を死なせたくない、というのも刻馬の切なる願いなのだ。イクミが言うように、そのための力を身につける必要があるのもまた事実だった。

「……大丈夫ですか？」

「ああ。大丈夫なようにやるさ」

「……」

　美々子が心配そうに眉まゆをひそめる。

「んな顔すんな」

「はい」

　うなずいて、美々子は肩を貸すようにしてイクミの身体からだを持ち上げた。

「刻馬様も、早くお休み下さいませ」

「おう、言われなくてもな」

　部屋を後にするポニーテールのメイド服を見送って、刻馬はまた机に向き直った。

　もう少し。でも、本当にもう少しで切り上げよう。

　自分が起きている限り、美々子も休もうとはしないだろうから。
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　学校でも、イクミのスパルタぶりは一いつ切さいの容赦がなかった。

　朝礼前の時間はもちろん、昼休み、果ては授業と授業の合間のわずかな時間さえ勉強するように、と命じられている。

　誠せい十じゆう郎ろうや理り瑠るがその姿を見て、目を丸くしていた。

「どうしたの!?　さては偽にせ物もの!?　自主的に勉強する刻こく馬まなんて刻馬じゃないよ！」

「きっと、今日は雪か槍やりが降るの」

「お前ら、俺おれを何だと思ってるんだ……」

　そう刻馬が呟つぶやいた瞬間に、

「コラッ！　誰だれが休んでいいと言ったッ!?」

　イクミから鋭い声が飛んでくる。

「あーはいはい」

「あ、何、そういうプレイ？」

「……？　プレイとはなんだ」

「それはねー、……」

「誠十郎っ！　妙なこと教えんな！」

「だから、貴様は勉強していろと言っている！」

「やってるだろ」

「……つまり、罵ば倒とうされたりいじめられたりして喜ぶ人もいる、ということなの」

「教えんなっつってんだろ！　しかも、俺にそういう趣味はねえッ！」

「で、結局何がどうなってんの？」

　誠十郎が美み々み子こに尋ねる。

「はあ。まあ、色々ありまして」

「それは、全然説明になっていないの」

「この男はな、私の――」

「な、ちょ、イクミ、待てよ！　ちゃんとやってるだろ!?」

「おお、そういえばそんな約束だったな。うむ、たいした理由などないぞ？」

「……何か弱みでも握られたみたいなの」

「刻馬ー、お前何をやったんだー？」

「うるせえ黙れ」

「やれやれ。でもね、イクミさん。罵ののしりたいなら僕に言ってくれればいいのに。不肖、この梶かじ原わら誠十郎、イクミさんのためならドＭにだってなれる！　いくら罵ってくれてもいいよ！　むしろ罵って！」

　誠十郎のアレな発言に、美々子と理瑠が白い目を向ける。

「梶原さん、それはさすがに……」

「……真性の変態なの」

「貴様、変態なのか。ええい、寄るな変態！」

「あ、あれえ……？」

「……でも、弱みを握られてどうして勉強なの？」

　可愛かわいらしく小首を傾かしげながら、それでも抑揚の薄い口調で理り瑠るが訊きいた。

「この男のサボりっぷりは、見ていてイライラするのだ」

　イクミにしては上う手まい方便だ、と思った刻こく馬まだったが、数秒後、たぶんそれも本音なんだろうな、と思い直して自じ嘲ちようした。

「身もフタもないよな。まあ、自業自得だけど。ってか、刻馬、そこまでガッチリ絶対服従って、ホントに何をやったの？」

「別に、なんでもねえよ」

　ふてくされたように言って、刻馬は誠せい十じゆう郎ろうたちに背を向けて辞書を開いた。

　まったく、うるさくてかなわない。イクミに言われるまでもなく、授業が始まるまでにもう少し進めておきたいというのに。

　そんな文句を呑のみ込んで、刻馬は寝不足気味の目をこすった。
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　初日は、まだなんとかなった。

　二日目となると、授業中に睡魔に襲われ、叱しかられる回数が増えた。

　三日目には、最初から授業は諦あきらめて、ずっとサボって屋上で寝ていた。が、ロクに眠れはしなかった。

　そのくらい、刻馬は夜には悪い夢ばかりを見た。夢では決まって、あの女の子を焼き殺してしまう。何度かトイレまで走って吐いたりもした。イクミはともかく、美み々み子こには気づかれているだろう。

　当然のように、集中力もガタ落ちだった。

「やる気がないのか、貴様は！」

　その三日目の夜に、ついにイクミの怒りは爆発した。しろと言い渡した作業のペースは落ち、真面目まじめにやれと言っていた授業さえ今まで以上にサボり始めたのだ。もはや、イクミには馬ば鹿かにしているとしか思えなかったのだろう。

「探索も、ずっと止まっているのだぞ！　貴様のためにな！」

「……わかってるよ」

「いいや、わかっていない！」

「イクミさん、少し落ち着いて下さい」

　見かねて、美々子が制止をかける。

「これが落ち着いていられるものか！」

　しかし、美々子は、

「いいえ、落ち着いて下さい。とりあえず、お風ふ呂ろにでも入りましょう。ね？」

「そんな場合ではない！」

「イクミさん。あんまり聞き分けがないと、この家から叩たたき出しますよ」

　凄すごんだわけでもない。声を荒らげたわけでもない。しかし、逆にトーンが変わらない分、その声には言いしれぬ迫力があった。

「う……」

「さあ、一度お風ふ呂ろに入ってクールダウンしましょう。いいですね？」

「あ、ああ」

　完全に気け圧おされたまま、イクミは美み々み子こに手を引かれ、お風呂場へと連行されてしまったのだった。



　向かい合って二人で浴よく槽そうに入ると、お湯が滝のように流れ落ちた。

　美々子の胸は相変わらず見み応ごたえがあるが、さすがに眺めたり触ったりという雰囲気ではなかった。

「いいですか、イクミさん。こうしてお風呂に入れるのも、個室が一部屋あてがわれているのも、温かいベッドで眠れるのも、全部刻こく馬ま様のご厚意なのですよ。わたくしたちは居候なんですから、そのことはわきまえて下さい。まあ、刻馬様はそんなことで恩を着せようとする人ではありませんが」

「……それはわかっている。でも、アイツが悪いのだ。真面目まじめにやらないから」

「いいえ、それは違います。刻馬様は真面目に取り組んでおいでですよ」

「では、あの体たらくはなんだ!?」

　ばしゃん！　と、思わずイクミはお風呂の水面を叩たたいていた。

　刻馬になら、読まれてもいいと。むしろ読んでほしいと。刻馬なら、自分を使いこなしてくれると。

　そうまで思ったというのに。

　悔しかった。

　裏切られたような気がした。

　声を荒らげるイクミに、少し困ったような顔をして、美々子は溜ため息をつく。

「一つお訊ききしますが、刻馬様があれだけ剣の腕が立つのは、どうしてだと思いますか」

「何……？　それは、きっと才能でもあったのだろう」

　一度は尊敬までした剣である。しかし今のイクミには、あのヘラヘラした男が真面目に取り組んだとは思えなくなっていた。

「才能？　馬ば鹿かを言ってはいけません。大剣は扱いが難しいのですよ？　両手持ちの大きな剣は、その重量ゆえに、どうしても振りが鈍重になります。普通にやっては片手剣に絶対に勝てません。必ず先手を取られ、そして先に一度斬きられれば負けてしまうでしょう。それが致命的な一撃でなかったとしても、例えば腕に傷を負えば、もう重い剣は振るえません。脚に傷を負えば、踏み込むことができなくなります」

「む……」

「刻馬様は突きを多用することで速度を補っておられます。それは、貴女あなたも気づいたでしょう？　でも、同じ突くにしても、槍やりの方がよほど使い勝手がいいのが実情です。大剣は重心のバランスがメチャクチャですからね。

　大剣の強みは片手剣よりリーチが長いことですが、それでも槍には及びません。

　速度では他ほかの剣に劣り、長さでは槍に劣る。威力こそ高いですが、完全武装の鎧よろい武者が相手でもない限り、その威力も必要ありません。

　力任せの武器のように見えるかもしれませんが、実は大剣は高度な技術と卓越した先読み、ギリギリの駆け引きに動じない胆力、そうしたものを兼ね備えなければ使いこなすことができない武器なのです。努力もなしに才能だけで扱える代物ではありません」

「……では、多少なり努力をしたのだろう。そういえば本人も言っていたな、モテたいから剣の腕を磨いた、と」

　しかし、イクミの推測に、美み々み子こは首を横に振った。

「多少？　いいえ、刻こく馬ま様は、今の貴女あなたより何倍も努力をなさったと思いますよ。白兵戦のみとはいえ、学年トップをずっと維持しておられるんですから。……もっとも、刻馬様はわたくしにさえ努力を見せたがらないのですが」

「……見せたがらないのは、動機が不純だからだろう」

　湯船に下唇ギリギリまでアゴを沈めて、イクミは唇を尖とがらせた。プラチナ色の髪が湯船の水面に広がる。

　美々子のように髪をタオルでまとめるのは、窮きゆう屈くつで好きにはなれなかった。

「不純、ですか。……まあ、ある意味それは正しいかもしれません。何しろ、刻馬様は読書魔法に頼らなくても探索ができるように、と鍛たん錬れんを続けていらっしゃるのですから」

「……え？」

「それほど、刻馬様にとって読書魔法は忌き避ひすべきものなのです」

「……なぜ」

「新しい技術が発見されれば、研究が行われるものです。貴女が気づいたように、国の研究機関でも刻馬様の魔法への適性の高さに気づきました。結果、刻馬様は読書魔法の研究対象として協力を要請されたのです。

　断ることなど許されませんでした。療養という名目にはなっていますが、わたくしの両親や刻馬様のお母様は人質に取られているも同然なのですから。

　その研究所でどんなことがあったのかは、刻馬様は今も話して下さいません。でも、研究に協力した結果、刻馬様は悪夢にうなされるようになり、研究から解放されても読書魔法そのものにも激しい拒否反応を示すようになりました。何年も経たって、今はようやく落ち着きましたが、それでも、わたくしのように事情を知っている人間が気を遣わないようにと、ことさらにおどけて、明るく振る舞っておいでなのですよ」

　ふと、イクミは読書魔法が失敗したあのときに垣かい間ま見みたヴィジョンを思い出した。

　もしかしてあれは、あの泣いていた子どもは、幼い頃ころの刻馬だったのだろうか。

「……しかし、だったら図書館迷宮とも読書魔法とも関係がない道に進めばいいではないか。それが、どうしてあんな学校に」

「言ったでしょう、人質を取られていると。国は刻こく馬ま様の適性を知っているんです。他ほかの道へ進むことなんて、許してはくれません。まあ、表向きは堂々と強要などはしてきませんが、他のどの学校も願書さえ受けつけてくれなかったそうです」

「……そんな」

「ねえ、イクミさん。先ほども申し上げましたが、刻馬様は行く当てのないイクミさんに住む場所を提供し、食事を振る舞うだけでなく、貴女あなたのお願いを聞いて探索にまで協力されています。それは、放ほうっておけば無む茶ちやをしそうな貴女を心配なさってのことなのですよ。なのに、貴女はそこまでして下さっている刻馬様の古傷を抉えぐり、苦しめるようなことばかりしているのです」

「う……」

「はっきり言いましょう。イクミさん、貴女、何様ですか？」

　美み々み子こは、いつもの穏やかな笑顔のままだ。口調も、いつものまま。

　しかし、言葉の端々に刺すような鋭さがあった。

　怒っているのだ。それが、イクミにも明確に理解できた。

「そ、それは――し、知らなかったのだ……。そんな……」

「知らなければ何をしてもいいんですか？　どんなに相手を傷つけても許されると？」

「…………」

　言葉が見つからない。

　不意に、美々子が立ち上がった。ざばあ、と浴よく槽そうの中のお湯が波を打つ。

　服や下着で押さえられていない豊かな胸は、美々子が湯船から出ようとしただけで大きく震えた。

「少し、長話がすぎました。イクミさんも、のぼせないうちに出て下さいね」

　そう言い残して、美々子は浴室から出て行った。

「…………………………知らなかったのだ」

　呟つぶやいて、一人、浴槽の中でうつむく。

　何一つ、言い返せなかった。弁明さえ、できない。

　考えてみれば、幼おさな馴な染じみの美々子でさえ、家のことを一手に引き受けて働いているではないか。まあ、好きでやっている感はあるが……。

　なのに、自分は厚意に甘えるだけ甘えて、それが当たり前であるかのように錯覚し、自分の都合だけを押しつけていた。

　自分の一部を、『断章』を見つけたい。それはイクミだけの都合で、刻馬も美々子も命をかける必要などないというのに。

　それなのに。

　――馬ば鹿かだ、私は。

　自分自身が嫌になる。

　――美み々み子こに嫌われた。アイツにも、きっと嫌われていることだろう。

　そう考えて、そして、誰だれかを傷つけたことより、嫌われたことが辛つらくて落ち込んでいる自分に気づいて――イクミは、また自分が嫌になった。
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　背後でドアが開く。

　すわ鬼軍曹のご帰還かと刻こく馬まは身を竦すくませたが、いつにもまして静かなことに首を傾かしげた。一瞬美々子かとも思ったが、だとしたらノックも一言もないのはむしろ不自然だ。

　振り返ると、そこにいたのはやはりイクミだった。

　が、もはや鬼軍曹の気迫はどこにも見当たらない。それどころか、イクミは力なくうなだれていた。

「……何がどうしてどうなった」

　ワケがわからずに刻馬が訊きくと、

「すまなかった」

「はあ？」

「美々子に聞いた。昔のこととか、色々と」

　それで、刻馬はだいたいの事情を理解する。自然と溜ため息が漏れた。

「あのお喋しやべりめ……」

「……もう、無理に勉強しろなどとは言わない。もし辛つらいのであれば、この探索から降りてもらっても構わない」

「……」

「ただ、この家には置いてもらえないだろうか。せめて、何か償つぐないをしたい。もし必要なら、美々子のように何か仕事をする。どんな条件でも、言ってくれ」

「ずいぶん厳しく言われたみたいだな」

「厳しく……？　いや、違う。美々子は事実を教えてくれただけだ。私は、自分の愚かさ加減が恥ずかしくなったのだ……」

「やれやれ」

　刻馬は、また大きく溜め息をついた。

　降りるわけにはいかない。まだ、刻馬は彼女の願いを何一つ叶かなえていない。刻馬こそ、何一つ償えていないのだ。

「じゃあ、条件を出そう」

　イクミが身を強こわばらせた。緊張でガチガチになっている。

「槍やりの訓練を続けろ」

「……え」

　意味がわからない、とでもいうように、イクミはポカンと刻馬を見返した。

「俺おれのことなんかにかまけてないで、お前はお前でできることをやれ。次の土日には探索を再開するぞ。地下七階に――あの山や羊ぎ頭に再アタックだ」

「な、何を」

「だから、お前もそれに備えろって言ってるんだ」

「ま、待て！　私は、もう勉強も探索もしなくてもいいと言っているのだぞ！　貴様は私の話を聞いていなかったのか!?」

「こんな中途半端で止められるかよ、カッコ悪わりィ。それに、言ったよな？　俺、可愛かわいい女の子のお願いは断らない主義なんだ」

「な、な、こ、こんなときにまで可愛いとか言うか、この馬ば鹿か！」

「はは、調子が戻ってきたな。やっぱお前はそうじゃないとな」

「どういう意味だッ」

「らしくないだろ。傍若無人なワガママお姫様がそんなしおらしくしていると、こっちまで調子が狂う」

「貴様……！　人が下した手てに出ていれば……ッ！」

「安心しろ。お姫様の自分探しにはとことん付き合ってやるよ。全部見つかるまでな。何か異論があるか？」

「……い、いや」

「よし。じゃあ、明日からお前も訓練再開だ。そうだな……もう実戦も経験したし、いつまでもネズミ相手じゃしょうがないから、美み々み子こに稽けい古この相手をしてもらえ。腕の立つ相手との立ち回りも覚えないとな」

「……でも、美々子は」

　もごもごと、イクミはうつむいて何かを言い淀よどむ。

「美々子がどうした」

「……美々子には、きっと、嫌われてしまった…………」

「ほう」

「だから……美々子には、頼めない……」

　ようやくそれだけ言ったイクミの顔は、今にも泣き出しそうだった。

　――こりゃあ、相当堪こたえてるな。美々子のヤツ、生後一〇日程度のコミュニケーション初心者にどんだけ厳しく言ったんだ……。

　これはさすがに放置しておくわけにはいかないなあ、と思い、刻こく馬まは頭を掻かいて、

「ふうん。で、お前は嫌われたままでいいのか？」

「いいわけがあるか！　でも……」

「じゃあ、どうにかしないとな？」

「……そんな簡単にいくものか」

「なんでだよ。仲直りしたいんだろ？」

　こくり、とイクミは小さくうなずいた。

「だったら、素直にごめんなさいって言ってこい。大丈夫、アイツの心はそんなに狭くないから」

「そ、それで許してもらえるだろうか？」

「今のお前は、美み々み子こがどうして怒ったのか、わかってるんだろ？」

「……わかっている。……と思う」

「じゃあ、たぶん大丈夫だ。不安なら、ありがとうもつけとけ」

「ありがとう……？　なんのありがとうだ？」

「色々、教えてくれたんだろ？　気づかせてくれたんだろ？」

「あ……そうか。うん、そうだな」

「よし、じゃあ行け」

「わかった」

　イクミは素直に部屋を出かけて、振り返った。そして少し照れくさそうに、

「刻こく馬ま。ありがとう」

　虚を衝つかれて、刻馬は一瞬言葉を失った。

「あ――？　それはなんのありがとうだ？」

「……色々だ」

「そうか。……それはそれとして、初めて呼んでくれたな」

「……？」



    

  
    
      



    

  
    
      「俺おれの名前。初めてだろ？　今までは貴様とかばっかりでさ。俺としては、ありがとうよりそっちの方が嬉うれしいかもな？」

　刻こく馬まの指摘に、イクミの照れくさそうな顔がますます赤く染まった。

「つ、つけあがるな！」

　そして、今度こそ部屋から駆け出していく。そのあまりにわかりやすい反応についつい笑ってしまいつつ、

「さて――」

　刻馬はまた机に向かった。

　――ありがとう、か。

　そんなことを、彼女が言うだろうか？

　あの怯おびえた目が。

　あんなふうに、刻馬の名を呼ぶだろうか？

　――いや。

　刻馬は思考を停止させた。

　なんにせよ、今は目の前のことに集中すればいい。やるべきことをやればいいのだ。

　彼女の願いを叶かなえるために。彼女を守るために。
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　リビングで、イクミは洗濯物を畳んでいる美み々み子こを見つけた。お風ふ呂ろに入った後だというのに、エプロンドレスを身につけ、髪もポニーテールにまとめている。隙すきがない。

　イクミはその真ん前に座り込んだ。正座で。

「……どうしたんですか？」

　衣類を畳む手を止めて、不思議そうに美々子が問う。

　緊張気味のイクミに対して、恐ろしいまでに美々子の表情はいつもと変わらない。

　イクミはそんな美々子に、

「ごめんなさい！」

　頭も下げずにまっすぐ目を見て、言った。

「……わたくしに謝っても仕方ないでしょう」

「うむ。だから、刻馬にも謝ってきた」

「そう……ですか」

「それから、あ、ありがとう！」

「……はい？　なんでしょう、その言わされてる感たっぷりのありがとうは。もしかして、刻馬様にそう言うよう言われてきたんですか？」

「確かに言われた。でも、私は私が美々子にありがとうと言いたいから、言ったのだ」

「はあ」

「刻こく馬まは、美み々み子こが言ったように軟弱者ではなかった」

　もう勉強も探索もしなくていいと言ったのに、刻馬はそれを続けると言った。

　それは軟弱者の言葉ではない、とイクミは思う。軽薄な物言いは相変わらずだが、その裏側にはもっと強きよう靱じんな何かがあった。

　刻馬は、強い。そう感じられた。決して剣の腕だけではなく、だ。

　それが今までイクミには見えていなかったし、見ようともしていなかったのだ。

「美々子が教えてくれなければ、私はずっとそれに気づかなかったと思う。……恥ずかしい。私は愚か者だ。美々子は、それを私に教えてくれた。だから、ありがとう」

「そうですか」

　美々子はふう、と小さく溜ため息をついた。

「わたくしはいずれ、今夜のことを後悔するかもしれませんね」

「……後悔？」

「わざわざ貴女あなたに刻馬様の魅力を気づかせたんですから」

「……？」

「でも、貴女には負けませんからね」

「……負けない？　ううむ、やはり美々子は、まだ私を怒っているのだな？」

　イクミは不安そうに、プラチナ色の髪の毛をいじる。その目には、うっすらと涙が溜たまっていた。

「ふふ、そんなことはありませんよ」

「……美々子の言うことは全然わからない。私が嫌いではないのか？」

「本当に嫌いなら、あんなことは言いません。問答無用で叩たたき出します」

「……つまり？」

「もう怒っていませんし、嫌いでもないということです」

「ほ、本当か？」

「ええ」

「じゃあ、じゃあ、またタルタルソースをくれるのだな？　ケーキにも連れて行ってくれるのだな？」

「……こんなときまで食い意地ですか。はいはい、わかりました」

　イクミは一度肩を震わせて、

「み、み、美々子ぉ―――――っ！」

　と、自称九く条じよう家のメイドの豊かすぎる胸に飛び込んだ。

「ええっ!?」

　珍しく、美々子が驚きに表情を崩す。

「わ、私は……美々子が許してくれなかったら、どうしようかと……っ」

　一度安心してしまったことで、緊張の糸が切れてしまっていた。

　どんなに頑張っても、イクミにはボロボロと零こぼれる涙を止めることができなかった。

　エプロンドレスの胸に顔を埋めて、イクミは声を上げて泣き出してしまっていた。

「わたくしこそ、ごめんなさい。少しきつく言いすぎました」

「うああ、うわぁ――――――ん」

「ああ、もう……困りました……。よしよし」

　美み々み子こを困らせていることはわかっていても、嗚お咽えつが止まらなかった。

　それに、なだめようと頭を撫なでてくれているのが心地いい。

　美々子の温ぬくもりが、優しい声が心地いい。

　何より――顔を埋めた胸の柔らかさが、心地いい。

　しばらく泣きじゃくって落ち着いた後、イクミは美々子の胸から顔を上げて、

「やはり美々子のおっぱいは素晴らしい」

「……え」

　美々子が頬ほおを引きつらせたが、イクミはお構いなしにまたその豊かな胸に顔を埋めた。

「安心する。ずっとこうしていたくなる」

「ちょ……」

「美々子に嫌われてしまったら、もう触れなくなるところだった」

「……嫌われていなかったら触っていいなんて言った覚えはありません」

　愕がく然ぜんとした顔で、また目に涙をいっぱい溜ためて、イクミは美々子の顔を見上げた。

「……ああもう、またそんな顔で…………………！」

「どうしてそんな意地悪を言うのだ。触ったって減らないのに」

「どうしてって……。もう、刻こく馬ま様にも触られたことはないのに」

「何？　それはもったいない。是非触らせてあげるべきだ！　きっと刻馬も気に入ってくれるはず！」

「な、ななななな、何を言って……」

「……ん？　美々子、顔が真っ赤だぞ」

「当たり前です！　ああもう！　どう説明したらいいのかしら……」

「……？」

「いいですか、異性と触れあうというのは、軽々しくするべきことではないのですよ。イクミさんも、刻印に触れられるのが嫌だと感じたりしたでしょう？」

「ああ……うむ、確かに。しかし、あれは刻馬が軟弱者だと思っていたからだ。今は悪かったと思っている」

「……では、今なら触れられてもいいと思っているんですか？」

　刻馬に、触られる。

　考えただけで、イクミは顔が熱くなるのを感じた。しかし、なぜ顔が熱くなったのか、イクミには今ひとつ理解できなかった。

　きっと、あの魔力が体中を駆け巡る熱さを思い出しているからだろう、とイクミは勝手に納得する。

「うむ。刻こく馬まこそが私を使うべきだ……が、アレは熱いのだ」

「熱い？　……というか、何か色々問題な気はしますが…………」

「しかし、私と美み々み子こは同性だ。問題ないではないか」

「それはそうですけど……でも、ベルテさんのときにも言ったでしょう？　そういうことを嫌がる人もいるんです」

「そうなのか……。ごめんなさい」

「あ、いえ、わかって下さればいいんですけど」

「うむ。……人間関係は難しい」

　神妙な顔でそう言うイクミに、美々子はくすりと笑って、

「そうですね。人間関係は難しいです。……ところでイクミさん、わたくしからも、ありがとうございます」

「む、何がだ？」

「イクミさんは、わたくしが何年かかってもできなかったことを見事にやって下さいましたから」

　イクミは意味がわからず、首を傾かしげた。

「でも……少し、妬やけますね」

　そう言って微笑ほほえんだ美々子は、ちょっとだけ悔しそうで、寂しそうに見えた。



    

  
    
      


第六章　二人の魔法





　そして、週末がやってきた。

「槍やりの訓練は存分にやったんだよな？」

　図書館迷宮の、サグラダもどきの扉をくぐってすぐのところで、刻馬は訊きいた。

「もちろんだ。伊だ達てに美々子に叩たたきのめされまくったわけではないぞ。ネズミと出くわしたら、すぐにでも成果を見せてやろう」

　例によってゴス調女王様姿に変身したイクミが、自信たっぷりに答える。

「刻馬こそ、準備は万端なのだろうな？」

「んー、ま、なんとかなるだろ。あと、お前は成果を見せなくていいぞ」

「何？」

「ここ一週間、ストレスが溜たまりまくりだったからな。身体からだも動かしてなかったし、ちょっとウォーミングアップさせてもらう」

「ふざけるな。貴様の出番などあるものか」

「おー、言ったな？　よし、じゃあいっちょ競争といくか」

「ふん、望むところだ」

「……刻馬様もイクミさんも、張り切りすぎてお怪け我がなんかなさらないで下さいね」

　いつものように“〝羅針盤コンパス”〟で方位を確認しながら、美み々み子こはそう窘たしなめた。

「わたくしはベルテさんとお約束した『お料理』も持っていますので、中身がグチャグチャになるのも嫌ですし、戦闘はお二人にお任せするつもりでいますが」

　今日の美々子は、前回よりもさらに大きな荷物を背負っている。

　料理談義の果てに、そんな話になっていたらしい。そういえば、今朝は早くから大量の鶏とりの唐揚げを作ったりしていた気がする。

「じゃあ、行くか」

「うむ」

「はい」

　かくして、三人は再び地下七階を目指して進み始めたのだった。



　実際のところ、刻こく馬まはイクミの上達ぶりに舌を巻いていた。

　突きの鋭さはいつぞのへっぴり腰とは比較にならないし、敵を闇やみ雲くもに追いかけることもなくなっている。

　隙すきなく構え、常に有利な間合いを計り、的確な突きでネズミを一撃で仕留めていく。

　突きしか知らない。だからこそ、動きに迷いがない。

　――本人の資質か、やる気の問題か、美々子の指導がよかったのか……。いや、全部が上う手まく噛かみ合った結果だろうな。ってか、俺おれも負けていられねえ！

　対抗するように、刻馬もいつも以上に大剣を振るう腕に力が入る。

　そんな調子で遭遇する敵を駆く逐ちくするものだから、地下六階にある“〝階段”〟までは苦もなくたどり着いてしまった。美々子など、本当に見ているだけですんでしまっている。

「貴様の両手剣の、あの振り回す攻撃はずるい！　まとめて二匹も三匹も始末するなど反則だ！　私は一匹ずつ突いているのだぞ、追いつくはずがないではないか！」

「はっはっは、これが実力の差というものだ」

「おのれ……かくなる上は、私も……」

「おいおい、念のために言っておくけどな、薙なぎ払いながらキッチリ命中させるのは難しいんだぞ？　振りが大きい分、隙だってできるしな」

「むむ……」

「ま、欲張るなって。今は基本をしっかり身につけろ。応用はそのうち教えてやるから」

「むう。……まあしかし、教えてくれるのなら、ありがとう」

「え？」

　突如、ドがつくほど素直にありがとうなどと言われて、刻馬は目を白黒させた。

「ああ、それ以外でも、刻馬には色々ありがとうを言わねばならんな。ふふふ、刻馬、ありがとう！」

　刻馬はこっそりと美々子に、

「……あれはいったいどういう風の吹き回しだ？」

「あ、刻こく馬ま様は勉強にかかりきりでご存じなかったんですね。あれ以来、イクミさんの中で『ありがとう』がマイブームらしくて、ずっとあんな感じなんです」

「あれって……、お前にお説教されたあれか」

「はい」

「……小っちゃい子どもが新しい言葉を覚えて使いたがる、みたいな感じか？」

「はい、恐らく。まあ、連呼されて困る言葉でもありませんし、問題はないかと。そのうち飽きると思いますし」

「なんだかなあ……」

　そんな二人の会話をよそに、当のイクミは、

「刻馬、美み々み子こ！　さあ、早く進もうではないか！」

　と、地下への黒い碑ひをぺたぺたと叩たたいていた。

　そして、いよいよ地下七階へ。

　図書館迷宮の森では、今日も書架や本の山が木漏れ日に照らされている。

「そうだ、今日はツノオオカミを倒したら持っていこう。そうすれば何かと交換してもらえるとベルテが言っていた！　美お味いしいものもあるに違いない。ふふふ、実は今日は、美々子からお弁当用のタルタルソースをもらって持ってきているのだ」

「遠足気分かよ。七階に入ったんだから、もう少し緊張感を持とうぜ」

「む、むう。確かに」

「くすくす。刻馬様、イクミさんは、また刻馬様と一緒に探索できるのが嬉うれしくてはしゃいでいるんですよ。槍やりの訓練中も、今日のことを指折り……」

　美々子の言葉に、イクミの顔が耳まで真っ赤に染まった。

「なっ、み、美々子！　何を言っているのだッ!?」

「ほー。なんだ、可愛かわいいところがあるじゃないか」

　面白がってからかう刻馬に、イクミはますます顔を真っ赤にして、

「ち、違うぞっ!?　そういうことではないのだ！　た、ただ、私はもう探索はできないかもと一度諦あきらめかけたから、そうならなかったから嬉しいのだ！　本当だぞッ！」

「はいはい、では、そういうことにしておきましょうね」

「美々子ッ！　どうしてそういう意地悪を……！」

　意地悪とか言ってる時点で語るに落ちている気がしなくもない刻馬だったが、これ以上いじめても可哀かわい相そうなので突っ込まずにおく。実際、何日か前の落ち込みっぷりを思い出すだに、イクミがまた三人で探索に来られたことを喜んでいる、というのも真実だろう。

「まあ、お前がタルタルソース好きだってことは再確認した。食は重要だからな。好みに合う調味料を持参すること自体は悪いことじゃない」

「そ、そうだ。っていうか、そういう話がどうして変な方向に行くのだ！」

　刻馬はイクミの必死さに苦笑しつつ、

「とにかく、村を目指すぞ。途中で本を雪な崩だれさせたところを通るはず。そこで山や羊ぎ頭の屍し体たいでも見つけられれば安心なんだがな」

　今までより周囲への警戒を注意深く行いながら、三人は進み始めた。

　やがて、その本を崩したポイントに到達するが――そこで刻こく馬またちが見たのは、屍体どころか木々や崩れた本ごと地面を削けずり取ったような、すり鉢状の跡だった。

　その大きさは、直径で二〇メートルほどもあろうか。深さや形を見るに、球の下三分の一といったところだろう。

「なんだ、これは……」

　イクミが穴を覗のぞき込みながら、呟つぶやいた。

「誰だれかがあの山や羊ぎ頭と戦って、その跡ということでしょうか？　だとすれば、威力的に見ても、上位の読書魔法の跡だと思いますが」

　上位の読書魔法とは、すなわちイクミのような人化した書物と書物使いによる読書魔法のことだ。人化したことが、高い魔力を持っている証明でもあるのだ。

「まあ、確かに考えられる可能性ではあるな。企業のチームとかなら、人化した書物を何人か連れてたっておかしくはないし。……でもな」

　刻馬は深刻な顔で、すり鉢状の穴を見つめている。

「これはどんな魔法の跡だろうな。これだけの威力なのに、周囲に何も飛び散っていない。普通の爆発とかなら、砕けた土や木、焼けた本とかが散乱してるもんじゃないか？　それが、爆風の影響は皆無。まるで、空間がざっくりと切り取られたみたいだ」

「……刻馬様。それは、まさか」

「わからんけどな」

　刻馬も美み々み子こも、気づいているかどうかはさておきイクミも、これに近い現象を以前に目の当たりにしている。イクミが人化した、そのすぐ後に。

　あの、内側に収縮するような現象なら、その中心点の位置次第ではこうなるのではないか。特にイクミの――異空密儀教典の内容とにらめっこをしていた刻馬にとって、それは推測でありながら確信に限りなく近かった。

　つまり、この場所で、異空密儀教典の断章か、それに類する書物による読書魔法を使った者がいるのだ。そして、異空密儀教典のようなデタラメに強力な書物がそうそうあるとも思えない。かなりの高確率で『断章』だと見るべきだろう。

　ということは――王国同盟とやらのあの黒マントが、先週の探索以後にここを訪れている可能性は極めて高い。

「急ごう。どうも、イヤな予感がする」

　無言のまま、イクミと美々子もうなずいた。



　　　　　　　　＊



　村の手前にある川の前では、村人たちが総出で丸木を積み上げて壁を造っていた。作業にあたっている者以外にも、武器を手に歩ほ哨しように立つ姿もあちこちに見える。

　全体的に物々しい、ピリピリとした空気が漂っていた。

「何者だッ」

　村人に槍やりを突きつけられて、先頭に立っていた刻こく馬まはホールドアップして見せた。

「ベルテの知り合いだ。刻馬と美み々み子ことイクミが来たと伝え……」

「その必要はないよッ！　コクマ、ミミ、イクミ！　よく来てくれた！」

　村の方から、叫びながらベルテが駆けてきた。波打った金色の髪と、迫力のある胸が申し訳程度のビキニ的な鎧よろいごと揺れている。

「あははッ、神様ってのがいるなら、まだまだこの村も見捨てられたわけじゃないのかもしれないねえ！　こらっ、槍を下ろしな！　失礼なことしてんじゃないよ！」

　ベルテは槍の村人を押しのけて、刻馬の肩をバシバシと叩たたいた。

「痛いてえよ。ってか、こりゃなんの騒ぎだ？　あの山や羊ぎ頭にでも備えてるのか？」

「山羊頭？　なんだい、それは」

「何って……こないだ村を出た後、馬ば鹿かみたいに強い怪物に襲われたんだ。山羊頭で、四本の腕で、炎の息を撒まき散らす巨人に。命からがら逃げ帰ったけどな」

「何を言ってるんだい？　そんな怪物、この森にはいないよ」

「え……？」

「じゃあ、何に対する備えだ、これは」

「アンタたちが捜してた王国同盟さ」

　美々子とイクミが驚いて息を呑のんだ。

　刻馬は――やはりか、と口の中で呟つぶやいた。やはり、来る途中のあの穴は、あの黒マントの仕業だったのだ。『断章』を持った書物使いなど、そうホイホイいてもらっても困る。

「何があったんだ？」

「昨夜、王国同盟の使者が一人でやってきたのさ。協力するか滅ぶか、選べってね」

「協力？」

「アンタたちを売れってさ。来たら捕らえて差し出せって、名指しで言ってきたよ。クジョウコクマ、ヒシヤミミコ、イクミことイクウミツギキョウテンってね」

「え？」

「な……！」

「そりゃビックリだが、一回会っただけの俺おれらのために村総出で徹底抗戦なのか？」

「あはは、まさか。そりゃあ、アタシは反対しただろうけど、アンタらだけのことなら村の総意にはならなかっただろうね」

「つまり？」

「企業の人間は残らず襲えって言うんだ。無む茶ちやな注文だろう？　ここには、もっと下に行った方が稼げるはずなのに、馴な染じみだからってわざわざ寄ってくれる人たちもたくさん来るんだよ。人化して間もない頃ころからの、長い付き合いの友人だってたくさんいる。その人たちの寝首をかけなんて、冗談じゃないよ……！」

「なんという非道な要求だ……！」

「だろう!?　アタシらにだって意地も誇りもあるんだ。そんな要求を呑のむくらいなら、せめて一矢報いてやろうって話し合って決めたのさ」

「……刻こく馬ま様のイヤな予感が当たりましたね。まあ、手遅れになる前でよかったと思うべきなのかもしれませんけど」

「だな。さて、だいたい事情はわかったわけだが、ここで問題になるのは、俺おれたちを名指しで狙ねらう理由だな」

「わたくしの家に来たくらいですから、何か目当てのものがあるのかもしれません」

「だが、なぜイクミの名前まで知っている？」

「あ」

「俺たちをどこかから監視していたという可能性もあるが、イクミが『異空密儀教典』の名を口にしたのは、美み々み子この家が消滅した後と学校だけだ。まさか逃げ出した直後に監視もないだろう。かといって、俺たちの学校はちょっと特殊だ。そうそう忍び込んだりできるものだろうか」

「では、黒マントはわたくしたちの学校に、クラスに立ち入ることができる人物……？」

「少なくとも、俺たちのクラスの誰だれかから話を聞き出せる立場ではあるんだろうな」

「そういえば、初めての探索で出くわしたとき、あの男は同じようなナイフを手にしていた記憶があるが」

「……まさか。小柄な探索者にとってサバイバルナイフはスタンダードな選択ですし、決め手としては弱いと思います」

「だな。ただの憶おく測そくだ。それに、ここに至って探偵ごっこも意味がない」

　疑念をぐっと呑み込んで、刻馬は美々子とイクミに、

「それより、だ。俺は、ベルテたちに協力したいと思う。何か異論はあるか？」

「ない。というか、貴様が言い出さなければ、私が言うつもりだった」

「わたくしが刻馬様のお考えに逆らうとでも？」

「よし」

　と、刻馬はベルテの方へ向き直り、

「……ということだ。共同戦線を張らせてくれ」

「すまないね。正直、助かるよ。相手が書物使いである以上、書物使いがいるといないでは雲うん泥でいの差だからね。巻き込んじまって申し訳ないとは思うけどさ」

「あー、気にしないでくれ。俺たちも捜してた相手だし、向こうもお目当ては俺たちなんだ。こっちはこっちの都合でやってるんだから」

「あ、でしたら、腹ごしらえなんていかがですか？　お約束のお料理、たくさん作ってきましたから。さすがに、村の方全員には行き渡らないかもしれませんけど……」

　美々子は背負った荷物を下ろして、中から大きな包みを取り出した。

　が、それと同時に、

「来た！　ヤツが戻ってきたぞッ！」

　息を切らしながら、村人が走ってくる。

　その後ろから悠然と、小柄な黒マント――ウィーゼルが歩いて近づいてきた。

「ふうん。わざわざ死に急がなくても……って、あれ」

　ウィーゼルは刻こく馬またち三人に気づいて舌打ちをした。

「……ついてないな、ここで鉢合わせしちゃうなんて。最近は探索に出てないみたいだったから、この週末は見送ると思ってたのに」

　ウィーゼルがフードを跳ね上げた。

　現れた顔は三人とも見知った顔だった。ショートボブの髪が揺れる。

「な……なぜ理り瑠るが……!?」

「理瑠さん……どうして……」

「どうして、って訊きかれても、元々そういう立場だったからとしか言えないけど」

　落ち着き払って、理瑠は――ウィーゼルは言った。

　口調こそ違えど、そして眼鏡めがねはかけていないものの、刻馬たちが知っている理瑠と何ら変わらない顔。むしろ、今の方が表情が豊かかもしれない。

「じょ……冗談ですよね？」

　呻うめくように言った美み々み子この顔からは、珍しく笑みが消えてしまっていた。



    

  
    
      



    

  
    
      「美み々み子こちゃんは、冗談でした、って言ったら信じるの？」

「それは……」

「理り瑠る！　馬ば鹿かな真ま似ねはやめろ！　ベルテも、みんなも迷惑しているのだぞ！」

「馬鹿な真似じゃないよ。ボクたちにはボクたちの目的がある。それは、絶対に譲れないものなんだから」

「なぜ俺おれたちを狙ねらう？」

「本命はイクミちゃんなんだけどね。うーん、まあ、もうこの際しょうがないか。ねえ、イクミちゃん、ボクたちに協力してくれないかな。そうしたら、この村には手を出さないって約束するけど」

「……協力だと？」

「そう。イクミちゃんは自分の欠片かけらを集めて完全な形になりたいんでしょ？　喫茶店で言ってたよね。だったら、ボクたちが手伝ってあげるよ。知っての通りボクは『断章』を一つ持っているし、今、仲間たちが下の階層で捜し回ってる。もう三つ見つけたってさ。悪い条件じゃないでしょ」

「む……」

「で、針はり原はら。お前はイクミに何をさせるつもりだ」

「完全な形に戻ったら、一回イクミちゃんの魔法を使わせてほしいだけだよ」

「魔法を……だと？　どんな魔法を、なんのために？」

「知ってるくせに。九く条じようの人間が、知らないはずはないでしょ？　異空間を顕けん現げんさせるんだよ。図書館迷宮を押し広げて、この国を、この世界を覆い尽くすんだ」

「断るッッッッッッ！」

　イクミが、血相を変えて叫んだ。その顔は、人化した夜に何かを思い出したときの、思い出せない記憶に怯おびえていたときと同じ表情をしていた。

「きっ、貴様ッ、それが何を意味するかわかっているのか!?　おそらく、今度は街一つではすまない！　次元の狭はざ間まに呑のみ込まれる者も一〇〇や二〇〇ではすまないぞッ！」

「だから？　ボクらの仲間だって、ゴミのように殺されたよ。何も悪いことはしてないのに。ただ、地上を目指していただけなのに！　なんで殺したって問い詰めたら、ライブラリ・チルドレンなら殺しても犯罪にならない、なんて言いやがった！　その中には、一〇歳に満たない子だってたくさんいたんだッ！」

　ずきり、と、刻こく馬まは心が痛むのを感じた。心臓を鷲わし掴づかみにされた気がした。

　ライブラリ・チルドレンなら殺しても犯罪にならない。

　戸籍がないから。凶悪犯の子どもだから。

　殺された、一〇歳に満たない子ども。

　ぐるぐると、ウィーゼルの言葉と忌いまわしい記憶がエンドレスで回り続ける。

　もしかしたら、あの女の子は理瑠の仲間だったのかもしれない。そんな偶然があるものかと思いながらも、そう考えずにはいられなかった。

「そんな……。で、でも、そんなことは間違っています！　理り瑠るさんのしようとしていることは、理瑠さんのように悲しむ人を増やすだけなんですよ!?」

「相変わらずいい人だね、美み々み子こちゃん。でも、正しいとか間違ってるとか、そんなことは知らない。間違いを認めたら、殺された仲間たちが生き返るの？　時間が巻き戻ってやり直せるの？　だったら今すぐやめるよ。土下座でもなんでもする。でも、そんな奇跡は起こらない。だから、ボクは――ボクたちは、やりたいことをやりたいようにやる」

　ウィーゼルが言いたいことは、刻こく馬まには痛いほどよくわかった。

　人が生き返るのなら。

　過去に戻れるのなら。

　それができたら、どんなに救われるだろう。

「でも……でも、貴様がやろうとしていることは、間違っているのだ……！」

　イクミが、絞り出すように言って槍やりを構えた。

　大剣を抜いて、刻馬もイクミとウィーゼルの間に割って入った。イクミの怯おびえたような辛つらそうな表情を、それでも刻馬は看過するわけにはいかない。

「交渉は終わりだ。イクミはお前らに力を貸さないとさ」

「みたいだね」

　と、ウィーゼルもサバイバルナイフと一冊の書物を同時に抜いた。

「まあ、これも成り行きだし、しかたないか。……だったら、力ずくで従わせるまで！」

　そして、ウィーゼルは抜いた書物を見やり、叫ぶ。

「児童書『ネズミの冒険者たち』より抜粋、顕けん現げんせよ、“〝支配者の眷属ウイーゼル・クラスター”〟ッ！」

　即座に魔法は完成し、ウィーゼルの足元から数百というイタチが溢あふれだした。

　猫より一回り小さいくらいの、足が六本あって尻尾しつぽが二本あるイタチ。それが狂ったようにキイキイと鳴きながら、その圧倒的なまでの数で瞬またたく間に地面を埋め尽くした。そのイタチの群れは、村人たちや刻馬たちの脚に襲いかかる。

「なっ……うわっ」

「痛ッ」

　イタチに脚を噛かまれ、あちこちから悲鳴が上がった。

「あははははッ！」

　左手の書物を開いたまま駆けながら、ウィーゼルは手当たり次第に三人の村人の喉のどを斬きり裂いた。どうと倒れた三人に、イタチが殺さつ到とうする。

　立ちこめる血の臭においに興奮したのか、さらにイタチたちが狂乱し始めた。

「くそっ」

　これ以上やらせまいと、防刃のズボンに噛みつくイタチをぶら下げたまま、刻馬はウィーゼルの前に躍り出た。

　ふん、とその行動を鼻で笑って、ウィーゼルは稲いな妻ずまのように刻馬の懐に飛び込んでくる。

　一歩の距離。ナイフの間合いだ。

　喉のどに向けられた突きを、刻こく馬まは辛うじて大剣で弾はじいた。

　が、続けざまに次の攻撃が来る。ナイフの間合いでは大剣の取り回しは間に合わない。

　喉元を狙ねらってくる攻撃を、刻馬は反射的に身を捻ひねって命中箇所をズラした。切っ先を激しく叩たたきつけられた肩に、熱い痛みが走る。防刃制服は刃は防いでくれても、衝撃までは防いでくれない。

「ってえな、チクショウ！」

　反撃に転じようと刻馬は大剣を握る両手に力を込めて、――しかし、自分を睨にらむウィーゼルの目に、先ほどの言葉が蘇よみがえった。

　――ボクらの仲間だって、ゴミのように殺されたよ。その中には、一〇歳に満たない子だってたくさんいたんだッ！

　刻馬の手が、止まる。

　脇わき腹ばらに、腕に、胸に、立て続けに突きを食らった。痛みが、体中に広がっていく。

　痛みは、その箇所を増やすごとに、その深さを増すごとに、集中力と戦意を奪っていく。

　――もしかしたら、こうなるようにあの女の子が導いたのかもしれない。

　そう、刻馬は思ってしまった。

　イクミが彼女に似ていたのも、自分の欠片かけらを捜したいと探索を始めたのも、すべては彼女がこのために。

　――やはり、俺おれはあの子を殺してしまっていたのだ。だから、憎むべき俺を、仲間の手によって殺させるために……。

　それが彼女の望みなのだろうか。

　それで、彼女は満足するのだろうか。自分が、殺されれば。

　そうなれば、彼女は許してくれるのだろうか。

　――だとすれば。

　刻馬の手から、力が抜けていく。

　大剣は、ドスッと音を立ててイタチだらけの地面に落ちた。



　グルカナイフでイタチを斬きるたびに、ポニーテールの髪と豊かな胸が揺れる。

　近づくイタチに容赦のない斬ざん撃げきを加えつつ、美み々み子こは焦りに唇を噛かんだ。

　刻馬がウィーゼルに、一方的に攻撃されている。まるでサンドバッグのように。

　――武器の相性が最悪な上に、イタチで足まで封じられるなんて……！

　すぐにでも加勢に行きたいが、足元のイタチが邪魔をする。それはどうやらイクミも同様らしく、槍やりを振り回してイタチの群れを牽けん制せいしているのが見えた。

　――せめて、イタチさえどうにかできれば……！

　ふと美々子は、自分の周囲は他ほかに比べてイタチの密度が薄いことに気がついた。

　どうして、と見回せば、持参した料理の包みにかなりのイタチが殺さつ到とうしている。何かの拍子で入れ物のフタが開いてしまったのだろうか。あるいは、わずかに漏れる匂においに反応して、その鋭い歯で容器を壊してしまったのか。

「……！」

　そして、気がつく。イタチたちの原動力が、飢えであることに。

　――だとすれば、大量の食べ物さえ供給できれば、イタチの矛ほこ先さきは変わるはず！

　イタチを迎撃しつつ考えをめぐらせる美み々み子この視界に、やはりバルディッシュの大きさゆえにイタチに苦戦するベルテが目に入った。

　露出度過多な、水着のような甲かつ冑ちゆう。

　――人化した書物の格好は、その書物の特性を反映するはず。では、甲冑姿のベルテさんの特性は……？　甲冑……鎧よろい……おそらく、軍記か英えい雄ゆう譚たん……！

「ベルテさんッ！」

　美々子は叫んでいた。

　見やれば、刻こく馬まの手から大剣が滑り落ちようとしていた。もはや一刻の猶ゆう予よもない。

　――早く、早く刻馬様をお助けしなければ！

「貴女あなたを読ませて下さい！　貴女の魔法、わたくしに使わせて下さいッ！」

「な……ええいこの、くそイタチッ！　……何か思いついたのかい？　構わないよ、勝てる可能性があるならいくらでもやりなッ！」

　美々子はベルテに駆け寄った。駆け寄りながら、左手の革手袋をグルカナイフで斬きり裂いて掌てのひらを露出させる。そして、剥むき出しになった左掌で、ベルテの脇わき腹ばらに触れた。

「……初めてなんだ、優しくしておくれよ？」

　ベルテの軽口に、美々子も思わずくすりと笑ってしまった。

「行きます」

　触れたベルテの脇腹に、刻印に、魔力が集中するのがわかった。ベルテもその魔力の流れを感じているのか、やや顔が上気している。

　そして、ベルテの刻印から、魔力が溢あふれだした。噴出した魔力が、美々子とベルテを取り巻くように空中に文字を形づくっていく。

　――軍記や英雄譚なら、勝利を祝う宴会の描写くらいはあるはず……！　できるだけ盛大な、わたくしのキャパシティ限界までの、食べ物を……！

　斧おのを旗印にした一族の戦いを綴つづった、戦争の記録。それがベルテの内容だった。

　探している記述は――

　心の中に浮かび上がったベルテの書物をめくりながら、美々子は必死に求めている記述を探そうとする。

『城主、一族ヲ労ねぎらイ、猪いのしし二〇ヲ屠ほふリテ是これヲ饗きようス――』

　――ありました！　これなら……これを引き出せれば！

「軍記『斧族三代戦史録』より抜粋！　顕けん現げんせよ、“〝凱旋の宴トライアンプル・フイースト”〟ッ！」

　そして顕現したのは、降り注ぐ料理だった。

　焼いた肉が、蒸した肉が、茹ゆでた肉が、これでもかとドサドサ降り注ぐ。

　イタチの群れは、突如現れた無抵抗の獲物に標的を変更し始めた。全部とは言わないまでも、かなりの数のイタチが降り注ぐ食料に殺さつ到とうする。

「美み々み子こ、よくやったッ！」

　イタチに手を焼いていたイクミが、数が減った足元のイタチを蹴けり飛ばして駆け出した。

「ていやあああああ―――――っ！」

　そして、ウィーゼルに猛然と突きかかる。

　まさに、ウィーゼルが抵抗をやめた刻こく馬まの喉のどに刃やいばを突き立てようとした直前だった。

　ちっ、と舌打ちをして、ウィーゼルが跳び退すさった。

　――間に合った……ッ！

　あまりの安あん堵どに、美々子はへたり込みそうになった。

「刻馬ッ！」

　イクミはウィーゼルを追わず、膝ひざをついた刻馬に駆け寄った。

「そんな手でボクの魔法に対抗するなんて、さすが美々子ちゃん。でも」

　ウィーゼルは左手の書物を閉じて投げ捨てた。同時に、イタチの群れも掻かき消える。

　代わりに、ウィーゼルはわずか数ページの紙の束を、『断章』を腰から引き抜いた。

「知ってるよ。美々子ちゃんも九く条じよう君も、『断章』を――イクミちゃんを使えない」

　ウィーゼルは『断章』の文章に視線を走らせた。

「魔導書『異空密儀教典・断章』より抜粋。顕けん現げんせよ、“〝異空の扉アニヒレイシヨン・スフイア”〟」

　そう唱えたウィーゼルの頭上に、真っ黒い球体が顕現した。

　サッカーボールほどのそれは、徐々に大きさを肥大させている。

　その球体に、美々子は見覚えがあった。自らの家を呑のみ込んだ、あの球体だ。

「美々子ちゃん、イクミちゃんも、武器を捨てて。書物も。従わなければ、この村の住人を一人残らず次元の狭はざ間まに叩たたき落とすよ」

　また、美々子は唇を噛かんだ。

　――せっかく、刻馬様を助けたというのに。

　依然として、事態は好転の兆きざしを見せていなかった。



　――俺おれを殺させたいんじゃなかったのか？

　自分の名を呼び駆け寄ってくるイクミを見ても、刻馬はまだ軽い困惑状態にあった。

「刻馬っ！」

　肩を揺さぶられて、ウィーゼルに突かれた場所が激しく痛んだ。

　顔が歪ゆがみ、呻うめき声が漏れる。

　しかし、その痛みで我に返った。

　見上げれば、黒い球体が直径一〇メートルにまで膨張している。

　――美々子の家を呑み込んだ、アレか。

「魔力が暴れている。あの魔法は、まだ完成していない」

　イクミが、黒い球体を見つめて言った。

「何？」

「刻こく馬ま」

　イクミが視線を、まっすぐに刻馬に向けた。

　その視線に、表情に、恨みや怯おびえなどは一いつ切さいなかった。

「私を、読んでくれ」

　刻馬を見つめる赤い瞳ひとみは、揺るがない。

「それしか対抗する手はない。大丈夫、刻馬にならできる。私はそう信じている」

　あの女の子が、刻馬にそんなことを言うだろうか。信じる、などと。

「……ああ」

　イクミの瞳の迫力に気け圧おされるように、刻馬はうなずいていた。

「頼む。私は、嫌なのだ。どんな理由があろうと、理り瑠るたちに従うわけにはいかない」

「わかった。……君がそれを望むなら」

　イクミはうなずいて、

「痛みが辛つらいなら私にもたれても構わない。刻馬は魔法の発動にすべてを集中させろ」

　と、肩を貸すようにして刻馬を立ち上がらせた。

「すまない」

「私の太ふと股ももに触れるのだ。あんな紙切れごときに負けることは許さんぞ。さあ、刻馬。私を使いこなしてみせろ！」

「ああ」

　イクミの肩を左腕で借りながら、刻馬は一度呼吸を整えた。

「……行くぞ」

「う、うむ」

　掌てのひらをイクミの太股に――刻印に押し当てる。

　柔らかく滑らかな感触の中に、確かに、強く感じる膨大な魔力。

　ぴくり、とイクミが身を震わせた。肩を借りた状態だと、その反応がダイレクトに伝わってくる。

　魔力が、イクミから噴出され始めた。

　美み々み子こがベルテから抽出した文字とは桁けた違いの密度で、量で、十と重え二十重はたえに魔力の文字が刻馬とイクミを包み込んでいく。

　刻馬は、今まで経験したこともないほどの魔力で満たされていくのを感じていた。

　――イクミの魔力は無尽蔵か……!?

　心の中に浮かび上がった書物を、めくる。今度は、しくじるわけにはいかない。

「あ……熱い」

　うわごとのように、甘い吐息のように、イクミが呻うめく。

「……変な声を出すなって。集中が乱れるだろ」

「す、すまない……。でも」

　少し恥ずかしそうに身じろぎして、イクミは口をつぐんだ。

「悪い。もう少しだけ、堪こらえてくれ」

　と、嫌悪感が吐き気と一緒にこみ上げてきた。

　魔法を完成させる感触。それは、忘却の果てにある人殺しの感触。

　脳裏に浮かぶのは、過去の自分。

　椅い子すに拘こう束そくされた自分と、目の前に拘束された彼女――。

　――やっぱり俺おれは、彼女を……。

『彼女って、誰だれ？』

　過去の自分に訊きかれた気がして意識を向けると、幼い自分に軽やかに歩み寄るイクミの姿が見えた。

　――え？

　イクミは優しく微笑ほほえんで、幼い刻こく馬まを抱きしめた。あの女の子は、拘束されたまま刻馬を見つめているのに。

　まるで自分まで抱きしめられているような温かさが、柔らかさが、刻馬をも包む。

　――ああ、そうか。

　イクミは、あの女の子ではない。

　そんな当たり前のことに、刻馬はようやく気がついた。

　もし刻馬の危き惧ぐが真実なら、殺してしまっているのなら……たぶん、彼女に許されることなど、未来永えい劫ごうないのだ。

　――それでも、俺は、守らなければ。彼女……いや、彼女たちを。

　傷つけるためではなく、殺すためではなく。

　浮かんだのはあの野の良ら猫ねこのような怯おびえた目ではなく、「ありがとう」を言ったときのイクミの顔と、穏やかに微笑む美み々み子この顔だった。

　思考がクリアになっていく。脳の処理能力が加速していく。

　いつしか、吐き気は感じなくなっていた。



　熱い。前回以上に。

「あ……熱い」

　自らの魔力に蹂じゆう躙りんされるような感覚に、イクミは思わず声に出して言ってしまっていた。

　それほどの勢いで、イクミの魔力は激しく流出を続けていた。

　――刻馬の素養は、底なしか……!?

　際限なく、刻馬はイクミの魔力を吸い上げていく。もっともっと少ない魔力でさえ、美々子はオーバーフローを起こしたというのに。

　しかし、イクミから流れ出た魔力はすべて刻馬によって制御され、整然と文字を形づくって二人を取り巻いている。

　心に浮かんだイクミの書物が、イクミ自身が、刻こく馬まの手によってめくられていく。

　――ああ、見られてしまう。九八ページのみならず、私のすべてが……。

　事前に内容を勉強させているとはいえ、やはり直接見られるとなれば恥ずかしさを感じずにはいられなかった。

　――くっ……。急いでいるのはわかるが、そ、そんなに荒々しくめくられては……！

　心の中の書物は、言わば剥むき出しの自分自身だ。触れられるだけで、身体からだの芯しんが痺しびれるような何かが全身を貫いていく。

　声が漏れそうになるのを、何度も堪こらえた。変な声は出すなと言われている。

　道具が使用者の集中を乱すなど、論外だ。書物としての――魔導書としての誇りにかけて、刻馬の集中を妨げるわけにはいかない……！

　やがて、また脳裏にヴィジョンが浮かび上がってきた。

　前回よりもハッキリと見えたそれは、やはり泣きじゃくる男の子だった。あどけない顔の目元や口元に、刻馬の面影が見て取れる。

　男の子は、椅い子すに手足を縛りつけられていた。周囲にはアームに固定されたたくさんの書物。まるで機械の一部のように、小さな身体には何本ものコードが繋つながれている。

　何が行われているのか、その光景が何を意味するのか、イクミにはわからなかった。

　ただ、それが非道な行為であることだけは、直感的に理解できた。

　そうでなければ、あんなに泣いたりするはずがない。縛りつけたりするはずがない。

　――可哀かわい相そうに。

　抱きしめてあげたい、と思った。

　あの子を。泣き止やむまで、もう大丈夫だとわかってもらえるまで。

　理屈ではなかった。

　美み々み子こがしてくれたように。

　美々子のように豊かな胸は持っていないけれど、それでも――ほんの少しでも、あの子が楽になるのなら。

　手を、伸ばす。自分自身の、実際の手ではなく、心の中で。

　見えるのだから、触れられるはずだ。刻馬は私の中の書物に触れられるのだから、こちらからだって！

　無理矢理に、遮さえぎる何かをすり抜けた。男の子の頬ほおに、そっと触れる。

　――泣くな。もう、泣く必要などないのだぞ。

　そして、戸惑う男の子を抱きしめた。

　胸の中で泣き続ける男の子の頭を、優しく撫なでる。

　――大丈夫。読書魔法は、辛つらいものではないぞ。なあ、刻馬。貴様が魔法を使うとき、私が側そばにいる。いてあげられるから。

　だから――もう、泣くな。

　やがて、男の子の泣き声が小さくなっていった。まだ泣き止んだわけではない。が、男の子の苦痛がほんの少しだけでも和やわらいだことを、イクミは本能的に感じ取っていた。

　同時に、刻こく馬まの処理能力が跳ね上がるのも。



　そして、二人の魔法が完成した。
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　吸い上げられた莫ばく大だいな魔力が、完全に刻馬の制御下に収まった。

　イクミもそれを感じ取ったのか、閉じていた目を開けた。

　ウィーゼルが魔法を発動してから数秒。すでに黒い球体は、直径四〇メートルを超えるまでになろうとしていた。

「や……やったのだな」

　やや荒い呼吸で、イクミが問う。

　イクミから流れ出た魔力の文字は、なお二人を取り囲んで展開していた。

「おう。待たせたな」

　小さく、笑みを交わす。

「……魔導書『異空密儀教典』より抜粋、顕けん現げんせよ」

　一拍、息を吸い込み、

「「“〝異空の扉アニヒレイシヨン・スフイア”〟―――――っ！」」

　声を揃そろえて、刻馬とイクミは完成させた魔法の名を口にした。

　同じ魔法。

　ウィーゼルが今放とうとしているそれと、まったく同じ魔法。

「……そんな、馬ば鹿かな」

　ウィーゼルが呻うめいた。

　同じ魔法ながら、しかし、規模がまるで違っていた。

　顕現した時点で直径数百メートル。空を覆い尽くすかのような、超巨大な漆黒の球体。

　それが、刻馬とイクミが生み出した魔法の効果だった。

　美み々み子こに扱えなかった、という時点で、同じ『断章』でもイクミは桁けたが違っている。

　ウィーゼルはそのことに思い至るべきだった。しかし、刻馬にもイクミを扱えなかったことをなまじ知ってしまったのが、油断に繋つながったのかもしれない。

　絶対的優位。それこそが、ウィーゼルの敗因だった。

「ありえない……こんなこと、ありえるはずが――」

　刻馬たちの球体が、放たれた。

　動き始めた黒い球体はウィーゼルの魔法をあっさりと呑のみ込み、ウィーゼルのわずか一〇センチの位置に着弾した。

　より正確には、外殻がわずか一〇センチの位置。球の中心はずっと先の森の中だった。

　そして、その球体はほんの何秒か明滅し、消えた。広大な森とともに。

　音もない。爆発も、真空やら何やらが発生して、そこに空気や空間的な何かが流れ込む揺り返しのような作用も、ない。

　ただ、ほんの少し、木々の枝がざわめいただけ。

「ひっ」

　ウィーゼルが、一〇センチ先にぽっかりとできたお椀わん型の穴から逃げるように跳び退のいた。その足元の地面が崩れて、穴の底へと落ちていく。そこにできあがっていたのは、断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきだった。

　直径数百メートルの球体が穿うがっていったその穴は、深さも東京タワーがすっぽりと収まりそうな深さだった。底へと落ちていった土の塊は、もう塵ちりほどの大きさにしか見えない。

　その穴には、崩れた地面や木々、倒れかけた書架だけでなく、川の水も流れ込んでいた。時間が経たてば、広く深い大きな池になるだろう。

　刻こく馬まとイクミの魔法は、地形さえも変えてしまった。

　誰だれもが、その現象に呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

　ベルテも。村人たちも。やった当人であるはずの刻馬とイクミも。断崖の際から跳び退いたウィーゼルさえも、言葉を失っている。

　……いや。

　いち早く駆け出した影があった。美み々み子こだ。言うまでもなく、ウィーゼルに向かって。

　断崖の穴に気を取られていたウィーゼルも反応して身構えようとしたが、間に合わない。

　美々子は、ウィーゼルの左手を蹴けり上げた。その手から、『断章』がパサリと落ちる。

「残念です。お友達だと……思っていたんですよ」

「くっ……そうだね。確かに、まんざらでもなかった」

　ウィーゼルはサバイバルナイフを振るって反撃する。その斬ざん撃げきを、美々子はバックステップでひらりとかわした。

「でしたら！　まだ、まだ間に合います。色々責任は取ることになるでしょうけど、今ならこちら側に……」

「それはないね！」

　美々子が退いた分だけ踏み込んで、ウィーゼルは美々子の喉のどを突こうとした。

　ほんの少し上体を右へずらして、美々子はその一撃をかわす。なびいたポニーテールの尻尾しつぽがサバイバルナイフの刃に触れ、髪の毛の数本が宙に舞った。

「どうして！」

「偽にせ物ものだから」

　言いながら、ウィーゼルはナイフによる突きから流れるようにミドルキックへとコンビネーションを繋つないだ。呻うめきながら、美々子は回避を諦あきらめ腕でその蹴りをガードする。

「ボクたちは、みんな揃そろって地上に……あそこに行きたかったんだ。そうしたら、きっと本物だって思えたんだろうね。でも！　偽物なんだ！　どこを探してもみんながいない世界なんて、ボクは絶ッッッッッ対に認めない！」

「……そう、ですか」

　低く呟つぶやいて、美み々み子こも、グルカナイフを振りかざして反撃を開始した。

　高速の攻防が始まった。

　鉈なたに近い特性を持つグルカナイフの斬ざん撃げきと、サバイバルナイフによる高速の突きの応酬。

　お互いの技量が高いだけに、その戦いは目まぐるしい。書物を読む余裕どころか、抜く隙すきさえも互いに与えない。

「……ボヤッとしてないで、ミミに加勢するんだよッ！」

　ベルテが周囲を叱しつ咤たしながら、バルディッシュを構え直した。

「敵の魔法はコクマたちが打ち破った！　ミミとやり合ってる今なら、そうそう他ほかの読書魔法も使えないよ！　さあ、数を活いかして取り囲むんだ！」

　おおッ、とあちこちから勇ましい声が上がった。

　敵の魔法を打ち破った、という事実は大きい。今までは、読書魔法を一方的に使われるから怯おびえていたのだ。

　それが、今や敵だけのものではない。

　それどころか、圧倒的なまでの火力が味方の側がわにあるのだ。

「ちっ！」

　さすがに多勢に押し包まれてはまずいと感じたのか、ウィーゼルは大きく後ろへ跳んだ。同時に、空あいた左手で予備のサバイバルナイフを抜き、追いすがろうとした美々子に向かって投とう擲てきする。

　図書館迷宮では、手を離れた武器は満足な効果を発揮しない。だから、理屈の上では、美々子はそのナイフを避けるまでもないはずだった。

　が、やはりそこは人間である。

　咄とつ嗟さのことでもあり、美々子の身体からだは反射的にナイフに反応してしまった。

　足を止めて、手にしていたグルカナイフで叩たたき落とす。

　その隙に、ウィーゼルは身を翻ひるがえして走り出していた。

「しまった……！」

　美々子が自分のミスに気づいたときには、もうウィーゼルは茂みに飛び込み、書架や木々の陰に消えてしまっていた。

　追おうとした美々子だったが、

「ミミ、深追いは禁物だよ！」

「でも」

　ベルテは首を横に振って、

「下へ手たに追いかければ、一人ずつ殺されるだけだよ。身を隠しながら行動するのは、向こうの方が上手なんだ。数の利を活かせない戦い方は避けた方がいい」

「俺おれも同感だ」

　イクミに肩を借りたまま、刻こく馬まもベルテの言葉に同意した。

「針はり原はらは『断章』を放ほうり出して逃げ出したんだ。まずは、充分な勝利だろうぜ」

「そうだ！　アイツは尻尾しつぽを巻いて逃げ出した！」

「俺おれたちは勝ったんだ！」

「勝った……やったぞ……！」

　刻馬の言葉に、村人たちからも喜色に満ちた鬨かちどきの声が上がった。

「勝った……ああ、勝ったんだね。アタシたち、村を守ったんだ……」

　ベルテも、感慨深げに勝利を噛かみしめているようだった。

「さあ、この村の英雄たちを囲んで祝杯といこうじゃないか！　もちろん、今度は読書魔法じゃなく本物の肉料理でね！」

　歓声が、刻馬たちを包む。

　結果としては、イタチに噛まれて傷を負った者は多数出たものの、死者は三名のみ。

　村の存亡を賭かけた戦いだったのだ。

　刻馬たちが駆けつけなければ、イタチの群れに翻ほん弄ろうされている間にもっともっと多数の犠牲者が出て、かつ『断章』の力に蹂じゆう躙りんされて、本当に皆殺しにされていたことだろう。

　それを考えれば、充分な勝利どころか、奇跡とも言うべき大勝利だった。



    

  
    
      
エピローグ





　怪け我がを理由に宴席を抜け出し、刻馬は村の隅の木陰に身を横たえた。

　あくびを噛み殺す。

　賑にぎやかなのは嫌いではない。しかし、敵が理り瑠るだったとなれば、一緒になって騒ぐ気にはなれなかった。

　それは美み々み子こも同じだったのだろう。刻馬を追いかけるようにして、村人たちの輪から逃れてやってきた。

「刻馬様、ちょっと失礼いたしますね」

　刻馬の傍かたわらに座るなり、美々子は刻馬の頭を持ち上げ、自分の膝ひざの上に乗せようとした。

「はあっ!?　ちょ、お前、何を……いてて」

　焦って身を起こそうとする刻馬だったが、ウィーゼルに散々突かれた身体からだの痛みに顔をしかめることになる。

「怪け我が人にんなんですから、無駄な抵抗はお止やめ下さいませ」

　顔が熱くなるのを感じつつも、刻馬は美々子のなすがまま、その柔らかい膝の上に頭を預けた。

「……なんなんだ、いったい」

「八つ当たりです。理り瑠るさんのことで色々凹へこんでおりますので」

「なんだそりゃ。どんな八つ当たりだ」

「普段から可愛かわいいだの美人だのと言って下さるのですから、お嫌ではないでしょう？」

「照れくさいんだよ！」

　くすくすと美み々み子こが笑っている。

　自分だけが顔を赤くしているのも癪しやくだ、と刻こく馬まは美々子の顔を見ようとしたが、豊かすぎる胸が邪魔をして膝ひざの上からではよく見えない。そしてその胸を意識してしまったことで、ますます刻馬の顔は熱くなった。

　熱くなった刻馬の額ひたいに、美々子の白い手がそっと触れる。ひんやりとした手の感触は、火ほ照てった顔にとても心地よかった。

　そこへ、イクミも満足げな顔でやってきた。

「なんだ、ご機嫌だな」

「うむ、いいものを触ってきた」

「……そういえば、さっきまでベルテさんを追い回していましたけど……まさか」

「安心しろ、美々子。確かに大きさでは互角だが、総合力では美々子の方が上だ。特に、柔らかさが！」

　ぐっと拳こぶしを握りしめて、評論家然とした真面目まじめな顔でイクミは言うのだった。

「…………お前なあ」

「なんだ。ちゃんとありがとうも言ってきたぞ？」

「もう。後でベルテさんに謝ってきますね……」

「そんなことより、刻馬。美々子の太ふと股ももは柔らかいか？」

　イクミが刻馬の顔を覗のぞき込んで、訊きく。

「な、なんでそんなことを……」

「どうなのだ」

「……いや、まあ、そりゃあな」

「そうか……。美々子は太股も柔らかいのだな」

「……太股も、ねえ」

　膝ひざ枕まくら状態でそんなことを言われては、色々と想像力が働いてしまう。刻馬の顔は、さらに温度を上昇させて赤く染まっていった。

「だが、太股なら私だって……！」

「はあっ？」

「美々子、交代するのだ！　刻馬に私の太股も負けていないことを証明しなければ！」

「なっ……!?」

「お断りします」

「なぜだ!?　美々子、これは真剣勝負なのだぞ！」

「近くで騒いでいては刻馬様がお休みになれませんから、そんな勝負は却下します」

「むう……」

「それより、刻こく馬ま様。お体は大丈夫ですか？」

「あっちこっち痛いてえよ。でも、脳の方が疲れてダウン寸前だ。ただでさえ寝不足だったところに、あんな馬ば鹿かみたいな量の魔力を制御したんだぜ？」

「むむ。私に対する文句か、それは。だいたい、使う刻馬が加減をしないのが悪いのだ。まったく、魔力を根こそぎ持っていっておいて、その言いぐさはなんだ！　それに、扱いが乱暴すぎる！　あんなに激しくめくられたら、私は――」

「しょうがねえだろ、対訳を丸暗記で無理矢理間に合わせたんだから。調整なんて器用なことまでできねえし、こっちだって必死だったんだよ」

「丸暗記……？　あの分量の文章を、ですか!?」

　驚く美み々み子この声に、刻馬はバツ悪そうに「おう」と答える。

「そんなだから、効率よく魔法を使えないのだ。まだまだ勉強が足りないな」

「へいへい、わかってるよ」

　イクミは少し考え込んで、ちょっと顔を赤くして刻馬から視線を逸そらした。

「だ、だがまあ、たった一週間で使えるようになったのだから、それは褒ほめてやるぞ」

「……偉そうだな、おい。っつーか、照れるくらいなら言うなよ」

「う、うるさい黙れッ」

「それよりお前、あれはどうした」

「む。これか」

　イクミは短剣を吊つるベルトに挟んでいた数枚の羊皮紙の束を引き抜いた。

「それ、やっぱりお前の一部なのか？」

「ああ。見ていろ」

　ゆっくりと、イクミはそれを自身の内うち股またに、刻印に近づける。すると、記されていた文字が紙から浮き上がった。まるで意志を持っているかのように、紙面を離れた文字は刻印へするすると吸い込まれていく。

　文字を失った紙は、砕けてイクミの手から砂のようにサラサラとこぼれ落ちた。

「では、やはりイクミさんは……」

「もう疑いようもない、か。やっぱ、この図書館迷宮はお前が顕けん現げんさせたのか？」

　少しためらいがちに、イクミはうなずいた。

「おそらくはな。より正確には、私を使って、と言うべきではあろうが」

「針はり原はらは……いや、王国同盟はそれを知っていた。どうしてだと思う？　お前の記憶に、何か関係ありそうなものはないか？」

　イクミは少し考え込んで、

「王国同盟はわからないが、いくつか思い出せたことはある。例えば、貴様の父親の目的は、純粋に知識の探求だった。図書館迷宮の書物群が目的だったのだろうな」

「で、儀式をやって、失敗しちまったわけか」

「うむ。まさに事故であったわけだ。だがな、その事故、作為的に引き起こされたのではないか、とそのときの私は思ったらしい。失敗するように仕組まれていた、と」

「え……おいおい、マジかよ。いったい誰だれがそんなことを……」

　イクミは申し訳なさそうに首を横に振った。

「たったの数ページでは、さすがにそこまで深くは思い出せないようだ」

「それが本当でしたら、結社のメンバーにそれを企たくらんだ人がいる、ということなのでしょうか……」

「まあ、そう考えるのが妥当なんだろうな。知識的にも物理的にも、結社の外部の人間にそんな細工ができるとは思えないし。さらに言えば、結社にいた人間が王国同盟に関かかわっている可能性も高そうだ。そう考えなければ、ヤツらがイクミについて知っていた説明がつかないからな。

　っていうか、期せずして針はり原はらのおかげでイクミの素性が明らかになってきたわけだが、なあ、イクミ。この先どうする？」

「んー……やはり、私は一つに戻らねばならないと思う。自分で言うのもなんだが、私の魔力は一部分だけでもかなりのものだ。そんな危ないものを、図書館迷宮を広げるなどとぬかす連中に持たせておくわけにはいかない。全部取り返して一つに戻って、きちんと管理するべきだ」

「まあ、それがいいんだろうな。誰にも使わせなければ、事故はもう起こらない」

「うむ、その通りだ。刻こく馬ま以外には使わせない」

「いやいや、そこは例外を設けちゃダメだろ」

「なぜだ？　私を使うのは……読むのは嫌か？」

「そういうことじゃなくてだな……」

「まったく使ってもらえないのも寂しいのだ。それに、刻馬なら大丈夫。刻馬が間違った使い方など、するはずがない」

　そう言って刻馬を見やり、イクミは屈くつ託たくなく笑った。そのまっすぐな視線に照れて顔を背けたかった刻馬だが、美み々み子この膝ひざの上ではそれもままならない。

「いや……まあ、その辺は議論の余地があるとしても、やっぱ王国同盟とは今後も揉もめることになりそうだな。連中はまだ『断章』を持ってるそうだし」

「ごめんなさい。きっと、今回の戦いで、刻馬や美々子も敵だと認識されてしまった。私のわがままで、巻き込んでしまった……」

「いやあ、あながち無関係でもないだろ。親父おやじの結社が背景にありそうなんだし。ま、気にするなよ。もう、イクミだって大事な仲間だからな」

「そうです。お友達をみすみす悪い人に連れて行かせるなんて、させませんよ」

「……ありがとう。ありがとう。刻馬、美々子」

　照れくさそうに、しかし嬉うれしそうに、イクミは何度もありがとうを繰り返した。

「謝るのはわたくしの方です。そう考えれば、やはりわたくしは理り瑠るさんをきっちり仕留めるべきでした。みすみす脅威を野放しに……」

「それを言ったら、その前に俺おれが魔法を外したのが原因だろ。何しろ、外れたんじゃなくて、わざと外したんだからな。悪いのは俺だ。美み々み子こが気に病むことじゃない」

　美々子に気を遣ったからでも、友人を殺すのが忍びなかったからでもない。刻こく馬まが狙ねらいを逸そらしたのは、言うまでもなく人を殺すことに嫌悪感があったからだった。

「それに、やろうとしてることはともかく、針はり原はらの言ってることには共感できる部分もあるんだよな。何があったのか詳しくはわからないけどさ。連中がこの先も俺たちを狙ってくるなら、また針原とも会えるだろうし、もう少し落ち着いて話もしてみたい」

「刻馬様……」

「うむ。理り瑠るには考え直してほしいと思う。理瑠も仲間だ。友達だ。だから……また、一緒にケーキに行けるといいな」

「ええ。そうですね……」

　やがて、刻馬は寝息を立て始めた。

　宴うたげの喧けん噪そうを背に、二人の女の子はその寝顔をいつまでも眺め続けていた。うなされることもない、いつになく穏やかな寝顔を。
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      　週が明けて最初のホームルームで、刻こく馬またちは針はり原はら理り瑠るの自主退学を知らされた。

　授業でも命を張ることがある学校なので、自主的に退学する生徒が出ること自体は珍しくはない。「ああまたか」とか「残念だね」という声は出ても、そのこと自体を訝いぶかしむ者はいない。

　ただ、事情を知る刻馬と美み々み子ことイクミだけが、複雑そうな顔でうつむいていた。

「あー、それで、立て続けでアレなんだが、転校生がちょうど欠員が出たうちのクラスに入ることになったから」

　担任の言葉と同時に、がらりと教室の扉が開かれる。

　入ってきたのは、長く美しい黒髪の、人形を思わせる白い肌の少女だった。

　少女は後ろ手に扉を閉めて教壇に上がり、

「宗むね近ちか刃は紋もんと申します。どうぞよろしく」

　そう、たおやかに微笑ほほえんだ。野の良ら猫ねこのような、大きな目を細めて。



    

  
    
      
あとがき





　どうも、おかざきです。

　前シリーズから読んで下さっている方、お待たせいたしました。

　初めましての方、今後ともよろしくお願いいたします。

　無事、かどうかはさておき、新シリーズの幕を開けることができました。

　ところで、私は別にメイド服フェチでもメイド好きでもないのです。いや、ホントですよ？　私が好きなのはチャイナドレスです。なので、前シリーズ『二人で始める世界征服』の三巻表紙は超お気に入りです。

　さらりとＣＭもすんだところで閑話休題。

　私は中高生の頃ころはあまりコンピュータ・ゲームはやらなかったのですが、それでも「ウィザードリィ」というシリーズはかなり熱狂的に好きでした。高難易度で有名な、硬派なダンジョン探索ＲＰＧですね。いや、今でもその流れを汲くむゲームは大好きですが。世界樹の迷宮とかエルミナージュとか。

　本書は「本の女の子の物語」で「本の内容を魔法として行使する物語」という形で企画を進めてきましたが、私の中でのコンセプトとしてもう一つ、「ああいうゲームみたいなダンジョン探索ものをやりたい」というのがあったのでした。

　死と隣り合わせの緊迫感とか、薄暗いダンジョンでの冒険とか、剣と魔法とかって萌もえますよね。私は超萌えます。そのわりにはヒロインの好きなものがアレだったり、女の子の入浴のシーンが二回もあったりしますが、気にしない。……おかしいなあ、クールでカッコいいヒロインを目指していたはずなのに、どうしてこうなったんだろう。

　あー、あと、基本的にこのお話はフィクションですので、登場する書物も架空のものです。元ネタがあるものもありますが、都合のいいようにねじ曲げたりもしているので、ご了承下さい。今後もちょいちょい元ネタありの書物を交ぜ込んでいこうと思っていますので、興味のある方は探してみて下さい。

　さて、では謝辞を。素敵なイラストを描いて下さったちゅ先生、ありがとうございました。イクミや美み々み子こが超可愛かわいくて見とれてしまいました。今後も一緒に戦って下さい。

　担当のＳ様。ああ、もう、すみませんすみません。毎回毎回ご迷惑ばっかりおかけしまして、もう私は死んだ方がいいんじゃないかと何度か思いました。編集長様、編集部の皆様、校正様、あらゆる形でこの本に関かかわって下さった皆様、ありがとうございました！

　そして、この本を手に取って下さったあなた様。ありがとうございます。

　始まったばかりの刻こく馬またちの冒険を、温かい目で見守って頂ければ幸いです。では、また近いうちにお会いしましょう。
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